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論文
番号

題 担 当 機 関

Ⅰ環境に関する調査(陸､大気)(内容が海洋にわたるものを一部含む｡)

(1)高空における放射能じんの測定

(2)季節風に伴う高濃度自然放射能の観測

(3)降雨時のモニタリングポスト観測値について

(4)東京におけるトリチウム降下量

(5)日本における137cs,90sr降下量

(6)土壌および米麦中の90srについて

(7)放射能汚染の解析的研究(その10)

一土壌粒径の大小と90srおよび137csの吸着

(8)家畜の骨中90sr濃度調査(1979年度)

(9)東京における降下物中のプルトニウム含量と

全国主要河川中のプルトニウム含量

(10)降下性14cの濃度調査

(11)環境中におけるトリチウムの測定調査

(12)陸上試料の調査

一飲料水中の長寿命放射性核種濃度-

(13)屋内における空間放射線量調査

一沖縄地方-

(14)鉱泉中の天然放射性核種

(15)東京地区(板橋区舟渡)における月間降下物中

の放射能について

(16)大気中における14C濃度について

(17)食品中の安定ヨウ素の定量

(18)最近18年間の福岡産米の14C濃度

(拍 降下物･陸水･海水･土壌および各種食品試

防衛庁技術研究本部

気象庁観測部測候課

気象庁観測部

気象研究所

〝
●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●■

農林水産省農業技術研究所 ……

〝
●●●●●●

(Ⅱ)-

農林水産省家畜衛生試験場北海

道支場

気象研究所

放射線医学総合研究所

放射線医学総合研究所

沖縄県公害衛生研究所

国立衛生試験所 ……

(財)日本分析センター

防衛大学校 ‥…･…‥

(財)日本分析センター

九州大学理学部･･…

(財)日本分析センター



論文
番号

題 拒 当 機 関

仙 松葉中の放射能に関する調査 石川県衛生公害研究所

一石川県内各地域における松葉中の放射性核種濃度分布-

Ⅱ 環掛こ関する調査(海洋･廃棄物)

㈲ 深層流の調査について

助 横須賀､佐世保港及びホワイトビーチの放射

能調査

(細 目本近海の海水及び海底土の放射能調査

伍)海産生物の全ベータ放射能

価)東海村沿岸における海水､海底土中の放射能

即 沿岸海域試料の解析調査

(28)核燃料再処理施設周辺海域の海底土の放射能

(却 外洋の解析調査

(調 沖縄におけるバックグラウンド調査

81)追跡調査のための深海底探索システムに関す

る対策研究

㈲ 放射性固体廃棄物の試験的深海投棄に伴う海

水､海底土放射能調査

脚 太平洋､インド洋および南大洋海水中の137cs

含量

制 海産生物中の放射性核種濃度と濃縮係数

個 海産生物中の安定および放射性コバルトの定

量

価)イルカの各組織中の放射性核種と安定元素

Ⅲ 人に関する調査､分析法等の研究

即 人骨中の90sr濃度に?いて

(諷 茨城県原子力施設周辺住民の放射性元素及び

安定元素摂取量に関する調香研究

気象庁海洋気象部

海上保安庁水路部

〝

東海区水産研究所･‥･‥

茨城県公害技術センター

放射線医学総合研究所

海上保安庁水路部･…‥

放射線医学総合研究所

(財)日本分析センター

海洋科学技術センター

海上保安庁水路部

気象研究所 ‥…･･･…………･…･･.

茨城県公害技術センター

(財)日本分析センター

九州大学理学部

愛媛大学工学部

放射線医学総合研究所

〝



論文
番号

題

(謝 人体臓器中239●別Opu濃度

(4α 牛乳の銅Sr､137cs汚染濃度の推移

(41)ェビ肉中とりこみ濃縮106Ruのマウスにおける

吸収､分布､排せつ

働 環境放射線解析に関する基礎的研究

職 原子力施設周辺の環境放射線モニタリングの

基準化に関する対策研究

(44)DuoliteC-3によるルビジウムとセシウムの

分離

一環境試料中の137csの定量-

Ⅳ 都道府県の放射能調査

個 北海道における放射能調査

(姻 青森県 〝

㈲ 秋田県 〝

㈱)山形県 〝

働 宮城県 〝

働 福島県 〝

(51)茨城県 〝

(52)埼玉県 〝

個 東京都 〝

(地 神奈川県 〝

(5)新潟県 〝

(誠 石川県 〝

(珊 福井県 〝

髄)長野県 〝

個 静岡県 ･

㈱)愛知県 〝

(61)京
〝

担 当 機 関

放射線医学総合研究所

秋田大学医学部

農林水産省畜産試験場

国立公衆衛生院 ……

理化学研究所 ‥……‥‥

(財)原子力安全研究協会

(財)日本分析センター

北海道立衛生研究所･‥

青森公害調査事務所･‥

秋田県衛生科学研究所

山形県衛生研究所 ‥‥‥

宮城県衛生研究所 …‥･

福島県原子力センター

茨城県公害技術センター

埼玉県衛生研究所 ……

東京都立衛生研究所 …

神奈川県衛生研究所 …

新潟県公害研究所 ……

石川県衛生公害研究所

福井県衛生研究所 ……

長野県衛生公害研究所

静岡県衛生研究所･･･…

愛知県衛生研究所･…･･

古都麻筋∠上′＼重工江2担茄



(鑓)兵庫県における放射能調査

(馳 和歌山県 〝

個 鳥取県 〝

(㈲ 島根県 〝

(67)岡山県 〝

(醐 広島県 〝

(69)山口県 〝

(70)愛媛県 〝

(71)高知県 〝

(72)福岡県 〝

(73)佐賀県 〝

(74)長崎県 〝

(乃)鹿児島県 〝

(循 沖縄県 〝

[参考] 調査研究実施機関一覧

兵庫県衛生研究所 …‥

和歌山県衛生研究所 ‥1

鳥取県衛生研究所 ‥‥‥

島根県衛生公害研究所

岡山県環境保健センター

広島県衛生研究所･‥…

山口県衛生研究所 ‥‥‥

愛媛県公害技術センター

高知県衛生研究所･…‥

福岡県衛生公害センター

佐賀県公害センター …

長崎県衛生公害研究所

鹿児島県公害衛生研究所

沖縄県公害衛生研究所



Ⅰ環境に関する調査(陸､大気)

(内容が海洋にわたるものを一部含む)
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図 2. 放射能じんのγ線スペクトラム
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ロ.管rA〆一己の測度に肉=一主′南畝こ釘空線､-てノア77年′相から/叩卑ヲ
鋤締っtlイ和すう.

衷2に鵬lておけ碩1足助司り平均擬音尽した.本剰畑恥勧†

d碓如′細向(鉦揉)lく比べイJ患如奇才酌川傾伺が射机づ
風脚翻K糾う一手とsり増仰が､久そ､}.(審z′軌司紛丈櫛比爛)

表 2｡ 90sr,137cs濃度の期間平均

Oc七.1977 一- S㊤p.1978

98sr

xlO-3〆1/m3 xlO-3〆1/n3
ー37eソ9ロsr

備 考

234 土 d

(9.1～1250)

198 土 8

(11.0一-910)
0.85

1d O 土 3

(2.5一-473)

79.0 ± 2.d

(1.8～332)
0.49

13.4土0.5

(2.0～23.9)

5.9 土 0.4

(1.5へ一21.8)
0.44

る8.1土2.3

(3.2一-194)

55.0主 2.2

(3.5一､191)
0.81

():

最少一一最大イ

を示す
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上膚大約の柵髄触り変敏一も煙如如こ放た錫銅像東新孔象紳孝
劾暫r飢うが1思潮的･く丘′欠如緒徹く泉イーく孝卵根知叫71レlく従って

こゝ斬泉′紙ずり放射髄醇l与′嵐摘綱領てり叫今朝明晩車
瑠嘲lてお叩さ井野放㌦商都洛威の勧灯り動舶ノ1＼ごく彼泉乙ヤゝ兇色づ小l

巧瑠lこ∫づカ属官の薇突麻(隠｣㍗JF=久離私感l嘲簸は行るわ机
さゝて屠れま顧惟毅-ま史lて蘇れていくもりと観ざれう叫今煉り
梁lてつ=て喪化〆せし･た偽全車の朗ヤβ鳩卵のうんがうもこ直からの准

て紅調査官経け小lく一撃瑠が折づもりと斉んる､



(2)季節風に伴う高濃度自然放射能の観測

気象庁観測部測候課

本多 正

岩見沢測候 所

今井 俊男

北海道大学 工学部

緒田 耕市

1 緒言

昭和53年度｡54年度の幸艮告において季節風に伴う高濃度自然放射能が急増し激しい変壷

状況を日本海北部｡北海道西海岸0手稲山山頂の3地点同時観測により実証した｡また高

現象については高層観測資料(啓風丸0札幌)レーダのエコー合成(啓風丸○札幌･由館)な

り高濃度自然放射能が出現した時刻の大気断面解析の結果､雲社中でも特に水晶を主とし

ことが必要条件と判り高濃度化のメカニズムを推定することができた｡したがって若しこ

な条件が地上で得られるならば高濃度化の実態が明らかになると考え昭和55年1月29日か

日までの間､北ジ毎道でも最も低温を示す朱鞠内湖畔の母子里で放射能観測を実施した｡

この観測は北海道大学理学部0同工学部｡同値混科学研究所と岩見沢測候所による低温に

■

共同研究測定の一部門として得られたものである｡

2 観測の慨要

l場 所 北海道雨龍郡幌加内町字母子里 北海道大学雨龍演習林母子里作業所にあ

大学低温科学研究所母子里融雪実験室｡第l図の※印に示す



2 期 間 昭和55年l月29日～同年2月d日

3 参加機関 岩見沢測候所

北海道大学工学部エリヤモニタ研究室

同 理学部気象研究室

同 低温科学研究所融雪研究室

4 観 測 定時観測は7時～l伽寺､19時～21時の問にl血路吸引しG艦十数させGros

する｡ただし気温が-200c内外で水晶あるいは細水現象が発生してい

直ちに臨時観測を行なった｡

フィルターはミリボア0し8ル50mm､伽計数管も50mmレンジを使用した｡

測定結果は第l表のとおりである｡

第l表 1980年 低温科学研究所(北海道大学雨龍演習林)母子里実験室(

ける放射能観測表

吸引時間

1000-1240

吸引量Ⅶ

2150-0025

0735-1010

1500-1740

放射能の強さpCi/

1935-2ノ15

0730-0955

1935-2･?05

0700-0855

1910-2205

0700-0935

1905-2157

ケ l ク 0707-1003

】905-2158

0705-0958

l105-141d

1900-2212

0300-Od2d

5 観測の成果

･(l)気象｣犬況

1980年1月31日9時の地上天気図によると北海道の南西海上にあった98血沌の低気圧

続け更に発達した｡この影響で北西～西よりの風が吹き続いた｡



(3)風が一時弱まった2月5日､2月d日の早朝細氷が確認され気温もー18Jc～-200c と

今回の観測の主要目的である気象条件に合致したので臨時観測を行なった結果352p(

342pCl/mきという過去5か年にわたる最大値の2倍以上の観測値が得られた｡

(4)この結果は次の理論に一致する｡

ア 水晶が成長している問に集められた放射性エーロゾル昇華によってすぐ下の水晶(

ないVan dQr Wa18の力は次第になくなり､放射性エーロゾルは一時的捕足されるが一

中にもどる｡

イ 周囲の蒸気圧が雪の飽和蒸気圧より低く気温が雪片温度と平衡している場合には､

かたまりとそれが成長する問に補足されたエ十ロゾルは再び大気中に放出される限J

動をくり返しながら大気中の放射性エーロゾル濃度を増大させる｡

り 過冷却雲粒が雪片に付着するとき蒸気圧差のため蒸発を起ちそのとき捕毎される

,性エーロゾルもまた一時的とはいえ大気中に放出させることになる｡

以上のことから昭和54年度の報告では850mbで-180c､500血bで-3d℃という寒気の気∃

前程としていることを指摘した｡

3 結論

グローバルな手法として大気中の自然放射能はうず度に比例すること､成層圏Sぞ○は

-ズの高度差による不連続な切れ目(北緯40度付近)を生ずる時期に下降量を著しく増大1

は葛城幸雄によって早くから指摘されているとおりである｡

しかしメソ的手法としての自然放射能変動研究は少ない｡この降水洗確から始まった-

究は主としてRn-dooay prodao七に注目して行なわれたが､冬期の高濃度化が明らかにフ

dl年後半における放射性フォールアウトが強く出現した理由も明らかになるはずである(

これは中国の核爆発実験の影響が半径15～20トLという近接フォールアウトに近いジャイニ

ーテイクルを除いては､北極圏ノバヤセムリヤ島における核爆発実験の数パーセントの葛

なかったことからも明らかである｡

冬期の北海道における自然放射能発生は暖候期の3分のl以下に減ずるにもかかわらず厳空

してみると､平均的な値を比較してみると夏期の2～3倍である｡また気象研究所におけ;

一口ゾル測定でも相対的には冬期少ないが､大陸発生源と推定される顕著な増大がしばt

2月に現われている｡故に大陸発生源のエーロゾルとRnおよぴそのdocay pr血aot が大戸

リヤ気団と共に飛来し､雲粒捕足効果と低温による高濃度化の2つの力が作用して出現す

えられる｡

3000m付近で実測できれば問題はないが不可能に近いので地上で同じような条件発生時の



化分析を徹底して行ない不溶解性エーロゾルが雨水と比較して多量であることを明ら:か(

要がある｡つまり氷晶を中心とする雲物理領域に入ることになるが､気象学的追跡はこ

不可能である｡したがって北海ミミ大学工学部高分子関係研究グループによって解明され･

期待される｡



(3)碑南時の毛ニアリシナポスト観測値Kついて

身泉々 観測申

★紘 一,本年 五

ヱ 締官

主エアリンア貯ぇトの観郵釦1､級様態直後のフォルアウト値乞裸いて､簡ヨ

卓の甘い場合kll､胤㌢一定の促(子年伯)之泉†ウヾ･､碑南かあうと蔓-1如ロ1

喝lニIl平針違●も魂少てうニヒが知うれていう｡ニのうろ､碑魯時の櫓い樋脇つl

本鯛を研究成果竜泉食のオ/j臥付l司抽え抄殊/碩及び//寺号でも.虚ヾkが､

碍如守のか､イ違kついて鯛座した綿泉Kつし､lて薇孝一う.二の拘隻…前年度t

アリシ7凍ストの鹿錦動二仰¢し良材豊の1司噌飴銀が新刀lこ役立った｡膏朴1､

南隻ぬ錬のある本卑J司～7月の炒り及び州名の卓乙錦小う､々れモーれの碑南称

寸ぺて油虫し､(旭日約封イれ輪島朗力付j)々れうのモニタリンチポスト観測ベ

M･放免ヒし＼う)の｢｡ロワイルヒ省骸申l抑勾の碑南雲.南の筒再=朋下帯南のき

)及び･々の碍南乞もkうし良質牒Lの硝休甚玖乞関っ昆ものである.

ぺの絹果tサ/泉区系了｡オ/泉IJ炒lの台のであう｡一律島のものも真也電

線であう.-

2.鯛奄研免の禍者

(り M紀象の翌

朝l恥勾の全能錦を々の喝の両生ね線L対象して､瑛のナつの型Lこ扮熱し長｡

㈲ R型;大そ守蜜化Itなし＼か･金舶的K卑席促&リヤヤ高い櫨をネし危まま†

控官紀象のもの.この乳よ.ほぼ一裁な碍萌稽戌で旦絶して碑う南の錦如

何･Ra型;碑南叶いじょlて勅口植ぇ泉寸りヾ､々の後i昆山じょして魂少l

の値Kゑさもの｡碑両線凌が一時的K務まった級.えの親王kゑ5場合で､

して丑動線して南小･碑っていう頭骨ド超さ｡

㈹･&蟄;息tニ姥御値を示し､々の綾lま∫ヒ軟的ゆるゃかK感少してえの値ドj

のもの.ニの蟄烏､足匡南中碑りぬした頭骨(しゅう南)､スt一旦絶した童

lニ簸い商(しゅケ隋瞳)か碑った甥仇二足う･

P)G2聖;&蟄がヱつ以上まなったもの.ニの型l‡急しこ叛い串か碍Ij玖レ･

雪組小網くなり､々の後､鼻び碑硝殊及か州した場合ド冬う.

以下_上組の命亜LニよろM放免の狙L碑水墨.陽炎の雀_.塵属名の.各鮎



硯直前小うの鳩麦値､々のと々の却分何最大韓商号ヒを比薮了うL.頒え値

lコ､劉生軌二比例匂う頑何乞もっている｡し〃､し､碑雨量考のものよりも南

(見卜殊く碑っ良か届小)か･大きくl劾倹していうと思われる,

(3)碑南型Lの比軟

南の碑リオ月､地顔蟄丁･｣としゅう南型｢与｣に大別うれる｡(サ/泉

11､長呵旬直観して碑う南であり､碑肉親及lま碑南如l句乞免じてほぼ一足､

ヤ可､に叛くなったり弱くなったリマる｡し巾う岡里l].頑膚糸の委小ら碑う

的匡為に碑り久し､矩呵割碑フた後ド止む南である｡し叶う南の･状加持も

南がある｡し噌う南ドl‡単純で現われるものと､碑ったリムんだり乞櫛句小

ものLかあろ｡史L二射えした碑南平に前線通過なb･でノ喝的仁尾に残し､丙小･

(オ/真の｢ウ(帆かあう｡姥南型の碕でも､倒ん調し招宴の要領和が新竹

に灸久していう頒胤々の下の地上でl言､筒南発戌小･簸くなろ(甘/泉のr
こLがある｡

上組の碑南型による川紀象の型のうろ､R軋才r●｣,丁･(ろ)｣(碑繭量

jO拐)の均飢二起り､｢ほ己象の鳩麦も十/～十2確度であう.R凸型lコ｢●く

繭量ノ～ユ∫祈%∂倒)の掛飢二番り､M老乙泉の鳩麦も↑上尾夜であう｡

G乳戊びβヱ軋1､r与｣スー一丁寺(･)｣の璃合ド恕り､M能象の鳩麦は

～十8程度であうれj∂仇旬最大碑商号ヵ､･､j乃%均乞超すいナ臥エlてなる.

型えl言0ユ里の叶ね象の最大値11､∂0/飢句最大碑繭量観測時何内の碑両線皮

泉われた時刻の/∂～Z∂今後Lこ泉われる傾向〃ヾ･あう｡ニのゑ大使の有くれを虎

であうか､碑両得濾カヾ･弱まう竣の喝刻しこ当るニヒ小う､壬ニタリンワ骨スト
免軟のとIjオし二嘲條があうためて･･あうう･

叶)碑南をも仁うした賓増の屠計及び東新Lの甚軟

愛頂あ度l胡瑚晩のラジオソいシアの徴卿壷かう施ゑした｡R里のM書己象のL

11､St.N£ス11C肌用膚)Asヒいうように碑商魂l魂牽制の象であり､

′局の屠功再､㌻∂∂∂～占∂β0動てlあう｡R仏製のL考11.St.Nさlニ頼家系
足していう場合L万､､し止Lヰ碩象の塊合であう,(中層須11老頂ヤー占ロ∂∂

邦L二盈レていう｡)

針軋､Qヱ型のL老周､CししL4し､Sc､49.月じ､またlコ､Cbの場合で

て積須東の愛〃㌧須周L甘ってし､う｡称二lま.S七､Nsに積愛東の餐γ魂盈し

食もあるが､後屠の璃命のNsの象頂l宜スロ月であう｡前渚の〔加えl了Scヒ

媛危レ丘頭金のし止え11Sしの委摺11ヱ0∂∂～jβ∂∂彿.ヰ席虞l㌃司ぐ々の.



上免のこと小う地車､し呼う南列持そ九キれ定性的l三朝の屠づヒM敦象

ヒt】托倒していうようkみうれう.

∂.締盲

U)輯前時のMi乙象乱R里､Ra雀､Q盟､a之里の牛つの軋こ大別で蔓う

㈲ エねの蟄のrRJ11把南i､ra｣l;しゃう萌ぇボ易していうと着えてよ

(3)托南型の碑南の錫令ドl了M鉱泉の孝孝づ如､うの鳩麦11十/～十ヱであり､

蟄の碑南の揚合1二IIM勉象の卑倖埴小うの傭鼻t一寸j=吹上にな5.(r･や｣
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押える.)
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(4)願におlナ鉦リチウム斬首

亀如新 地劇蜂鵬帝
展城紬 ★拝上ス阜

1.鹿言

/7Jブ和泉われわれ碩京ドお再秘中のJH傘下号のiさ蛇套行ファ圭た`

′律子ネい･の東かりけさ旬痺下草およが珊と㌔r痺丁賢とq如こフt･1
言.周紆に/,祝千Z月′水郎おりてひと両∫とド聴取Lた御中り相席居きJ
9㌔r敵と吐樹Lた磨賃′きHと†℃r軒棚に若干の真相とあ与れた¢1

て報告ダ■き.

2.額査弟若の板野
〃ノ 弟計～かナ5J日韓下骨

泉石り7諜年ヵlら/チア咋康≠rウ3日ゥ帥峰下号きトめ仁

義之一リア方咋J､りア7拝Jrク旬.9‰¢手向鋒F号ノ両顔り即吟下1

(用/仲卸)み∫び乎師ヒ鰯月日をlめL巧(/7`3子～/7〝千き爛勧
告しに)｡

/タ邦千〟即7師働師弟佃朗媛(水爆)き行フたため′/77咋`こ′J刊
†も年内卑下宮山-プれt騰如き一肌仁｡/叩子ク叫と管r阜向鋒ア号り月

経ド妻け3勧疎けjHが蔚′綿て′あきりド如丁.†℃rけ鋸癌り勧βて

Jの両腕揮り増メ痺りちか冊′大紳ドみサさ～れらり腐り晴好棉勺り蝕

もりと弁えられ言′え′相手･り才JHと㌔r車内斬首は.‥つ価も′ア〝千良一

し､,蜂下骨さLめしたりう./′〝チド域タを(あ【た｡三宅らは′絹醸康が和

～/2月)ド行わ加齢/留牛(之そ及)みよぴJ牛虎り,Sr車内斬首けほ
与茅ミと左明らメ､ドL仁｡jHtこフ･･7壬†osr一叩〈類似し仁観ヒきtめ

lわかっ仁｡

u)叔郎おけ硝水中り用と押立應渡り虻駁

三宅らl才′日本如リドお`ナさ†○訃り痺下平り超人がふ朋lミあらわれ菅{かJ
げぇ軋り碗虎性･こ大きく確点LてIIうこと吉相ちオー～し仁｡上り†β9の卑下と(

軋めド′÷ミー･■け/タ裸子ヱ畔秋田て･瀕取L仁和中り川渡夜色嘩蛭し腐

虻励如倒し‥I盲如由り9筍虎強け千路ノ･`アLJ々rぁり′瞥爪丸井のメ
瘡††.け†○とJ.･鑑定.◆

_′′ 0′:/d T.■土｢√こ ､′ムト与⊥仁7
jLノ ア鍵倉け¥山羊･`h勿曾飢
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午

;H

†Osr

JH/†osr

′タ7占 ′7アブ /77♂

//ゲ /∫雀 /∫/

久/∫ 久∫J 仇`2

`ぐヱ ヱデβ ヱす`

を如月白 身ヱ/回

J,



(5)8.本l痛け5′∫乞sノ押s,俸下青

物新 地硝ヒ鞠安部

★息舶催

J.虚言

日本¢′ヱ也鼻(札喋′鹿内′朝軋秋吼仏台.東京ノ増兵′人尿′舶′月
福軋右腹島)･こありき′Jをs釦〆7知り月向和音り凄絶相席=りデフ巧

･さ′アル千"■､与筑か■試行操取)｡
/タグ咋に′よす咽は承東靡き行フてい告=｡Lたがつり〃咋′こ日本J郎l′

チ㌔rり大坪仇J/タ瑠午//月/叩′ご行わ小仁中田り如/田彪寿靡レ大鹿)一丁よブ1

き｡細け7何行めれた中回の水爆安療･こよ∂ア℃,痺下骨り糸車重かっ･,て摩

つ托り丁-テり轟君ドフl･三森嘉す3｡

2.顛綿貫り廠皐

衷ユlこ東京(竜泉朗)･こ糾g9クsr月内郎菅ノ誓㌦も比あよが月J鴫水j
ト

養21ヱ気細を廉いた//地真一ヱみケ59ち川向軒号おょび喀水草きLdク㌻.
表5`こ8本り〟他東ド舟すき′∫乞s.聖′年何軒青み…･千刺浄水看き〔あう

表ヰ･こそれ細り戸固水爆級一こょきノ承葉酸後∫千何の警ナチ何年F青き`

現在才ご-ドア圧ほ･こなわ仇た中風良港彙僚▲こょさ′康勝祭り要干り季静稟イ亡き

′河た一こ紆伝わ小た水爆倉掛ミよき9♪sr俸下巻のピー′′J′ア小水外り叔穿軌
浄下皆のピータよりわく堆て出盛し水席を簸りあご存わ仇仁月か牛虎片止ブく

りみくれが大きく与言～とき眉要し上り～とげ阻ミ前額敏告川｡

今卯佃のア九紬のノK爆東卑=き温子度以浄の磨東(最多併)バみケ言

下骨碩千垂加っII～腺討レl(紹醸療が牛山〟何～皮わ`ごみこケ似た

翌年(ヱ子鹿)の曾♂s/痺下草げJ寺透り誉れlミげヾ止く/J禎以後′埴/千句
向r碗タr3ことカーわかフた｡

泰斗r･〃ら如り′こ.J月(才=ヨ′オ/∫軋れ摘)みよ〆9月～〝=

′オ/佃)`こ舟～分われた水斬新一ばノヱ千席玖跨げり千り滞留府内r}励
とかわヵ､さ｡Lカ､り捏ゼ=/相子/2月)′翫佃r〃%子′/β)の水嘩安藤′こ
み言ヒ′Z牛度りチ度Jごみケき,os,鋒下青けげヾ等しいことがわ∂､き｡

努古層.オフ/嗣彪史醸の鮎ぞ■∫J..ヲ丘磨以蕗ほく/屠の鰯彪】療｣射手ば′レかj



泉卜虔虜(素細)l痛けき′j7〔5./クsr月内郎号(¶Lん1)′-な

吐よ･Jび月内軒ト音(¶¶)

9㌔γ ∫,sr/,〃ざr 疎水音

頭Cご/んMヱ
初砺

′チク,子/月 玖ク′4

ヱβ 戊クヱデ

ブ月 玖クタブ

十月 戌♂牟ク

∫β ク.βJア

J月 玖♂/∠

月

β

β

βH

8日

β

ク

J

,･

〇

/

ヱ

/

/

/

ク.βブ〟

玖ク′/

♂し♂//

ク.〃′ズ

♂.β･♂7

♂.♂β/

玖ヱ〆

/=り午/月 〃.♂〃∫

ヱ月 β.〃〃イ

≠

J

J

よ

玖

仇

∵
∵
レ

=‥

√アj

タヱ∂

ガムf

///.J

ノヱス′

7/ア

77.β

/β∠.7

/′J.タ

JoJ.∫

′占鎖♂

〃葉J

′∫7∫∂



表∠･日本り〟腔臭･こ叫き･テβ･S川何軒骨(晶んノ)ぁーよ〆月内困ぐ軒

東京(東京管止)
印sr 降k音

粛 哩

9‰ 軟骨

仏 台

?♂sr 痺

卯年/月

∠月

夕月

十月

∫月

`月

7月

♂月

=

/(用

//月

/之月

わ年/月

2月

仇♂2∠ J7∂

β.β∠∫ ♂よβ

A♂J∫ 7ノ.β

β.βj/ /ク汽∫

aβ∫占 /単′.β

β.β/ダ ム午.∫

戊βヱ占 β7♂

β.〃′J /β仏∫

β.β/∫ /占β.〟

aククβ Jクスβ

β.ク〃7 /ア∠∫

a♂βJ ¢ふβ

仇∂¢`

♂.ク/3

d()～j ′ヱヌβ

♂.d#¢ ♂#♂

β.♂∫J //《β

玖β〃♂ 〟/､β

β.β∠β J才.β

β.ββ7 〃♂.∂

♂.β∠♂ ♂/β

β.〟β7 〃/.∫

玖♂β//Jよr

β.♂ロ# /デ礎∫

β,♂/J ′♂J､β

玖♂ク` ∫ヌβ

β.ク/j

改クブタ

戊〃ノ～ ♂

β.β▼ヱ7 /β

♂.βヱ∫ 駆

久βj卓 //一

〝､♂ゲZ /#

玖クZβ 才

戊♂Jノ z/一

♂.♂// /〃

♂､♂〃7

♂､♂♂ア

仇♂∂∫

β.ク〟ヱ

仇クβデ

玖ク/∂

"
パ

〟

〃

/

/

/

秋 田

叩sr 痺7K骨 路7

如午/月

ヱβ

J月

4月

∫β

`β

7月

√月

叩

/∂月

〃.〃√∫ /～ヱ∫

β.ク¢/ 7えr

β.ク// タ/･β

aβ〃/ /7葉♂

♂.〟∠ゲ 〃£√

β.β/占 J∫《∂

β.β′` ヱブよ∫

dβク∫ ヱ∫ヱ∫

4〟♂J -Zア√.∂

戊β♂j ′J々∫

ββり/フ ′ガ▲j_.ぐ

戊♂/デ Jj.∂

玖βJ/ Jズ∫

玖β∠2 /ク久∫

仇βJタ /ク£β

α(ト牛/ /Jβ.ぎ

β.β∠J Jヱ7ク

♂.クZ〃 7よぎ

aββア 7iぎ

β.ββ7 ヱ/∴ダ

♂.β∂∫ ア&β

♂.〃∠`

♂.β j2

∂.β"占

β.ク∠ム

♂.β/♂

β.βクデ

♂､βヱ∫

♂.ββ7

β.ββ∫

♂.♂βr

/

/

/

∫

/

/

/



産2･線量.

線 内

押介

鈴 島

90sr 徐7K音

ケア午/月 玖βJ♂

ヱ月 〃.ク∫β

∫月 aβ#α

ヰ月 戊β∠j

ぎ付 β.βJ∫

`日 ク､ク/占

7何 〃.βヱヱ

銅 戊∂//

了月 αク/β

/(=l+(いっヱ∂

/J持 β.0ヱ～

JZβ a∂//

わキ/月 仇♂/♂

ヱ月 仇〃ヱ`

タ/J

βヌβ

Jヌβ

ノよ∫

ノ7β

//よ5

`7β

よ∫

タ£∫

/j/.♂

//ノ.∫

∫/.ぎ

a♂7∫ /♂J.J

a/β/ j/倶β

β.β〈げ /##.タ

玖βJj /jえβ

β･∂/∂ クス∫

♂.∂/タ /J£ぎ

ao/Z 9♂.∫

β.β// ∠ヲβ.β

β.ββア ブ∫7.タ

♂､βロガ 2β∠.β

錮ヱ/Jβ㌢タ

玖β/Z ブタ∠.β

仇♂〟

玖♂〃7

a♂J♂

β､β7J

aβjゲ

〃.βヱ7

/

/

β.∂2デ /

α♂J～ Z

♂.β/ア

β.βク`

β.ク/ズ ∫

β.ββ7 ヱ

β.β∂ア /

β.ββ∫

α♂/J

戊♂ヱ3

剣 掛

㌔,
る塩魚

押sr

ケアキ/何 玖βヱブ J√♂

之月 玖βヱg /d£β

∂月 ao5Z Jβ.∫

ヰβ 戊β♂ダ /∂7∂

∫β ♂.β`7 ∫餌

`何 β.β∫J//β.∫

7月 β.βヱ享 ♂4∫
‖亨 (川/g 〃.∂

川 玖クZ～ /`仇タ

/(用 β.∂/5 ヱ卑見β

//月 β､0/在 /射用

戌β∫` /7玖∫

久βヱ∫ /♂ノ､∫

仇βJ/ /Jチr

β.β/チ タ/.∫

β.β〃7 皐♂J.0

β･0/β ′`/･√

β､β∫r ∫ヱβ

β.β∠β ブ♂♂.〃

β.β/J ♂J.β

β.βヱJ /♂〃.β

β.β/タ 2～ム∂



か･拍の〝鹿央にゐケ言′j乙sノ押s一千向痺下骨(刊C;血〟)と牟向伺水す

東京(気象新)

/"cs 押sγ
御恩

東京(庚京管丘)

′Jアc5 押∫r 浄水号

胤 慢

/J7cs 印sr

/チ拍子 ′`∫ 玖アズ/7J盲･∫｡=㍑

ケ叶 ′β/ β牛ア 〟加･∫ 一れ押

′7`千 ♂.え¢ 戊/♂/タ鉾`戌∠r

′77千 ♂･7` 玖〃 〟/ム∫ ♂･舛

′形午 β.押 玖〟/βJヱβ

′7咋 β･∠¢/タ御

久jリ /∫㍑r`ゲ♂ 玖♂J

仇《ダ /∫`仏β 玖チ¢ 戊Jβ

戊/7 /タ∫A♂ 戊ノア 次∠J

玖¢∫ 仲∫榊 戊♂ア 戊7/

戊`ノ /♂J仇β β.77

仇ノ≠ 作用β ♂.∠∫

仏 含

′Jts,〃sr浄水号

款 β

′ノ℃s9クsr卵

大 路

′jとs ,〃sr｣

/チ作手 /.77 及デ//Jえ£∫ ふ/β

′7;耳 β･7r 仇#β/♂ブJ･∫/.β∂

′邦子 β.∠～ 〃､ル/54エ5 β.j～

′77年 仇77 β.午`/けふ∫ aJ¢

′7才子 〃･封 ♂`ア∫

′7咋 仇ヱ阜/ヰ∠ヱ･β

′ブ`/〃フ.β 戌♂7 戊タグ｡

β.7J/∫7J､∫ ♂.∫ア 〃.J7

仇Z7 /∫7ヌβ 玖/β β./タ1

か挿 /ゼ㍊β 戊¢g β.J∫ ｡

仇〟 /∫βムβ β.郎

α∠ム ヱβ鍬夕 戊～j /

鶴 岡 線 内

s 押sJ斬措

藤 島

′クモs†㌢r

/タ7¢牛 久ア〟 β､∫β/Jβ～･∫

′7咋 β､`/ β.〝/j∠β.∫

′7上手 仇/ア β.げ/デ拍∫ 仇ヱ∠

′グフサ〃.封 β.j`/3∫よ∫ れ7#

′7β千 β一郎//jダー∂

′7タ千 β･Z//7裾β

久/∂ /β/£r ♂.4年 ajβ

adg /β∠β.ゴ ♂.7∠ 4押

/.0ロ グ`j.β α77

β.jO ♂タ名∫ 玖j`

莱 チ

s 了聖r

剣 路

′タ7cs 90sr 御く厨

即 範
′′七s曾Osr

/77`牛 β.∠7 ♂､～J～伽`･r



春牛.千舟卜榛東簸りき†os枠内斬首ヶ経十重化(東京:萄慶研)

(学位 明仁こ/ん㌔)

初子反 身ヱチ及 牙jそ及 如根 才∫年度 娩締

`月

身`伊

井け回

矛/`d

律-/β月

井/針回

矛//釘

仇クβ牛 〃.∫∂ ♂."〟 ♂./∫ 玖β∠ ♂.0J ′

♂.♂ヱ β.gヱ ♂.ヱ〟 玖07 β.βさ ♂.βj ′

〃.β3 ♂.Z4 ♂.β7 戊♂J 玖〃∠ ♂.♂/ 戊

戊ββ7 瓜β∫ 戊j∫ β./J 〃.ク≠ 玖クj ′

仇ク∂～ ♂.ナ/ 玖～7 久¢7 戊♂〃 ♂♂ヱ β.

//β～/2月

弁才向 β 戌年β 仇β♂

●オスJβJ ロ.¢7 久㌻β

仇/年 次♂∫ 戊βう ′

玖ヱメ モ久パ)チ玖♂りア/.

末 子漕±れ5†㌔,痺下号



(6)加東およか､､卿の9%rJこついて

抽象′占農東枚桁萌御

焉勧諌倍与御調人′ト

ト顔言

絹如碑以東､触地(7K切､畑作)土壌ヒそこJこ栽培生産ご出た米麦与突
斬放細甥裡lこょろ汚染水沫とゼ射らのき埠受化i朝宜してきrこが､今瑠璃

査舞果につきその叔啓苫孝綿する｡

2 額奄結果の粛啓

(l)瀦料の諌取之卿収強
靭の藤池､細粒去およひ威種の項呵法lまっヾて前報と向一方熟こよっrこ

(2)錮象徴

今伺狩ら附こ韓果さ凍≠斡色土痍と米麦子軋こ分けて牽杓する｡
イ 触土壌

男物52争おJぴう3乾夜の刃魂期に水

田より蝕し仁作1平の=Mヤ惟酵畝

アンモニウム洛細孔痍鮭9℃†合音

互泉1(こ示しrこ｡

泉l水伊上射の勤勢籍アOjY

水田五和の?℃診孝は令室岬均値

ぐ10′れ‰ヒ納骨ら舶こ値より確肌こ蘇れrこ｡

エ卿の905ァ合音には易しい兜頑迷があソ､覇純一司稼に日棚卜東
大予習卿～あ向日和宮的傾郎鰊拷レて､､ることが引簸き廟凍コ机こ｡

:.･●'･●･∴･､･･.:;....



7匝･メ虹藤平の9℃Y食骨の終年変化をl重=に示しrこ｡商工壌ヒも罰名和ヨ

ークlこ或ケ傾向モネし､晃年～うぅ草屋の値lコピーク時の掲鬼夜のレベルJこ≦
し､湖東紳朝帆前の36年友の腺こ近ゲき､ニ､巌卑凧コほゞ頻ぼし
著している｡

∇ 水麦号久

焔和5埠およひ"53梯水稀宏泉ヤ

の卯ふ増骨を象2Jこ示しrこ｡
去煮ザの9%r包骨は合1勾香箱虐ヒし

てま1P(瑞と軸凍締ら小た偵Jリ
確かに劾ケし巨砲を絹rこ｡

煮ぇ 玄若干の聖満潅

真剣偶の絶倒

2､9-ワ､3

1､2-6､0

米麦3夏すの9%一合菅と姥域削lこ托解してみろと上官乙土壌の齢とl碑

尽し｢こ｡

簡約な如5r増博之一如に恭しrこ｡玄米､日米および玄象の9甑合音(づこ

ノ線か傾向乏耗浄しておろため､人見ヵ､らの直頑巧梁ドよろ影響(わ陣のてり
考えりれる｡

移和動学頻(メ臥玄麦ノ拭粁け､卿をのrこの竣希釦吋ザぐある｡

3 繊

考枇虜と半家のq%r巧豹つこ､数年隠ご､い永敵､ヤ､滅サ碑何去恭してし

鷹狩船頭の置頒簸9%診膏は廼殊性が入き､､が絢子均で水切工科0≠絢

14間9んの値一木し､威禁として月番和∋噂及の像こ血､レベルと雑碑して確執
イ物の巧資源となっている｡

未知錫鉄工壌と哺泉こ-数年線れ､武断紳稗して､､■るカヾその値ほ低く､

～36埴の彪一指の値を示しており､直拷ラう梁の彩窄はケなく､主ヒレて1紬斬
るものと触れる｡



至情和 33 ヨS 37 39 4t 43 45 47 49 封 53 55年

回2 玄米･白猟および童女ヤの?05r合音の経年変化



(7)粛碑瑠の師榊締(その川)
一土壌松繚の入ノ1､とPクぶ｢あ､よひ鴫′叩ご5の頑為(且)-

劾和頒適度常務御物
諸相酵人 知村え併子 ′11

1戯言

白米の905r,仰ごs巧梁(翻紬りは封象の鯛′こよソ巽なる｡その原因の一･

一徹する粘土鋤の兼角､局線の合音専があることさ跡こ報為レrこ｡
今郎､土壌もね確抑こ命あレ､掲介の%5T′l叩csの唄着.敵軌こつき寸

々のうちほ7仁51こついて報老すろ(qoβrlニつ＼､ては前句頚髄法う脊)｡
2 鯛奄所見の1敬啓

(l)実験ダ法(前年及と周一)

11療の酵オ紛呵
隠乾工療(之仰I久下)盲♂.締よが｡､〃わ刊琳欄て-写れで爪幕別し之～玖∫ノ

=如か)およひ･∂､∫～♂.β7jれれ(牙之あか)互椅た｡∂､∂7jⅧ仰臥下の怒号lユヲ

錮し∂､云75～M/(牙3轟か)およひ･…/卿凧甚了(牙4あ命)モ鯛巻い

や
エ触手へのqO5r′ノラ7c5の明秀才戎

銑軌二狂い､各細粒チ∫∂に象留水3ク〟とラ恭如しコらにウ05r(SγαJ

間cs(Csα)宣守れぞ{れ約15wゾCこと何軒こ加え､l埼l印象とうさせ南棟歓

ゼrこ｡､細線藩c命執し､上御舟王水溶性三分とした｡沈卿と=

該アンモニウ入漁rう句碑米とくり通し､今昔しrニもりを畳碩終(欄)こ

水および､鮮卑軍神お朝命モ同風(押す冷認)邑令としrこ｡

(己)実費持家

イ 各種王命の鞘観取

前l支離老しr二とおり､あ図工癒まグ牛あかこ36､7ろノ針汚しrこのに灯し卸

は直すかS､盲スlこすざけがっrこ｡甲府工務一拍兄の平間の/ク､れズ･主祭レ仁.
ロ 乞食解と水超牡′ヲ7cs

土廃絶がノ1､亡くなろlこつれて､7K溶性157cs合音ほ蘇れrニ(】鋸.泉1)`

諒只が乳勾工療で守の碩何かご大きかっrこ｡寺た工頗をりみなりす､､.拗づ

ってい町5の肇為籠lこ苑レい鼻翼が終りらいに｡
水路艦l甲CsはqOjrあて…こ托し葛レく強く､抑こ高切を凍て-その傾向が孫?



この突験の場谷､他

称の形でt3ワc5を卿ロし

に丁こめこり薇な緯果と

有っrニものL禿えちれ

ろ｡微熱の突破韓暴か

ら､Cd担体のブ紳偉が

プ初口巧いぼ､1壌酔縁
り犬′トlニよりヤの萌葱

駆lニ見習が生すること

け嘲らかで､ぁる｡

廟遠戚の雀用土凌l繊

項の亀吼Y庵1身二

化しl叩csの固定孝11い

キリケ､､(蘭は.象l)｡

適に乳勾1痍でl壬印sr

の嘲乳官が杷の三種五

庵より札空い(前年灸

解凄)｡以上の緯景がら.

島切､甲東上痺で戦痕

しrこ禾の?〃5｢ラう熱言盤

上勾£壊の考いより大王

く,13ワこsデう家l了遁の傾

阿i禾すことが予測ユ

トろ｡

ニ 1壊の確繋ぎよぃ一

御象り違いと酔客lこ

よがヲ7c5,9∂3rり劾

忠孝
蘭うに禾すとおり､

あ臥ザ索王痩のプクsr

劫火守､7＼lちワCs勿そ八
lニ粒レ為しく商い終乳
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のlこ舛し､金一奉仕疲では7β～7∫%と如上痩よソあ＼､稲葉年i恭し丁く｡
3 観

初市紙J椚Cs(勤晩)lコ鵜藩臥解1壌乙頂砲領の軋幻土壌よリウ

′J7c5の嘩痛衝(兜担体)lユ土グ衰妙子のんト同一く毘襲lま解りう小身がった｡しカ

殉合､絶与の′トさいオ木頭易経折入ぐめつrこ｡



(8)家畜の骨中一Osr濃度調査(1979年度)

農林水産省家畜衛生試験場北海道支場

岩田神之介 佐伯隆清 相良登代子

1 緒言

放射性降下物質による家畜飼養環境の放射能汚染を,家畜の骨中†Osr濃度の推移か

57年度より調査している｡これまでの分析結果では,家畜の骨中咋s r濃度は,放射

下量を比較的よく反映して,19d5年前後をピークとして,その後はこ欠第に減少して

かし,叩srの長い物理的半減期と印sr自体の難代謝性のために,現在もなお汚染レ

る｡この推移をさらに継続して調査するために,前年度にならい家畜の骨中†Osrを分

で,これを幸艮告する｡

2 調査研究の概要

(1) 材料と方法

分析試料は,北海道で1979年3月より7月にかけて採取した馬15例,午15

骨である｡分析方法は,試料を乾式灰化後,ジー(2-エチルーニヘキシル)リン酸によ

溶媒抽出ブ去によったJ

(2) 分析結果

馬の官の分析結果は表1に示すように,24･46±10･26pCi/g.c a

の平均値2る･97pCl/g･C a よりわずかに低くなっている｡

牛の骨の分析結果は表2に示すように,8o75±7･21pCi/g｡C aで前

均値,13｡87p Cl/g｡C aより若干低くなっている｡

t 957年以降の推移を図1に示す｡

3 結語

1957年からの推移をみると,19d5年のピーク以来,次第に減少はしているが

4年ごろからは横ばい状態となり,汚染物降下以前の環境にもどるまでは,なお長期間

ものと考えられ,今後も印続き調査が必要である｡



表1 馬の分析結果(15)例)

月齢 p Ci/g｡C a

2 4 1l｡5

2 4 13｡3

4 8 15｡1

8 4 2 d｡3

8 4 3 7｡3

10 8 3 7.4

10 8 12.5

12 0 19｡1

13 2 1d｡d

13 2 2 8.5

14 4 18｡l

15 る 2 3｡8

19 2 4 2.1

2 4 0 3 2｡0

2 d 4 3 0.3

0｡8 5

l｡0 0

C｡9 0

l｡2 d

l｡d 2

1｡5 7

0.8 9

l｡0 4

l｡0 5

l｡2 2

0｡9 9

l｡3 5

l｡51

l｡31

1｡4 0

表2 午の分析結果(15例)

月齢 p Ci/g｡C a

13 7｡0

3 d 7.7

3･J l.9

3 d d.3

3 d 3｡る

3 d 2 ゥ 3

3d 12｡る

3d 2 っ 5

3 d 3｡1

4 8 7.3

7 2 8｡3

7 2 2 0｡7

8 4 1l.0

10 8 2 7｡9

10 8 9｡!

0｡る 8

l.10

0.5 3

0.d 7

0｡5 3

0｡4 4

0｡9 2

0｡4 d

O｡4 る

0｡8 d

O｡7 5

1｡14

0｡7 8

1｡3 5

0｡8 2

平均 24･4る 十100 2d 平均 8｡75 十 7.2l

図11957年以降の家畜の骨中90sr濃度の推移

p Ci/g｡C a

10 0

5 0

馬0---{〉

牛●---●



(9)東京にみけ3降下手呵のアルトニウん倉皇と全句支部刑ヰり
ウ人偏食

気如暗中
★庵勃勝己.掃一行勇

観音でに板東厳にり.大気断約β.j再C.･"pルトさ-ラい門十〟｡れ放虻
た.軸嘲町い憫卑見幕′酢･こ呵3腎F物干のフりレトニウ叩揮御
てき七｡/叩郎ごの斬こにかつj即号り線平射Lモ動に未了.ま七.軌,

上イ他嫡乳中りフ｡lレトウへ今号t々吐て希代･tq稗雷ご･こ･軒にぁり
=甑一抽祝｡り作町F阜l了.=叫C･ル〃tに¢一伊jことか邪為､と乃,た.

このけ地上に新したフ｡いニウい圧壊･こロ硝亡鼠て長く地上にこごヨ･
3り一頭針こ澹艦亡九て別に∫り海へ宜ば九3カ乙弔うが･∵弓3ここ一つ時事の】
モ予利右手の･こ食草でち3｡

僻碑か≦昭付こかりて.′合唱りi畢/∂こ叫(ス狩′黄土′線象.動線.ニ
ガ.吉野.筑後･)モ監ひ･声H小､卜し茂子軋3フりしトニウ人々号とホのた･

鞄くり探軋研,七主導川櫛仲仕置こ･孫娘と郎に弄マ｡揉軋し呵

は､観た甘ちに才直し,濾各年分と華子叫針こわけた｡澹各節卵ナIしト
つt)て13.汐泉モ掛Ilいた隠.塩化

マフ巧シウヘを加ぇ.さ;-てわ鋤く噂

ぬナトリウヘ顔見t如と′水聴虹マ7､

ネシ恒貴漉℃･瀕した後.確イオン

鯛舟鴨印tlて碗鋼製した.一方.
胤相称細フ･ルトニウらfユ.オルグ一

山璃杢塊こ拐解し紙.痺イカ
頭桝瞞拍観取沌.フ･ルトニ
恒の･曾郎､α､一鴫坤かこJソ息

与し電.蕗朗昨と准与坤信に･ト

いサーこして,て亀モ･丸う･Jしトニウ

最砧と加え嘩毛細モとこj･り
す丸=タメご董,た｡

解果t.むに百.Lた.4唱i軒｡

吋り†っフリりニウq一之坤砕戊骨J

回†Deposition of239･卸Puand239.3iOpuin

air near thegroundin Tokyo
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ニウム′合すコ.ノ･7ズ′√〆･〟ぐ.このうち耗j尭･フりしトニういつ.∂･ア…

で･あ′た｡孝和卑ぐ/′9〟～/ア稗用をし九吋リ7吋の7･ルトニ恒､食卓と
埴土比較す3こ.今lヨ哺匂っ/ク【′¢〃ろ′こヰケしし=3しこかゎム､,九｡

胴頭かう月7時の紗Kヰの平均フ･=ユウヘ増量一つ∴打′♂ちこイゼであj｡

の降水の亙確璃与モヱガヒ俺定了jL.御ヰりル巨ウ4のり′仲〟つ鼻
IJ丹′古}p(ノ〝ヒ有り.今吟り拍ヱ7メモ首り3ことか明S机=わ,た｡

叫親碍y

最I Nameo仙訂監筑慧7㌫ご崇恕篭ごt｡iss｡慧39詣血
103km2 †Ci八

Ishiねri Oct.1978 19.1

Ki也kami Od.1978 7.9

Mo寧mi Oct.1978 8･9

Shinano Oct.1978 15.1

Tone 托b.1980

Kiso Oct.1979

Yodo Oct.1979

Ybshino Oct.1979

｣

9

3

8

6

0

9

`

l

12･7 0･27 0.14

7･9 0･09 815

6.3

9･7

8･6

4.7

丁.3

3･0

0･2

0･0
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∽

M

O･0

2

6

8

3

0

｣

▲心▼

■J
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0

0
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(10)降下吐′℃の…,暖諌瞳

厳封練直算盤合覇魔絢

軽便壌多岩男強者鮒席亭

J.盈吉

原水爆如継泳の降下性′モの痘席ヤにおける混線イL呈嶺査すさ目句で
叫卑よほとして頗地魂連声よび鎖線アルコールヰの作C濃度去判定してき`

これti.一年盈極物においてlま､考の休姶ヤのルc液泉が･‡の年の人丸度竜
ポヒ譲渡‡よく長平づうばオー)でなく､賭すイブJレにあけ3′与cの牡物乱

lこみけま初和解可旨標℃も告り∴ん依への破壊線量斜面lニ硯五っテープ‡碍5

喝としたものであう｡ヱれう個物餞粁り過去にあけき`℃確如頒葬皇え31

年ノ榊2年の､細ノ漣によぅ大鵬栗軋こよって∵/9日年に仔､

レベルL乞机1し-う作ん′γケ一度素のま恒p形t軌二湘射3壌高値富市した｡'
年にわたフ1は.これう人工彗二の,銘舟臥こあける野塩卸恥二依各号3と足ろ1

数的和も示し乍衡､フランス.ヤ回の裾凍鞋え瞼と北方澤封凋営号の封じ

jえうれjレベ.しの受詔が紳之れt｡数年J嫡カ､ら､現在ほ5まで時世

の′℃二濃及や､′㌢〉ノア¢伊州々舶の綻閏で姓移Lており･講習すべ空
文心的い.長期和ヱti.ラ軒和噴向拭っ毛のt尾乞うれま｡碑t引箆苫予!

絶した巾で､‡劇鈴泉も奄沫Jき｡

之.淘重野寝り旅客

(-)武村みよが軌足凍

舶緒鬼アルコーヤヰ東軒こ牌し･尊下各7Jレフー山場恥､の生せ蕗ノ

草原郎イ欄内鼻ア心ユー心′みよが海産,拙留7ルコル布掬師り
了,しユ.一ル`i八与した｡プルコーいよ.再製渥ののう･脚阻ドよt峨駈.

りう､キシレン･三;1日レーク乙J=/lこ渡合し･ての加戒も派外シシ
ヨンカウンタも郎､て剥軋した｡

¢)御足統も長一ドネう8∫℃温良り阜往lす､眉強けヤト釣れうルC¢
像であ含｡



泉/､威酪アルコーノレ中の聖濃度〔ヤ甥〃庚蕃)

席や 産叱 工場 ルc披

座せ蕗 鹿夏鳥県 鹿足 /7.∫士 β.3

生甘象 鹿現像 出れ /ア.3 ヱ.0.3

生せ蕗 鮭本県 肥後大草 ノア,0コ[β.3

果オ鳴衷 山口･路線 肥後大津 ノア2エ0.3

数学峨
租留乃しユリし

藤･刀り､J亡/

フィリりピン

吐乳

ヰ菜

ノ7.9±仇ゴ

/㌢ヰ±∂.3

埠留アノレ目し7叶ソピン 磐田 /ダ.βコ[β.5

轟槍象 フィリりビニ舵触ヰ /才.β二仁4j

粕留アu≠ タイ 十乳 /㌢ヲ土aう

兼摘れ机ケル タイ 弧水_ /ワ･ア±戊5

蜂蜜 タイ 軋私 /タ.β土¢ゴ

療蜜 ア助 千隻 ノア9±d3

粒留ア山一Jレアルかン 死後大津 /ア.∂±q5

潜留ア′いづしオ｢祁ラ叩 ノ千え /グ･/ヱ久ヨ

ノ∫.9ヱ♂.3ノ叫徳丸 逐鱒 十巣

3､紹藷

威酪了ルコーノしヰの′ケC昔如､津固の′ぐルフ触虎呵とブヨものが･例外

った把持･/ワ･0～/タ･すヤ叫カj線の絶圏内であり､人乳泉疲ガスヤの℃j

す城吟鰍､ほぼ周じレベルであり､かっ､ここ数和句の嫁でlま.そりベラ､り
が車･･すかながら小乞くなフtえていゑようlこええう｡このレベIしtま略号街摩の

堵の値であり､′今後の末節拍車勃叫喚句蛸足凍してし亘たい｡

局後に･鰍′Lコー′しの人チド､7協力官給杉フた適聯應の各プルコー
lニ恕丸丘申し上げさ｡



(11)噴泉ヤーニかナるトリケウムの測細線

東和線医学横合研究叶

樫田義孝.井上簸れ岩倉甘男.★田中廉チ

1.緒言

毎年行,てきrこ原iカ薇投倒堕石机､一触碩兎の経木.芽算洛7になどのトリケ

綱査を本年も実施した｡

2.禍査何気のj晩冬

前回吠碑の原与力絶級圃皿哨れ地､吾､は･ガ年う月子㍗の哺､下記の血りぐあ

福島鼻.大難･高岡鴫且 ∬年3射う日

茨或県′乗キ･大洗祀邑 仔年ほ月=0日

福耳鼻′敢督･美麻･高誘･大飯叱且 劇年′/月Z叩

島根鼻′鹿島叱乱

督媛県′伊方地色

確背景.玄海地直

接*軋き､け海則ヒして

水(t･押t子えさ爪て

血押しrこ｡剰ぇ託け､席

⊥伴年`射?日

∬年5月好日

対年うRヱムロ

リJこた新下水の原水ヒなら確水.2)2次二今印水用の海水,

t･さものを食止)主対象とし､その他地形に応じて､参プ
則として郎〆挽以上の確水なとulト蒸留絶好椚ゼを紅ノ

し一9(仲qs｡ト之)∬川上ヒ混合し､テフロンバイ7･しをイ摘Lて廊バックゲう
液体シンチレーション〃ナンタノ虻川バL8/J=より∫ク∂令書ナ測Lた.如P切現下･

地下フ持ビl婚静粛軌こり.ZO～jO確ド戎癖縁､伺掛二束体シンナし一ションラ

計測し丁こ.

前回減時の鮮果と表■～衷7lこ示す.どの地郎一読回手で､巧刺足席末ヒ郎皐I

q■軸受摘巨水と疎いてはみ一山アウトl二JさトリチウA濾庵レベルモ示してみり､

Jう巧婆巧影響は見られ†Jl･｡

く福島具′大栄･島内硬直〉郎年がら`飢=互,て刺良し丁ニ｡畜岡地且け頗

与¢ヾ､裏年小らヲ回判軋して㌢ヒ∴取水口∴牧水日清水月侶㌦しげしげ遵奉し丁､

qわ強い濃度t示すこじボ今い地域であう｡取水各7にlニ経時針いヾ大きいニヒ1

ると思われさボ､軸利かJビの補御子掛ていてナいソクしてゆくニヒが強専一

畜岡q方でt‡､/叩%耗如♯戸7K蝿如して､貴重rJ柏フにヒrJさ.

く茨城鼻′東舟･大乱醇正〉 日本で代泉的け原書力施級密集地として､≠`年.



沖合有産へ噴出され5句でサンプリンデできてい√い･｡ろq祀旬勝木t隼のさ新

l古､碑･=上号t締らとたニヒl‡√よかフ巨∴の把匠l=は刑.郷召が争く､もの
車Zっ車相称い賂絶して測良してぎたポ､ニq/岬哺の日本甲卵地gの姥水巧

ム濾如繁盛紬泉l=弄してItう｡鼻血トゲ辛け′∂β′肇摩度t=り､/裾躇
丁よ-てぎて-･も.7月りZ月乙､は規則柳二最良小楯滅すさtのバあり､/年齢

ルの中で､油展頻の降本及び控下,tくのトリナウq嫁夜巧李化を風味して..iりど

と希えられr二.料,トドつt`てtT､大政荷榊巨1し叫寸止で､､碕々経-ト歩度れべ/し

く帝岡鼻.誘岡地正〉押年かり回測度しrこ｡砂丘把革も衡=控ぇてl･5｡

ニ小く新しい地下水で新抒lきと恥碓氷しぺtしt示して=5武､ニ小ポー沈吟和本

ていう;しかし輯内飲料水ほ桜Iく池ヒ伺じレベルrあ,て.井戸車Fリ捲い｡

く箱♯県.敦管･･美顔･高浜･大飯硬直〉経唾佃原与げバ争政線勤して･.う

て､柑年わ､う毎年利払ポ絶してき丁こ.放水口寿フトlニトリナウら乞滞らLたニヒ
劫鮒拍利息鞘りこり､足倭的指呼錮細れい.今後動燃句力丁月日大き
ラム諷lつrいじ､思わ叶いく､今4じプ予ド郁とぢトていい1･アをフドり華

∈7権利れい･与が､オ叫了ウトトリチウムり一旬納ノ砂傾向はしrニ｡

く触具.伊方地区> 沼牛り牛回測度して.･さ.潅水如がケ領巾乃.,
良してl次湾麦陣tニ確7てItさが､トー/ナウql‡冬木一々(同じ伯毛木し丁二｡

く象限鼻′鹿鳥地底〉好守ク､ら和白刻足してぎr二∴雛桓¢､ら=伽押せ
本q労使相子え｢ニが､船存請水であう膏如くロ料トりも確勘二低し､｡露眉福本√
キ如ミ大音tlニヒが知ら小ている.取水口と放,トロq単純万比軌‡肇｣丁､う絹一

q施う亨へq沈虫後席及び料トLり渡冶磯触ニフl･て■知,てかくこヒクモ仏書であう

と中丸‡-､潟--て､あり､料トヒ経由ヾ混じソ合!て=うが､トリナ･〉ム濾及£そ

し回線梢号卜恒｡.寒竹lト常道潤一乎諒一新(椚吾璃く与,て･tう｡
〈作習農′玄旛噛且〉 亨`年り9朗促してt､う.ゝニ毛取水口qわヾ放水

渡し･ンヒが争い地域であう｡

く.加島県′lり内地区〉‡ド朗千であうかこ､弔年せ､らち困測度してt･う･j

ヒしてイ受用Jれいlるちっ卯腔下水タミ､各β濃如ミ舞いてl-る｡Z本の･りけ伺

であり､矧‡‡ト冥,ていう｡篠本粂のか=毛1と禅紳な暮夜データ揉のtか

竜阜て脚射､ぁをと考乙られう｡
3.経路

膵年如データの鰯I､ら､各地域与〃傾向.徹など､tニっいて芳子の斤秦tう
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(12)乾瑚和観

一食晰長寿鞠一

鰯卿咤冊

★髄唐物戸

1堵青

息車軸裾豆葛零して､､さ土壌不う如してく5地下木り触感･
づ埠判定し､飲料わ雑費を鞠晦象如与疋施号∂～と乞絢とし､舌

下物によ∋竜頭夜男衆姥邑り岬凛面坤と郎木脚唯核獲り鹿確言聯3

オう窄ちって"摘堵と紛卜者り非常lぞ多､､痺境南兜威甘籍ゑヒlて､御
中り雇漬物り南面珊才油壷祈加害施し7之紬.甫年濠･

小て飾れ左画家名綺磨泉乞も含めて奉告す∂.
ヱ 蘭査蘇藍の奄君

塚断l礪l琢玖乞れてエ凌ヤド葛壌土仇てへたり､わ"広今食も巻く感

激敦や端玖Kいてエ庭中匹嘗覆土此､享輌､噴水断よっ篠々(て彩あすJ郁

る事知性承確りうう､愚考やで.し木も参勤偉り丈与､?85r12着射て､御月

?qD5Y-くよ3汚染の様相も長親衛離水う才碑し､餅河水水うの毅嚇鋒の礎惑

さたりlて本圃を碍乳言行打ってを毛釘､東泉作者っては､歯茎塚野生祈安野ふJ
喋和泉町俄場り勧t碍ち｡

雷神線を玖､苛終発方法才一よ打合碑尾オ夜烏瑞観告〔才ヱJ回顧矛豹扇

変転翠冷気砂金醸(昭和Sう年度)31萄と筒獲である.

岬卑珊罠中細lヱあけさ兜下水へりq♪Sγり衆生¢耗相応宵t`て禾=

うIてJうワヰ卑り蘭蚕軒究軒嘲よつ引全線､､て恕り傾向持古っ方功一/つ

用卿ではピータ介観め与れた.乙り軽｡叩5ナレヾlレーま.斎戒長々司
地下水でけム～りれ､ヰ`叫′`∂∂〆ヒ塚褒中塚手Jほど憺レべlレ打方って､

れ.克弘ピ〆ハ1鰍と兇Tフドtて要良して与jれJ｡之り享ヒは.?♪ふ努｣

姐如a"l謬留ゝ叫もりもあJカ.土豪へり薄商務ア急く､御㈲で奥戸オ

考J木与う逐管で硝ヘムと思わ机∂｡ま布.`{イ=肌.′∂･D′帆(=←∂"
は春草試料ヒ=唐草し.令布跡庭L名籍果一束tて有りり貯水車㌔援透

して､､3虎､､ニ肌は､一時紗王位教主方すよう忽重臣動りわ石和鉢j
上尾宗;べは塊已り工鹿如鮭卵生し戎象IZ働jつ♪ふの触クわ克之t



ラメータで右ヅ､ま七､放下米債

や場頑も竜窄み′てタメーメとち
り碍j¢で 之れ与り木丈ヌ竣倭

桝萌ヂーノゥ私娼努だ鮎し
て､､a｡艶色でlつ碍;れた鍬
は､藤和乾珠叔り同盟ふよ〟T

漁区絶と足れ桐確え細り
｢貯休息計積､要下赫奇観

琵鮎諾霊志
和入与しを密.今後､彪千林l

帝観嘘､鱒要録汀･野水
吻甚･よ〟瀦ぼ阜象(両者

判じも埼三郎､よげ軸木誉工昔
年釦宥とゝ与し､叩srゥ工凌〆･

ら地下水へりぬ/ぐ≠一い璃轡
王命みタ鞄一方る.

3 詮洗

練惟あ如より藤抒家宣

此在埼合Iiは､之山譲＼食料而兜T

*〟東風してくJ埼詔､塚寡頭象

ド如J鴫､馳あ向ヒこり
花巻､抒賛オ何時‡で濃くメ､官壬

触フて才､く1Lr‡頚如賓り帝簡

ク方〃∫ニ毛号軸之とで有ク､汐

凌りき利島り触っかJ呑〃ぺ

も今後串本諭重罪忽t康行才J少

奉仕力竜､r∫血｣.
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(13)屋如あす与皇帝蚕射毅頻章句互一汁炎斬

j樹鹿島筆鋒金野発行

巧帝岬搬寿命嬉希え鼻三
纏恥朝両細

密酢蛸金城義勝鍼も

7J=･あド
絶硬離鍬針∫ろ郎雛碓如弼ヒlて卵猪痩Jご頼ろ鯛♂

那iた抑朝餉如行,7‥ち｡屋ヰでり空間御願圭に射て.ナ.鏑

i惑わ叫lごサケ78車庫周ドわたろ如?･り胡如碑を実射.御舟デー

･また再ナの細触り綿倉持竣で揖ため凄紛郎り､∫く才り子う
射lて碩徒名鰻上様わjれろ｡しガし人類碑ねでりβ鹿軸り弊･｣

の鰯嗜郎くユぺ7メ御･てタく､く机く卵線草締め槽Jて嘩鼠､

り閲如如メ摩わ､謀る｡づ:て郎壕軒一針蜜句碑励量ヤ雛戯
βヰ鱒欄那珂碑糾うご律し､彪鯛鍬娘子･刃根呵劉
万樹さ行フた.片耳如欄き咋碩明き絶凋点しん｡如れpも席

J銅材雛壇イーIlた腐孝fこつ･･7和すろ｡但しデータ叔が埼夕貴ナあヅ
伸がえ如射17いか-た講､ここJて埼〆る釦輝子にけク少更更されj
か-.

コ 刊え

(り 針卵晒

(i)/タ〝手7==8 かi′アクアヰう弓イ日 子7･･

しり/タ7アキう可P8かエ
′,プア与J可j土日さナ

塙)/桝与J鐸永8 かj ′/アブ手ケす如
jT

㈹/′〃ネタ巧ユ(8 カ､ユ/アクア与ノユ句中8オナ

ル)/′わ今月7日 かj 卵｡キ)錆可す 子?･

¢)対象細り遭え
題名の覇看り線軸打落斗『判紬号より象虐触即て虐政線貴幸.士人さ

こと甲射れ丸ゲこ?･舶細を軸芳クに鉄骨･舶コンプリート射
7造り･ヂナロック栂､もーJ訂‡登用頻した｡な呵徒ド峠叫りく
跨史≠卦頼域申か如喀を斬り旭産せすずロック豊リヒよ痛打加斗げす



lりた｡

b)軒判オ壊

長潮喝巧嶺阜銀章t脅さことを主ドしたが､ギのデータの倍触高上のた
どしてスれト可列ヒlてのサーて′メータ､かンマ線スて7トロメーハて
佃解分子､エネ′しヤースで丹ルっ郎i行,た｡
確執てつ‖て●巨ご7･Jナ宮路わ.

産卵鱈を釦斤あド朗lたn拍周一ロッ=ご属すろ街ね去り状叔

クス社製〃∫0一∫タイ70句≠巾ナある｡T｣p青阜一士硬恥足立†綿と千

舟厚き行う｡づ(7ごれj机p〔如け鞭のエスルト補修畔ルタ㌧
た｡居城置師重の･ナ更fて?のかし㌻-教卓き紳射こ入帰.屋外租

中朝ガi句衝撃碩げろ柚噂糾t絹帰クッション′ご毎､さ

､日ヰ暗かi≠p宮守る車あ泉ルトを如ビンド入れ､ての亮あ･よ顧上
るた八色1ンキを婆,た｡

⊥り

一
､l碑･止丁

祷ヘノ

ふてまJこ几嘩伍

J
廿
ノ
′
-
～

-ヾイノー丹町け如7或ると錮れた紳ゆ
ヰわトラヒめとけm)をイ個昭し机ヶ再開j

｡朗席虚ハイ悌利一如′ナ尿如Jか､川平虎を.眉射てけ叫如何
した.ブ､たれpり7ェイディシアの凍射鱒卜与大れよjが｢わユー好り即
断t7プ如粛威射た7ェイデ√ンデ珂五月印学位きふ1辛皮すっ虐瑚

､申TLp乾草長.ふ順一て神明ヒ解け｡
TL吊軍埼がj考3〉摘J絹針た｡
如′て礪ノ絹わ郎抑p相月=㌔ごれj如弔TLp･土井亀鋸,

t-7触Jりす仇の顧7ソβ.j｡.タ｡一万腰刻した.ぜ(てこ小j勺粛正即
句中フ工イテ㌧ンクーを男鹿lてヱ8喝符号､瑚した斗那TLpイ輯サ剛骨

システムの朗卑加射た｡
アニータンデ径魂坤のヰ泉締～臥ナ川う才子､よ､よ呵の閣噺カ､j

順細川さjチり紗ナ守っ准朗句`方‥レク姜ナ碩郵相叫弟

の感吟り鼻し封【た.
抽㍑用瀬し動酢軒醐恒纏嘩埠､卯射た7工イディンアナ1

≠Pの超し彗′てユわ≠腎だ和硝正郎Lpの融の鴫みけ`て斗即ナ
ブうぅント線郎ノ叛しフ工けインク嶋∩割射應度した｡中泉録叫ド帝
TJDのフ工イディング守ての句如●埼喝ド叱呵寸ろと並似し上?封,か
′ シナの廟Aの夏ヒlた_



針朋丁とDを叩tた奇兵て･･把のすへ･ても虐め同軸lてリーダイ壱砂取,プ

3盆凍ヒ芳容

(りオ判加ネ廃再
フェけィン7礪響けぼ膜重液7･さ3斬7●●よ,た.釈夷ごとり綱j

与りけうフヤセ寸､加斗凍草薙煮て凄めlて､平均和声ていんた｡
㈲観由､外の空間鱒ゲ香り呵

TLD/ごト7繹細君可卵申fド貴け｡前項り函プ上のス鹿かJをガj

､馴与軒再､木造､鎖骨･鉄筋コンクリート連り､ナロッ7豊りの堵刺
l如今月郷断碑∫ナ仔印鑑と見7ト･ょう7･あろ｡
ふ象届ふて宴ガ甥斤ると､こq明子けフ■ロッ･旭クたつl､7やや凄が如j

え､半丁ロック柏で心ナっチリけ煮げええる.このチアロック麺彪｢

の俊ttをけ獲チ解さ∧た亀の子よノ､巧の肇牟ダ触れた慮りヒチ)れろ｡
風車恩顧維新巨つり7､ごりタけイ銅り･i-ラブ去ウニと′けきノ
だ､射7･け､ふ級:--kり艮中値郎庁ヒムと一差がか､よう呵ヱち｡
艮畝､外の鐘瑠偉持つt,7塞こ句中ilナまウニヒガ登lく､東嶺で糾
し-●ろ.

(カ森屋勧屋み､小手安御縁
戌イドけ射如綱慮り線度し儲速度碩如舶巾キ安岡謝線量1

･録糎り∫て朗､小手線即吟ヒ考句銅ヤ(郡蛎鼻て掛り拍･た戌年jヒわ7朗､外っ弼淳ヂ巧ヒせ句身中ヤ(妙手喝鼻)を呈示ほ｡

嘲り虐鴫野小針こ舶､椚大ナ加うブ†が帝人川う･拍慶すンー
舶の蹄蝉欄j釦臭が軸;れう｡木蓮森屋岬り榔韓仰の紬]
叫緑青叛掛て毛､手車≠遺書竣のβヰのヰ鰯瑠ヒビヒ巌17もあい鳩舎:

る.刺∩千雛車途を局中躯がヤー小ケ沌･-ようでよ紺柳
きく吋勺局中大泉か,.すTて押かた屋号卜屋恒子線針ご′ナ鼻摘1
棚草庵鼻l碩如才が如唐わくた,ている｡こ爪佃あガ;くろ鮒･
キ絹和灘軌てよ3ぺうブキ朗叫り､虐ヰttて線睾へバ･ラブキ摘･f･
ヒJてょうもの7一議うぅ｡



泉1計刺対象泉尾り孝痺号(キ各線繹音1含且)
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(14)鉄泉平の真如減摩

威左廟王威御
重谷勝鰭兼稲守河上一竜

王.妨享
細けとぎとして俊郎軒tちれされ"〝P〃初号l､う者立て倣用とす1

げ.叔輌王珍壕モ合字な･･オがいと秀≠ら小さ.声た鉱牽水一三仔.いr､Lば
j■無血け2轟い凍康で･如i紛ク功さりて＼ご小¢勺戎確と連盟すj妃威･j
一本も如注象吋垂と･･易きと秀とら小き.今融瑚滝泰れて知仲てい言池
隠&う鉱泉水t分押し′ニ三句き吉屠を縛たハで､こごじ奉書す3.

z.錮奄辟か概客

Uノ細査地域:島屑厚相季三瓶叫rか鉄泉て～′鉱泉砕水餅と珂1ド呆う
吋 ■Jふ軋茶､iU･､■ユ守久々足をこ倣泉水/♂ゼりjJふ如才､fひヾガ‰‡イJ二

J断簡錦し.砕郎と正妃し丘勿う.孝句友と虚蔽王合と7kだ虐僻事き.い

うユーふ紬ス､り､j■タぬt鹿霹′J､リラムに要詫さど′-r月餅慶し娘彪才妄と｢

たのち.¥のJ頗と各e(ムJ半壊隼励審叩いて劉飢,¥小●キー小■一碗
さ｡

桝 コ彗〃､=､･～iりq足音:錠釦くZゼゥ､卓上宴む.ユきもとアンもエア7`レカち
巌比イットリウムヒ更沈Jビラ.フざ､ヒ封聖/爺､′げ-ユタ-〟きイJト動啓

-L...■･･･l･･-･㍉≠竿
照
･
寸
錘
㌧

周1J琢永‡をタケ

大出､二.誓う｢､イ

ノ/j Km
ノ

■托職
:

l

t
l
し
.
J
…



手いってテンレス称二偏着J丘′ご巧ステンレス布上のノブ匂あ･=､｣須㌦/乏二

律磨あ若t針l乙′㌢車¥､､小と励足すラ｡

細 別足如鼻:轟い=雇才｡

j.需縁

池田鉱泉姐乙の鉱泉れニフ1-てjヱJ払ノj♂β戊.ユj乞′.jさむの庖痔伽㌢と行なヮ

棉りか､産材巾払恥ニスt･tて一上妄e巧ノ稼薙が牒まして･l･きこじP√相与り､ヒげっ

た′こ直らの彪有司長銅板け′jヱ`恥て㌧乙`′q々.jJ∫私で■～れ¢′ム●〃

･て､●//.タグ項.jさ㌦て●●ヱゲ.㌢ダム/と
で〆きこと〆粥与すと岸フた｡)父上■

ち′三組岬抽l｡け古人『飲利水メ∂･･け食おとしZ序い･3晋作吻掌巨ついZ.
ちに月初†終細ゑp､`メ､象でメうと有之ら小て.

長1 鉱泉,lく千句ス,むノき"〟11ムぬ.1ユ矩久雄序

恥 Sa叩1ing
2う8u 2うくび 226Ra 228Ra

place pci/l pci/l pci/1 pCi/l

1 世aも8ugadaira O.06 0.07 2.う 1.8

2 Sbigakは 0.02 0.0う ー

う Koyabara O.1ら 0.2う 7.2 1.8

4 Kobayasbi 6.2う 10.4う ー -

う YugakaeI l.89 う.2う

6 YugakaeI工 0.う0 0･4う

7 IkedaI う.5う 7.11

8 IkedaII lO.00 2う.69

9 IkedaIII ll.81 24.76

10 Kawai O.10 0.22

う4.う 20.4

■■
=

う2.6 16.9

う1.う 1ら.う

ー
-■



(15)康意地邑(娩疇且碑)lこり∂月間断筆叩の卿能にり

(財)日脚せシター

l千人一風･卵舶･専務鴫乙･新郷

1.顔舌

(抑日本餌ゼリ一は解如拷′/句よパ帥劇キ′/司まチ､禰嫡瑚
鋤公尊草餅芦呵〃一軍幻酎弔して､刺客棚方槻の榔軒軌二確う
り呵･刻餌離パス吾が､月餅ガキヰ机ノ即弼下軌こづいて研摩
楯し､仔e(｣こノチ/細波九泉ニ‥パ紬朗叶り机=乍ト′′ぞ5の承卿ヒ厚

翫パ見た･なわ如シター･硝カJ咋〃射こ†見や{土町･㌦炭教モ磨

ガ担行ウ7たが､机欄射ノ碑ゾ射これたう呵痴呆モ3川たの千=こ
すき｡

Z.御免誹蜂

(り賓和紙

イ･射場叶 郎御鴫叫針/♂一ノヱ(財川東瑚せンター魚篭埠上(守
口､線材東 泉相席カクβc州ユ.募っj♂仰のステルス製人型鴫ドよ

月周り韓下郡尿東レた.
●の膏和牛嘲像

凍泉した覇伽ビーカードガレア仰乳御モ糾い､こ∧も鉄柵利足

(7‖′し泉4∫州劇¢′ヱβ朋叫ん)ドか､イうに市力線電離で御乾射
瑚町レた･なお帥ぶキヰ月り柵IJメシアランプィルター(ク､4レ〟

いて伽声う鼻毛翫クた｡ラ泉.Jl言腺に套そ･乾航行なって利氾瑚
夕埠･才色風炉(劇化′J埼間)ぐ及亀杷尿乏行巧い刺拗tした｡

Dノ 卿･利え

7鋤研一こ哺潮甘軸粗描(C川昨尺尺他覚′劾牢′Jメ′珊
kev′b′Jj2た勅モ朴･て､別号伺剰えモ巧なった'ミニ｡わ亡､瑚
射て翻したのラド′‰′′J㌍∫碩如仁摩呵と行なィた:ノ

伊)頻㌍毒見
月雛お耳4月り男物耳キノヱ月雪ぐり何周軒御す碩射解そ剰えした索

泉メガよか威/に示す｡判細見碓句の用(拶㍑l甘■射弓掛り紳`3∫

lこ補正した｡r線甘え餅lニよう塵えの友子l岬敢値ガ那賀鎗をのj嫁モ



j.烏倦

瑚鯛即､サ恥入歌劇礪桝毅が輝βキj帰日(射咽′2

叉碑ノ2匂ル日(矛2∫臥如β灯)の2固行脚れた･鋤鱒見かう明う】

lこ廠壊諾東販直後ドは､これ割瑠が現川て､卿萩弟雌′りモ`さじわ1
の猟師蛸足がか=凍土､づれていた.

一方､射り呵うかなようlこ草姐瑚当たクり承射総務泉(軒㌦h解
い…入ぅも相即生が見う爪う.3モ､平礼拝申阜当たツ〃叔射矩承反そ-
が2β～劇〆ご〟t`ま･il一丸の値毛節していうの`=河し､人工放射拗の制
如殊タの傾句-=わさ.特に妬新劇今の鮒(す周㌣の入線ち感触果教

卑射lこl才､｢線錐呵にβいて鹿恒=萩射十拗はタなくカバ､･･
孝せシターけ月材摘草/ユ8lこガ担レ釆が､晩如ガ卑/巧かうの御えそ才

(手鼻やふ王町)l碑L､この間虜と錐免して行なりて､l∂｡

史献

り "Lり相好凍え思ぇ一恥た御免;メ移枚鮒

ヱ)諾芸芸r言;㌍‰務;邦扱晰



Nヾ■へへ

ト
一
､
州
民

こ叫喝､

叫
ペ
一
芸

雪､吊れb

叩くHmN

叫.､¶b†

寸ヾエ叫

､ベ}れ喝

､ペ叫鴫u､

n.コ苫＼

Qぺ欄､､

?＼H､､

､
(
欄
や

叫べ}､や

㌣＼■hり

寸(}N叫

さ二六.､

Q｣山､､

叫(}叫､

で二こ完

､くu､､

㌣:こ耳

トペH叫､､

へ.へHミ＼

号令掛J､轟褒

､(}､､

3叱⊇､

､笥締1甘舘､音訳3鏑

*､く刃､､

へヾ小れ､

卜｢叫鴫へ

ミ示e､､

ト呵Hれ寸

Nh■竜N

､
N
十
l
鼠
､

叫."よ℃

廷ごエペ

､叫羽ミ＼

JNど､‡モミ

ミ
里
程

笥青勺､へ童.u苛サ巧
､､豊､苛ポ巨竜馬｡.へ員 )翳ミ▲

N
象

t
吾

へ.〇苺､hべゼ雲｢h】苛モへ
㍉べ朗ド笥ポn呵ユ叫準

可
､

e

ヤ

霊二三ミ

hh叫qへへ

鴫呵叫喝u

トト吊Q〔句

3よN

呵ヾⅥh＼

､
.
へ
十
l
認

叫呵引hペ

､ベ■hhへ可}NN

で■叫へ

屯ペ}丸＼

り＼¶hへ

叫､}へへ

㌣?叫hヰ

へ.へ欄寸鴫

巾呵叫鼠､

ト
.
叫
Ⅵ
ミ
＼

苫叫ミ

慧｢叫b＼

へヾ叫トト

呵
寸
叫
箋

ね
旬
刊
R

ト."¶恥ヽ

､ヾ叫､叫

､
､
◆
l
Q
で

笥
◆
l
ミ
〔
へ

ね裏声苛

∀N叫邑VN

守
t
l
旨
､
寸

､へ刃旨へ､

短
引
Q
q
へ
h

､､可QN＼

トベ叫叫ヽ

恥べ叫旬屯

ト.旬刊{､

臥h刃へへ

†喝■h†

聖■Q叫｢

､､吊ミ＼

Q
へ
一
己
1
､

ぉご豆ヰ

トへ宝島､

上等州民ト

､呵責&へ

笥ど息､

b､叫ミ勺

き示主局

トれ¶Q邑へ

へ､叫QへN

N寸■Q長巾

垣
､

▲
傘

へNミ呈こ収轟東ぐ甘藍一也堅甲二
頑





(16)大師にかナる乍願につりて

西郷政敵

ス滅御屍渡且才人か泉彪三

上凋大気中のそり赦り経牛丸化咤盲碓t∴ラベリヤ泉計(月呼人終性細)
細(至輝畑･性細)ノト塞源気団(季蜂祈･性細ノk命角し入与机･1･ノ
Fr3･jK′ム､ることさ轍をlん･史k小向杷上のシ/りヤ綱及柏餅細kっ

Fi才･与碩す｡炬での該糊射さフ/=駆盈して考刷ま咤偲言江相
和二けよ如かつん碑称硝過キ.絶紬咤%勅嫁z･`梱りカ如前射

る｡ふ紬1り1伊I=りれ断碑晰ケも行っム｡
キ鳳㍍し守り麒釘Lノ町巨づにい-て†呼l岬回り薇東教噂わ小そ口

上凋入如のふ細りそり願祓暫をし7う玖ク噸印引Zt)5｡FJJ.ヱ
ポし卯J川川平帥薇突教の鼻級と東灘錮､う数丁目彼k今の敷か入!く

いる･汚才･3かり笠原紺k-ノIIてい捕り二卜かえA｣｡シべ●リヤ紬】匿つ
軸かう膿ま頑吼′ト笠原紳由りそ頭叛如k赦へ･て如と･･斬屠碩ザて､}
lこメモわ山3｡

Ff才■ト.∫一ヒムいて′/グJ韓嫁草､竺(7刺､ニ東紅絹L､和トj
N=N｡e~八丁十N.とよく適飢～いき二▼とか･みっ㌃V一ホ

一日‥k
′

l

l了
′⊃

～4･

了.

N=付｡eぺT

き石蟹き屯♭le

吋と軒刷轍机上
属人丸平てⅥ/アJ7卑凍き挽

ヒし,F∫才■牛と恥J拍斬
ると把上古け/ア7Jキき膣と

lてそ頚賊減少Lフりト宮原
綽JJ}オが､その乞麒t才シペソ

イデ胆】りあく㍍tってクている｡

1晶klりNlkっりてけ′

U叩一 丁輌Oin

餌場血nqlr nⅦE 106.0上0.8
-▲

(2.72土0.04)xlO

Low打†b画○仲ln
Sl加計厄ndr

nⅦS丘
73.▲ヱ1.8 (ん27三0.5αxld4

しわ叩r T叩SPhoけln

O9q,白≠肌Q汁md弘 95.3乞0.5 (2.03三0.02)xld4
l■W■¶q泊画一n

30.9土5.0 (4.30ま2.`6)xl♂

TbbIel PQrQrnetersin
N=N･さ入T Qnd N=N.さ入T●Nl

利息趨か夕l)のr明如､二とカ(一

ええぬメヾ-′言哨新艇相法き樹l乙秘塩き増ゃす′吻･一あう｡
小まr敵意一し7う£∫牒入貢咋でのtの那泉化舶把上の独1ノ雅解7■■の

Il､玖珂孫集時の名和漁っ左tり7●`桐k複糾え診きLてし-ヱノト′丸印呵k
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(17)食品中の中食ヨウ泉の曳里

(再)白水分村tソうー

★大村執五･相場三色人･官職性謬､軌I一成司･

l､補主

食品中の草魚ヨうぇ雪駄､放射嶋∃うえ(111工,l引1嘗)の食物概馴こよう瀬

音琶払盲う取､I払羊毛督である.日本に奄けう各種食品中の値軋耗与l)によt)

机た懐かあうガ.チーター扱か少そく.より巧くの億呈得うミとか習よれてし)葛

放射化合村法は､食品中の中東ヨうぇの定量法乙して儀礼たも法であう1叫).

臥婚来宅鳩食品中の車良ヨうた官吏旦ちうこと皇目的tし､もぎ､包嵐,如f

の取如叱令荊塙にあけ5根払下牧場について根討した結果モ報告す葛｡

ユ､細細魚の梗専

tL､更改 戦中唯事捜射軋 立散大卑見与わ胡電池TR工打A正哩対の由良l.

¶･ひ灯ユ･SeC一- の照射礼乞條鴨した｡ヨうぇの史旦にkLl叩工仰･い購工の嶺

封印し､生餌組11t工の0､竹3M色∨ ①J煉i.色e(Lり¥専俸禄弘等号隋tl

スぺワトロナトリー邁により測定した｡非破壊ミもt化学処理皇伺うも法のユつ

化合利ミも官弔い.モ九千れの捜弛下取催鼠戒めた.

イ､非成魚放射北骨相沫 綿毛中嶋与鰐船級叫定時職級還し､tユも工(玩:

とリモうに短苧浦和の椒き潟東さモモ倣､モのよよ一線スぺワトロ}トリ

ゥた｡

口､化学財津も伴う故郷【令弟講 評対置中性子捌1後十政体乙してのヨウ

オソ皇加え､硝酸引弔し1て漫ギ令師一軒,た｡ヨうぇを削郎引こより精嘲

化釦畑改組も憧防ミ也た.聖殿色ヰ了ンモエア水で彗沖後.一晩スぺりトロ

一官朽フた｡

ユ1鰯果 包丸亀1つのも法で令和しモ時の首線入ペりトルも凰lに私書.非

の頬骨､抽N久I誰u,5iM≠嘗のJ級の散乱が朋工の一級ピーウ飯蛸に象わ勅

根虻下情値皇高くしていさことガ欄月｡化学聞及官幣っt規令､これう枚杜持

減少してかJ､甲1のピーりかはっもり上級め5れち.異伸一ヰ乳の靖合主､

取価生島くちさ微禄駄､白米同級拍軋,も8しt′5▲Mれ,拘わ臥官であ,た.

妄lに､tユもエのl綾ピーワ領域巾前便の/†ツワローラうykの主†扱値t職11て

良各村劉の橋虻下F紬色気j.参考iて･k争定ヨウ泉♪合名暑t史紬i盲脱皮
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化牒劇

作う尭

l.0

エネルで-くMeV)

2.0

白米の放射化合袖にあけるI線スペワトル

ーkモV/chで侶た数値モピーり仇外は10chむモじ1tロヮ卜した.

軌糾L令耕法lこよう中東ヨうぇの枚払下l即i

討 斜 視払下R篭書 中定ヨう

化成像法 化早舟理盲僻うも諷

色 嵐 0･拍仰 ○･000†ppM O胡p

賓 昨 0.03 0.001 0.ヤ8

年 乳 0.0き 0.00ユ 0.0i

書11tlの引取傾か針敬譲差のlれt等しく色盲値

う｡-も､化学処理t伴う市乳臥､竹い横出下乳価モ稽!=もーんで食ての食品

丸亀丸亀で-ミさ上野え与れ化学処理におけきヨうぇの向収キの淡色に鴨か

の点か今後の誅洩であう.

サ.文献

l)姓美辞,中正仲チ,党毛乞食枚,追.5斗1…帥).



(18)最近′g車間の福陛痺凍の′℃戎鼻

水ザ響P慧羞
/.藷

大神の"C蔑如Su6戎搾乳こよ一店キ鳴l絢る頓の.′ゆ恥
与胤咽主同じ鍵､あ1丁こ｡しがしノ触あ峨l司端折こ米ソ磯

リラ号の仲cゎ沫紬lこ如とらトて､偶′阜l湖畔崗凸甥如′知和

べて山一J頬紅しノ%咋り､ら′如如拙′･9虐までt鳥上昇して,そひ有毒
ド戒少して､､ることわ鞄告ナk､､る′～∂J.趣ヒ作用ドよ,て未納･
蝕して生育い事由軋司鳥う戒頑由モネホ軋トる｡

轟視で甘､濾同朔嘩接ぐ両こ偶′阜n､ら朋ヨ

の隷神のルc額細則て､オ磯こよる′℃匪適輯融矩
頑緑犠ドr乞｡ま一三牒叶で札付:如の"C靡や和鞠パ

のヒヒ如行,†:耶､､こトらq乏諌を喪主才る｡

d､麹観客
り)寓料碗お£〆､頚鹿ふ去

斜よt泄ぐらひ｢り劫嬉子dOき几LモJ片腕ヒナトリウム瘍示

威払墟浄し､乾摩しTこ縫､+譲毒沖tjり/軸堅鹿きして軸紛

｡次卜成東気戎如､感達して二組嘆書ヒし丁こ絶.虐亀山ナニウム触握
メダンも鍼しrこ｡癌蟹しrニメタンとよボンべド入ト/抑乱丁こ確

~カウンタード/∂Oc･Jヰも入トてdd蕗向11エ副定し丁ニ｡/鮎皐､ら/ク･
7′如′鞠軒疎く)伊納よ鳩山L入手醸ド伊で､射きd翫･して1
割か到れ丁こ一 半伊躍噛よよ嗣り史的子1丁こ｡蜘刺勉あ､

グラウンドモ引､､丁こ碩t･納付c擬とし､N.B.S.シ式相姦よ･唐厳しr｡
刺飽からバ､ソ7ゲうウシドきざいTdかの材きレ肋寺l事ナる"c覿

旬転↓ペルと㌧､う)tしト｡匂れべ㌦旬咄経略吼躇は弼

A′¢c(声)

ヽ ヽナ｣､ 』′ 』__l†

♂.財パ裾

パj一郎汁/払
X /00

ご___{バ､ニーゝ､_巨t)l.､,_言垂



恥､丁こ｡濾由利むセンターカウンター(よゼ)とガードカウニクー(クゼ

戒さぃており､連河童由穆ヒ′Jc"席伊象過払如恥､勺ご､ソフグううント

℃小さくして､､る｡

(J)顔鮎吉葉て芳醇
u)真如癖与中の′■⊂毅

ノ細長および､バ略/丘がら/9周卑よぐの軌こ品十毎払嬉子和)ルc魂痩(
ベルLこす対る剋ヒ与軌ド孟しト｡d回仇謬虎嬉をエ咋沈下和郎壊レ
慮も景九薫凄ムしrこ｡名男鹿痘虎縫しよdJでd～Jぐ界で･ある｡/抽如

耕として./紳立0席与ヰひ/℃濱好捕｣乱してN.郎.廟凄d

しベルとジ娘してみrこりご､同じ戒(ム彗こ芸0.0土∂-ぎれ)モ･あ,丁こ｡匿】

トムエうし二､/"c顧甚/触句こは匂然しベルよリdよ占スノ9ふ血ニiよJ`
くも･｢て､偶j如､ら′%通日よ匂鮫レべ′レ雨れ9蕗絹上昇して､､る.
確､ノダ占埠まぐは′4し親1巾､豆り恕域少しこ､,､るけご､/頑強咄拍或

¶ごゆ軽骨ドナリ､新房軌よ葺､ろも叶ユ朝一fこ鰯‡でまL･rこようド
L童ふi:料シ､して虎丸璃盗レべノ′/口/､Jノ息こぜ,て､､る｡

(ロ)東和ね′4c身重ヒ0じ巌

j敏7康子中ひ′"c教頭‰ご生首しト両軸0大気中0〟c掛⊥致才一
呵J.頚飾巳ヴ摩し､､′触寺七､し9占き如右㌧ト｡/%ヰ勺､レ御幸t
rこ萬みねルc夢妄の刺勉払うち阿劫繊度の描か拙トて､､る.1

EmdL叫l～4),D.hland伽a5),Baxter6),Ycwg7)′OIs｡｡8)らo刺勉
のデータを固まLこ景し丁二｡

Y叫7)らLむ捌から/附虫こお､､電鍵嘘､lニよ,て大気中伊′ケC≡
ぜろことを濾痔して､､るのぐ､こ(碑月㈲こ｢いてし抽(j抑)こl主tね1

如旬～毎｡N)循曲射凧､丁こ｡

札紳の′■lし餅よ抽､ら/∂朋モ､肋わ甥庫弦嫁しこ､この軸∃
ひ連子中川c勅とレ厳し仁｡ごりはうlこ範≒虜如止鼓しrこ卯､オ
省叫こま漣と弓′ノ′0月丸碗り入{翫子って､､鳥が､､養殖車線いづ

lま､醜紬前払､らを尊ド癒しえらトて､､ト由試齢とが勅封
蝕Iニエソ軌ヒさ付こ蛸蜘弥､らぜ,て､､るにの､剋力殖i中伊′♯(

す月勺､ら′0仰天紳の率む仙崎L禰射て､､ちと方とて手しrb､主1

である｡固ユ勺､ら､轟n殖iヰ伊′■c斬l鵡魂中頭物㈹七咋らh
ポ沖〆■c厳しよく一斑して､､ろこと¶ごい､ろ｡
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′船如均払ふ､冊ソ_ノレニアご､の卒中㌦こ葛か如姐
､､ことと､為ヒ未〆ケJき趣わ由鮎ひふ､を報わ七三輌由ろ｡

J､結語
以上郎辣り､ら攻のことヵJ碗ら叫こ与rTこ｡

/)剋痛手ヰ研′サし蓼は､
く/)盛痕ぶ蛸しト両軸功木み中〆"c裁とよく一散わこと｡
(dj大気中ひ〃嘩勺潰しく晶pし-ニ′%j～/9占ゲ如除ナば､木ごヰ
和価お､も鶴昆<てしゎ串諦u川c碑舶恥靡翫

J)未払丹c雪駆虹′御中碑し丁ご｣､再恥十碩払両疫レ(′レの′
って､､ろこと

雄
二
二

､丈

Radiocarbon7,336(1965)

1b土d 8.467(1966)

3) 土b土d 9.477(1967)

4) 土b土d lO.402(1968)

5) J.Ge輌S.Res.7l,2865(1966)

6) Proc.Rq.Soc.⊥ond.A.32l,105(1971)

7) J.Ge輌.Res.73,l185(1966)

8) Tellus18.(2)′ 293(1966)

9) J.GeqpIY.Res.81′ 3688(1976)



(19)降下物,陸水,海水,土壌および

各種食品試料の放射能調査

(財) 日本分析セン′ク

滝沢宗治,坂東昭次,

樋口英雄

1.緒 呂

科学技術庁放射能調査委託にもとづく放射性降下物(フォーノレ7ウト)に係る

の放射能調査として,54年度に採取された降下物,陸水,海水,土壌および各

の環境試料について90Sr,137Csを対象として核種分析を行ったのでその調査

する｡

2.調査の概要

昭和54年庭中に31都道府県の各衛生研究所などで採取され送付をうけた各

について,昭和54年10月から昭和55年9月までに 90Sr,137Csを対象と

析を行った｡

(1)分析対象試料

分析対象試料は,降下物,浮遊じん,陸水,海水,海底土,土壌,日常食,

ドライ ミルク,野菜,茶,海産生物などである｡

試料は31都道府県の各衛生研究所などで採取され所定の前処理を施された

送付されたものである｡

(2)分析方法

分析方法は放射化学分析法で,科学技術庁制定tt放射性ストロンチウム分析

tt放射性セシウム分析法"に準じて実施した｡

3.調査結果

昭和54年4月から昭和55年3月までに採取された主な試料の測定結果を

た｡

以下試料別の概要を述べる｡

(1)降下物
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90Sr:0.016(0.001～0.087)mci/kⅢf

137Cs O.025(0.001～0.13)mci/krJ

年間の傾向としては各県とも4～6月に高い値が認められ,地域的には秋田,石ノ

井,鳥取などの日本海側各県と福島,静岡,高知などの各県が他県に比べてやや高

示している｡

(2)浮遊じん

福島,茨城,新潟,福井,静岡,愛知,大阪,鳥取,広島,長崎の10県で採取

料について,各県四半期毎の測定結果の平均および最小,最大値は次の通りである.

90Sr O.3(0.1～1.3)10~3 pci/扉

137Cs O.5(0.1～1,9)10~3 pci/届

いずれも第1四半期に高い値を示しており,新潟,福井,長崎などが比戟的高い値

(3)陸水(上水)

上水(蛇口水,源水)について各県で年2回～4回採取した試料の平均値を表-

した｡

その全国平均お､よび最小,最大値は次の通りである｡

90sr:0.13(0.000～0.55)pci/1

137Cs:0.01(0.000～0.05)pci/】

地域的には 90Srでは,北海道,秋田,京都,大阪,兵庫,島根など,137Csで

東京,新潟などの県がイ由県に比べてやや高い値を示している｡

(4)海水,海底土

海水は10県,海底土については11県で,年1回採取した試料についての県別

果を表-1に示した｡

その全国平均および最′J＼,最大値は次の通りである｡

海 水 90Sr:0.13(0.10～0.16)pci/1

137Cs:0.14(0.11～0.17)pci/1

海底土 90Sr.
4(0～16)pci/七g乾土

137Cs llO(8～250)pci/kg乾土

海水試料では塩素含有量の測定結果が低く,かつ 90Srの測定値が137Csの測定

高いもの(最大値等)が認められた｡



その全国平均値および最′J＼,最大値は次の通りである｡

0～5 cm 90S r: 9(0.9～ 24)mci/knf

137Cs:29(0.8～110)mci/knf

5～20m 90S
r:22(2

～

83)mci/k㌦

137Cs:43(0.4～190)mci/kⅢf

(6)日常食

各県年2回採取した試料の県別平均値を表-1に示した｡その全国平均およぴJ

大値は次の通りである｡

90S
r:3.8(1.4～11)pci/人/日

137Cs:4.2(1.6～8.8)pci/人/日

(7)精 米

各県で年1～2回採取した試料の測定値の全国平均および最′J＼,最大値は次のう

る｡

90S
r:0.6(0.0～1.6)pCi/七g精米

137Cs 2.8(0.4～8.8)pci/kg精米

(8)牛 乳(原乳,市乳)

各県年2～4回採取した試料の県別平均値を表-1に示した｡その全国平均お←

最大値は次の通りである｡

90S
r:2.4(0.6～20)pci/1

137Cs:6.2(1.1～58)pci/1

(9)ドライ ミルク

トやライ ミルクは市販のものメーカー別12試料でその最′｣＼,最大値は次の通り'

90S r 6.5～ 74pCi/kg粉乳

137Cs:15～290pCi/kg粉乳

(1q 野 菜

大根,ほうれん草について生産期に合せ採取した試料についての測定結果を県｣

に示した｡その最小,最大値は次の通りである｡

大 根 90S
r:0.9～71pCi/kg生

137Cs O.0～5.5pCi/kg生

ほうれん草 90S r:1.2～21pCi/kg生



仙 茶

静岡,京都,鹿児島,(各2試料)の試料についてゐ平均値および最小,最大値は

りである｡

90S r: 73(48～120)pci/tg精茶

137Cs:150(49～230)pci/七g精茶

(均 海産生物

各県で採取した海産生物は海水魚(カレイその他),月類(7サリその他),海

カメその他)である｡その最小,最大値を示すと次の通りである｡

海水魚 90Sr:0.0～2.7pCi/tg生

137Cs:1.6～18pCi/tg生

月 類 90Sr o.0～0.5pCi/tg生

137Cs o.7～2.2pCi/kg生

海藻類 90Sr o.8～6.8pCi/kg生

137Cs O.3～3,5pCi/tg生

㈹ 汲水,淡水魚

淡水は北海道,秋田,福島,茨城,福井,新潟,長野,京都,広島の9県につい

回採取されたものでその最小,最大値は次の通りである｡

90S
r:0･00～0.32pCi/1

137Cs:0･00～0.04pCi/l

淡水魚は北海道,秋田,福島,新軌 福井,長野,京都,広島の8県で年1回路

たもの(コイ,フナ)でその最′J､,最大値は次の通りである｡

90S r:3.1～91pCi/kg生

137Cs:2･7～20pCiパくg生

4.結 語

科学技術庁放射能調査委託忙もとづき放射性降下物に係る環境試料中の放射能調査

54年度に採取送付をうけた各種試料について｡OSr,13アCsを対象として核種分析

た0尚降下物試料では測定値が高い値を示した52年度よ少,全国的にやや減少する

ある｡



表1 各種試料中の90S
r,137Csの地域別平均値



○ 海底土

圏海産生物

図1･海底土,海産生物の採取地点



(20)空気中のトリチウム男促の義礫絶軋くつモーて

芽棚公賓櫛Eンター

中耳保夫

1.細事

凝血を娘廊に動)ては巌融合研究薇毅か逆数中であり,液燃椒勉摩工励

てし1る｡てれうの舷如tげれもある感度叶夢のトリチウムの窃瘍への頻出仔鰯
恋=｡=の地境に訳=て匝唾気中のトリチウム酸咽定l湖庵駐独)上か訓

つこきた｡覇蛸卑ほ日にを最中トリ千ウム横軸遜を簿入し､潮解っだの
オる｡

2､諷査廊突の廟尊

(l)試験力急
用摘集装置

馴肩濁度衷馴廟尊て■ある｡蒙置応アロカ凰HCM､101型ぞ掛ノ､醸

九九た螺晩鬱机を敗色吸引し､卿ヒ鹿渡したもの友ドライアイスーアルコ

申の〕専l轡中てトラ､ソアしゎαして桶象づる｡ぅうJくモりタ//ルア≡
した鍵酸かストラ､ソア終に残身の牽敬乞嚇ル乙､∫と摘酸ガ､スLして鱒廉
廉㈲欄礪狙トラ､ソア紺ずして､トリチウムだけ友撤す呑よウノく

本家選対R工槻い席象での′作美帝境内碩ける朝雨び℃のモニタりニケ

の毅彦てあ紬で.老子の改良を旅士ねぼ晦二タリングにす猷倉=｡
阿嗟前の改良

∪卑馴柚場合に臥観場長御車机乙脇血て賜帥でタ疲
て御重竜量左できるだけ努くするよクfこ鼓封た｡直列lて剋=た燭台に店.

J塘に射､嶺醸して､昭博か魂少してし吉った｡並列にえ應,直列こZ應
我阻で卿号互養え3現最れ以上に唐射りにした｡4産の∪学郎度掃し

に7k感敏蓼が外項Jこ菌g噂佑雌璃射れぼ測定す阻有水透琶(軋航跡柏
手る｡7峰鱒の､婚l哨に停20離地域泉し存けれぼをう存か咋｡メ瑚

ライアイスの溶解扱か巌-のて/2噂紬の夜噸軌紀､空鋤や.彙動く仔･
艶オる傭拾に即う/アイスJ堰磯え解わ糾れぼ在ラ舟い｡

醐柳紅脚購

官物堰暗夜置の束俄に鶴さ根廟戎柳lくJって新郎れる｡
碁諺産酪酸紋感(第一斜呼吸H〕丁-AR型)を鹿象湯桁と_同一の鮒て太l

＼



温度調節器

燃焼管,酸化銅
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図1 トリ チ ウ ム 捕集装置の概略構成図

(芋預り建

材収された永別∂､〟粛仕皇仰〟のテフロンビッドゝれ､アクアゾー

豪亜と基金して､/♂‰βとし水嚢薮鵬/〈､ソクグヲンド如三ン千

ンカウンターてトリチウム五割刻した｡

の鞠軸躁

菱川娼仮し鋤乙釧碑琴噛靡である｡萌験互契乾した噂鞄臥各

表1 水分捕集 の 回収率

平均水蒸気量
ダ/′Iイ

吸 引 量

Iガ

水分量の計算値
ダ

水分量の実測値
ダ

3.8
】

b.4n3 1 J_O
t

23.(I 98

29 】 4.17b 憂 12.O t ll.b
.

97

3.｣1 ! b.115
-

18ノ4 1 17.0
-

92

3.1 ! 4.119 ぎ 12.8 喜 9.7 1 7h

5.4 1 l.817 9.7 .
臥7 ! 9u

9.5 1 2.221 i 21.l i 17.4
i

82

11.1 1 2.325 i 25.8 】 20.5 1 7q

11.b ‡ 1.890 】 21.9

14.0 ! 0.971 1 13.b ! 14.4 t lO b



リ､気嚢の衡嘩に痺象ヤの水盛東酎抑圧く′師匠畔電動左胸

に観音を傍くし在ければ在5森い｡気温上嶋く麻る表書Iこは氷菓表章も寮

触なる｡東平の水虎号の計算胤才,如値とは勧直って誘り.芽たU劉

Ilた来店更全に店回収でき訊l｡向収奉れβ0%細互示せ臥ほぼ垣収さヮ
え各｡2へ5固腐臭か不定金高ものか計られた｡

衣Z店トリチウム薇夜須痩絶敷ごある｡1)触楚と着鴫噸である｡サニ
グ地摘仰Zか東胡綿眉=げ,それ丈外庄広孝だユタrである｡トリイJ
鮎8･07へ0､占2叫んで′牽東平トリチウム髄射`～3･2p脇の蘇払

った｡.戯纏郵相トリチウA魂舶0､03～0､3pCんcてあるので′〝の
凡外のトリチウムフ腰直灯砲亡牽わり倉い机仰/と価細岡とと僻して執
る｡

表2 空気中トリチウム濃度測定結果

如の膿胸捜は酸化飾触催抽象した購蛙酌題疲を示す｡沈の烙
を嵐ヤ覿辟何でα7占加､ZJ〆;ノ克てあり.〆粛七の烙合に応え/妊♂､形

であ為｡ヲ0甑備創甘留敏一カ年レ乙7に局乞ラkにす∂た､けであるれ〆朗亡.
′■~



3､締
オ壌軌扱舶遵鰍Iに幼かすにl摘鯵柏るが､一飯環境にあJJてを象ヤ

ウム豆腐壊､頚り史瑠る二乙にJ才十虐討粒で与る｡

劣者文献
(け 宕臥他:薇紗組敷Iく動丁るトリチウム呵車座簸乳化モニタリング;

0工SOTOPES.捌.ガ･ルりj./叩ダ孝

α･井上､勉:旭トリ子ウヘヤンアラの雛;糾屈白虎働的垂嘩会./9



(21)水菜勒兼射寵ド屈すさ簡互
か修司射ぞ呵ドみサよ稗貫ヤの郷甘虜痺珍

鳥り麻如癖変軒

ルゑ正対

/労音

前句で,ほJて郷のせぺ一夕斉射私利廟矧て者サいて▲禾君の足音嘩ヤ項

摩媚咋柑ヒいの郎舞的扁額物件面ヒ兼官平勿双身罷≠軽との廃凍/トフいて萄普Lrぐ｡

車軋よ,才㌧マ成スベガ叫り-Jこ訂5勝野ドJリノ身内各ば和木､けふ解熱

朝喜郎子い′唐下風町域の名東ヤかう照即れ打破席勿滞類ヤ成定ド屠っいいて.甥

比泉ヤ篭福松にっ=て筋ま逢ゎ,相方耐用把域比辛蜘食味かう前年度Jr
食べ､一夕敦射能動東胡亨い,痴席聯果と帰せて凍打ま斬,玉.

～ 蘭査牙為

朝委細よ戚ユド示す痘アズ叱正よ畑北村抒佃ドわた畠〟か冴所感で脚

月J､う月晩茸年j片さでのノ恥朋､､ラか射耶録ヰ∫嘱搾取育ゎ行｡ 硬軟月

田り才ぼ局線の操取昔年で了カマ､ソ(恥困壷正対冊)折l‡タロマソ(R仰†ん州と¶
畳び芽ぞの轟剖稚ガうのドっ､､て薯矛ご､ヒlて濠攻‡祈,丁て､

紬は前かノま城の前史戌を解い原止物音烈虐試料としト烏順塔l‡p古丁度♂

戎ネ思(和知亨′片方｣′ル札狩劣タ♂〆dル.c･月ノY竹′屠q5わね〟好くルよ用いj

3潮喜好孝と斉家

一事ヱーこ本杷嘩J､､との若君雇席と虐べ､一夕兼射貫頭冴り劇庚を示Lた.これドよっ
教官L和洞泉･くいすいれの祀咤ドみい1も要素膚痛と兼射籠顔叫仔停､應の虻如

めうれた｡硬卿ヨ朋最ドっ叫ては郎の廊東より欣紆すいとヰ汀能であd
/レ軌て高d､,FのIJ見努町如壬咤&｢いカフ肴｡これぢ吼影身拓り㌣味ドっいて‥
頗域の僻虎粁の廊貨電如こ-､とド未し持.如ざれ行書甘凝席は尾ウル･∫

G-僻′析卯軒弟3｡烈Jれ丁腐り摩顔ドゥいて好卵ヨガ緯線け称こ

れす′姥腰♭〕仰の阜ゾネのが鼻下合均ド序下一策けて∽5こヒガ珊i3.カ

声′坤兎の戎如描御玉咤一郎帥ネゴと′おヰ夜わガ対象叔如才劇て=きょ
主よヰ貫で一言(妄ノ¢}.Gワリ7の疹､jぎサ昇ノ主把遥やわ碓之■t三如印加詠一

町諭桝痛く〝,ていま磨け聯りレベ､ルで易3.塀軋虐前の周必こ芥けミラ
d -

L♪d｣.Lヽtr.ユー. ､.I⊆〉.､▲.h〕 ∂_】′,...-:た法占ヽ′トよ一レ.｣_｡__血｣l.-｢且▲曲▲一重_



碑屑がう愛′こかけ7-さ拝和まク背から｡､レベル旬､頂く斥り′さら,こ和一赦射
でも内摩Jこ入リJ人肌′3ヒか,周軋こ茶花ヒーが虜jゞこ〕lさレベ･ル㌍伯く顔メ

うlて.厚わ爪主.ご仇ら/てっぃてIJ才気碑rの貴掛撒や号が寅威♭揉jチャ財

で劾智之看ナチ和考勃心風てくまのて→は局いがと矛ヱ⊆ト≧｡Jの√う仔‡

マの鹿葎朗の剋ド対してか滞貨J山3僻勿呵舟り身化か1確約/て野付.
か′ 持財拍ドみ7野卑類似晦吉塚打㌻3〕とかお東なし､かとぃう榔j

/っヒLて′ス瑚亨わ濁泉′オ′りの眉質草て･原村していよ相席マトリ､ソクスリコ

卿勿朋作五感汀し丁こっ御ド周Ⅵ拝顔引盲&一久ノ‰一頭ノ胤ソ∂〆.ぷ㌧叫

庄一ル〆のJ齢7い誘ノ,好演才居よ/し本L斤｡この.貯ぇ′発計和ぐ屠居とデー

摩車よニ/ロガで〃ニ/∫とし仁tさ眉風教は玖`以上の逓き属すj軸桓灘

誘きといえさの7V,易より分与居巧卿左耳喫すも⊇ヰ吏で/J恵才一周

一穿疫′腐廟､一点ロ′倹各点町誘り,/ヰ貴r頸あむでは軸-か′ヌ
泉姥一斉忍で勿軸可か廟鮎､尾"といえおう､J勿√うド聯軌こみdヒ

黎tてい作成磯村ド舜友差が力,て㊤せ伊〕鬼伺動こ斬て舟下盲碓辟紗∂ノこ/

指せもじか′礎動払渡南の血いとこうけ朋一顧巧イ傍旬を未すとい〕声永塚人

けら呵､.硬戒J-yq調速ヤ在宅節句-こ風糾う才虜湖の首-こ弟,7凋適が雇わ
卑あ可の碩でぼ♂確度ノぐ彪史観鏑〒われ棒め犀下頒句君〆如畔ことと

躯lく伴う芽解曳いβどが舶してい畠如と痺東ゴ直る./ヰ君〝みM?′J
虜での滞新訂がヤヤ軌甑朽J厭っ､聯射でのだ頑頒崖ヤ眉ロノ茅私｢

壕昭司琢林疋軒頗静刺して∽き声勿瀬風位ヵ､透くみってい3よう∫て虐わル

ド雷丸細密遥の遽凱んド郎5ガ郎トリ､プアス乏斥し机町勅郵矩融
7高く′は勝レベ/レド訪､い1一首雷東′奉加鋸ノ司宮のわと斉えら山岳が′j
で序射んど舶佃ガ留められ指い｡これドついて.盲デしタ数.がア如こtも♂

液汁を摩すゝが野藤和て近いせ均恥1吉祥下物引夏ぽノ司書とネ点すごとが畠凍主

物牙裸像す3忍者ド斉しても孝栗勅∫小為兼雇の泰考ば屑鮎わ7､･勿5ことかが

が泌じんの刹倉甘い抑ず､掛可動冴り′霜菓q咋〝′;兼オ的頗姫であjのでj

の紅粉こげ桝釣グ湧きと努王られま･をR忍者ド新物が挿凝Jれ3過食て靡マ
凍原すまこYが預さ帆ミ〝これ三打っいては分亨御すふペ曹かネjう｡

ヌド雛lニ償う頭落首光一冨友一え朴クを冴いてノ維新ノこ粛,て増卯す漸

九′繹戸地¢周君への葛藤鶴丸てl-畠｡孝の発如ぞ斬よってタフ賓招き
て′昌書在如1ょく戎播コ折てい皇妃碑Jイeの叱硬より髄身け｡､､ガくな,てM
ノノ 全史･卓呈



ベルが高く打っていjイち絢ガ､誘き｡稲照マトリ､,クス乞周一下原打で持戒嘩旦
似惟が摺頭抑の万一ルアり細々'Jて高い瀬郎即ことが露わ;れト

ナ 貞㌧献

り昨げ副こ･芸竣痕:*序鎗棚k鰍′尭君図甘(ノ〃り



図え 各地動こおける松葉の葉面積と全ベータ放射能ホ席

との関係
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ⅠⅠ環境に関する調査(海洋､廃棄物)



(22)う監 層 嵐

気
★

斤

田

川

査

象
風
月

7､ゝヽつこ

泉
田

兄
細

渚
卜
二

湧
鼻
芽

ユ.鰯｢言

勉折では昭和叩年度から｢低レベル廟射性固僻の灘朗

オ軋こ東亜Lた葡キ環勧睦に協れ海洋気象野鶴雑魚の長期廟昧主食#
朗読者濱釦あけ3巌見葛壌の長期何組敷ま故樟沖に困酢鼻水巧く

も子の判乗数如く､海域毛根ら都て=言｡

棚卸定珂の克全7K竣式利息システム(持年度後半予定)り遥那

ためには鬼鐘の哉験オ瑚掌11あ3｡今回はこ氷ろの軸寛一虎連射･硝
収用ラジオ農嶺暴･フラッシャー華の更地こあ椚作動纏､到究屠決定費シヌ
上メ嘩在許参政一左実施すぅとと毛に海面マーカーブイ方如よ言判克とB盲

3月衣よむ4～5月lこ待ったので.その鮨果左敢管す盲｡

2.~錦査の嫡L雲

(1)御鹿尊

厳 劃 鹿:夜風久(I,持gt.解長…負 叫 裟〕
観 測 内容:j鵬悼みょな磯(オl団)

(り牒釘∬年5月席題
男鴫勅使:淵叩I5吟～3月I7日ぎ時､御世兵30｡II.

卵.作､水罪`,ヱ`0れ､観測盾数3(畠直上ユ玩･即叫

ほ8叫層)､海面マーカーブイ方式､便用地十MTCM-『･

竜孝司今式エOS1070♪未よむ時限式NY終1封0.

各層観測:ヰ臭｡

(ロ)昭和5ち年4･5月希薄

讃原動促:4月ユ5‡ヨトユ時～F月ヱ月計時､勧晒臭う0｡II.



3.調査痴呆

一般に触机】､ごく､便同三樹の貴像測得尭塵以下左示す○左恕
∋こと示､脅かった｡涜産の頻鮎坤はどう耳3･4郎碍ら九た七の(才ユ=
と停滞渡で､3～旨%に山が頑九九てl-た(ただ､L､3月の解題では海底上ヱ!

卯適は欄).漁旬は止さな軽り如即､劫促されて､-3のでえ測はか･
細にっ--ては 調ではう毎彦上l｡｡和む卯刊屠の全期珂､右

軌こつ､)てはヱ5叩屠毛含めて変化傾向が非常に飢て呵､上のこ膚は劫Od左ヤ∫C｣

の中の舶日周㊨としてt-た｡こ動こ≠=て､4月下旬～旨月上旬の測定では
要化ポ太さく､癖エー0βみよ五郎椚層では

斗∫∂を中肥､に.子れぞ州40∂｢

鋸○の薇夕岬イ麹lていた｡軸ゃば下㈲まど小さく､ヱrm層てな2｡｡1

つで一声｡また･朋1日にぼう時に大jい触り変化が'那れこ舶剋
∠')J＼さくるって11た｡(才2､3回a参潔)

これこ再弄す5議連は､∂月では測環漁り得らカた川佃層で毛
主事滅す硝酸相かったれ卿恥前危は触が孜く､乎呵は弔く在5伽左ゴ
た｡4万上句～開下旬では 顛判定敢界解放にあけ35召漣計の應膏の産l､こ

と.濱JによS大きさ㌣雛の軍産は､∠くに足ら州なオ､フた｡郡碩には2

フチリしか1れ頚為軌こは南生紛は8布袋雅ガJ車庫し､東西成分でt韓日j

大さぐ祁カってい左｡け3屈♭参照)

仏土､尭向･i鮎垂と毛太覆り上･下経過(ネヱ､3回aのlとり`

う変化は見力吋一､那プ朝帥頚勃ではか-と考えら元3｡£た.2回の刺激

一椎葉で釧け月千ほど稀てて蝕したが､両者の料には変動のしかた･李朝
奄差水あり､嘲‡こよ㌻相通ガ大きt-こと吉永して､-3｡如上の高さによき:プ

l､lこ`つ､-ては2Fれ′rO¶訪･干…0適と毛臥ど伺紬とかてよさそう｢
3月7～?日に見うれたような泉水の反樹廻りの旋回ヤ乎巧紡がヱF竹原て了･
昇ってl､うここ与あ5ので､鹿骨純良の壕碑がヱぎ¶玖エlて上5場合モあ言∠須

4.結 語

玖エの測頚海鼠から.㌻5年後千lこ或置すうシスラ4最計ド当っては､

に布けち設置臭:30010′N･t4`OF8′E穐に少くと毛2～3ケ日向の澄用可能く
肴i.測定局は 最低魯をヱrれより下に毛フて宿キた､､がシ久子ム應嶽上勤=､
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(23)横責苦港,佐世保港及びホワイトビーチの放射能闇査

海上保安庁水路部 海洋汚染調査室

柴山信行 宮本哲司 ニッ町

蔵野隆夫 平岩恒広

/ 諸富

本調査は､原子力軍艦が寄港する横須賓､佐世保の各港及びホワイトビーチ(金武中

海水及び海底土について､環境放射能の長射的変動を明らかにすることを目的としてい

須賀港､佐世保港については､昭和39年度から仝β放射能測定による調査を行ってい

和45年以後は核種分析による調査に切り換えた｡ ホワイトビーチについては､沖縄

い昭和47年度から上記2港に加えて調査を開始した｡ この報告は昭和54年度の調

ついてまとめたものである｡

2 調査の概要

本調査のため上記J港のそれぞれには固有の測点(横須賀港6点､佐世保港7点､元

ビーチ6点)を定めてある｡ 調査は年4回定斯的にこれらの定点において表面及

メートルの海水と海底土とを採取し､海上保安庁水路部において放射化学分析によりこ

の測定を行っている｡分析核種は144ce､60coであり､分析方法等はなお従来の(

ある｡

隋和54年度の測定結果を144ce及び00coについてそれぞれ表1及び表2に示

また､囲1は144ceについて各港ごとに斯別の平均値を掲げてあり､昭和46年風

を経年的に表わしたものである｡

海水中の144ceは､昭和52年度から53年度の始めにかけての上昇の後､減少に弓

54年度も引続き減少傾向が続き各一巻のレベルは､総じて極めて低いものとなっている

海底土中の144ceは､各港とも防和51年度以後上昇を続けていたが､防和53削

減少に転じ､昭和54年度においても引き続き減少している｡

60coは海水､海底土とも前年度までの結果と同様全体に極めて低いレベルにあり犬

はない｡

J 結語

暗和54年度の調査結果は､各港の放射能のレベルは極めて低いものであり､特に男

値は認められなかった｡



蓑′ 海水および海底士の144ceの分析結果(昭和∫半年度)
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蓑2 海水および海底土の60coの分析結果(陪和∫単年度)
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(24)日本近海の海水及び海底土の放射能調査

海上保安庁水路部 海洋号写染調査室

柴山信行 宮本哲司 ニッ

蔵野隆夫 平岩恒広

/ 緒言

本調査は､.日本近海における海水中及び海底土中の放射性物質の分布及び その経年【

らかにすることを目的としたもので､海水については昭和34年度に､海底土について

48年度に調査を開始し､以後毎年継続して実施している｡

今回は､昭和別年の調査について報告する｡

2 裾査の概要

海水は黒潮流域､親漸流域､日本海の各海域で年4回定期的に表面海水を採取し､

年1回沿岸域の表層堆積物を採取し七いる｡ 試料の分析は海上保安庁水路部におい

化学分析による各核種濃度の測定を行っている｡

分析核種は､海水については舗sr､137云s､144ce､.106伽の中核種､海底土についr
144ce､106伽のJ核種である｡

昭和54年分の測定結果を海水及び海底土のそれぞれについて表1及び衰2に妄

採取位置は試料番号によって図1に示すとおりである｡また匪ト2には海水中のS

137cs､囲3には同じく144ceと100伽のそれぞれについて昭和36年以降の年那

り各海域ごとの経年変化を表わしてある｡

囲2についてみるとヽ海水中の鋤srは昭和52年､53年にわすかな増加を示し｢

54年には減少傾向に復し､51年と同程度のレベルまで下っている｡ これに対して､

その間ほほ一定のレベルであったが､親潮流域ではやはり54年において減少がみらオ

囲に示すとおり144ce､106mLについても鋤srと同様の増減傾向が表われている｡

蓑2に示した海底土中の144ce､106Ruは海水同様の減少傾向にあり､53年若干

みせたものの､54年には再び減少している｡60coは10甚i/晦一覧土以下の非常

ベルであり､これも同様に長射的な減少傾向を示している｡

J 結語

我国周辺海域の放射能は､核実験の影響によって時に変動することもあるが､.総じて

ルにあり､長射的には大体減少傾向にあるものと思われる｡
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囲1日本近海海水及び海底士 測点囲



蓑/

Serial Position

No. Lat. Long.

黒潮流域~

1 29-50N 128-20E

2 31-30N 13Jトー16E

3 29-5うN 137-43E
4 30-25N 136-30E

5 31-59N 136-32E

6 29-42N 136-50E

7 32-20N 136-50E

8 31-20N 138--11E

9 33-00N 137-10E

親潮流域

10 40-29N 144-59E

l1 38-01N 142-03E

12 43-04N 145-54E

13 41-00N 148-01E

14 39-59N 145-00E

15 40-00N 143-00E

日 本海

16 37-35N 138-00E

17 39-00N 136-00E

18 37-26N 134-26E

19 35-57N 135-30E

20 J12-30N 138-00E

21 41-●17N 139-20E
22 36-00N 135-30E

23 37-35N 138-00E

24 39-00N 135-59E

25 37-26N 13∠ト26E

26 37-35N 138-02E

27 39-00N 136-00E

28 36-00N 135-31E

29 37-26N 134-26E

30 41-19N 139-16E

31 37-3∠lN 138-00E

32 39-00N 136-00E

33 41-17N 139-20E
34 37-26N 134-26E

35 36-00N 135-30E

表2

Serial Position

No. Lat. Long.

1 35-18.7N 139-42.2E
2 35-25.9N 139-44.5E
3 35-31.7N 139-52.7E
4 35-35.4N 135-20.OE

5 35-33.ON 135_2q.6E

鰐和∫半年 日本近海海水放射能分析結果
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(25)碗竺効の全へ･一夕戯射鮭
剋旋水亀研究所

仔細一波礪軸､′
鰯′温田瑠已′

Ⅰ.塊盲

Ⅵ召知外観ほ繍性固聯の列珍に伴う遍在生朋痔l欄す鯛醸,癖毛淘
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軌.盲蜘魚層
･:櫛性勘僻朋細垂
X:牒定薙族通産染物強帥喀畦

卿略号の1軌こ締られた盲錦について

の到如､祈なわれた｡それらの凍射嘘､乞固
た｡腑法名J伏舶喉:む錦秋と同じ

こ机う竜醸の鮨掴埠七以下に述べ､ぅ｡
正.盲暗線の神算.

1.郷鵬朗を.

け如プラ)7トンの全べ､一夕瀬柵It

PC宛承の範軌二かJ一遍淡色令のそれらほ.
が冊巧毎(刀｣220PC%心′2β㌧j川の旛

PC宛尿∫ヰ2一/2押%玖).3ぬ揖七頚城i毘ア(

一甜アC房灰)乞そ机それ示した.
ii).照射如腐生動粗はヒラガしラデヲ(二

痩渓r門β扁か讐唆されたのみであったか∴

かに3㌻乞上卦わろ施めて催い植であっモ｡

iiilナてコ狩℃は血.脚托〃細れ)のイもナ

ふ朋J(J柳川)¢工ホ､シナてコ輿ウシナて
尺j2(砧gβ仇)車力ゝチゝナマコ華,ソコナマ

紺(今川肌)のナマコ顔′丘.糾/(3`抑わの

コ顔′丘.糾2(2j抑吼)のカゝチ}ナマコ輿屯と･縛頼恒つ＼-て食べ一ダか測定き→

血うIi7-2`捏C宛及の乾臥こあり.嵐だJヱのリコナマ頚が3呵久下であ･つ1
さ腔叫へて3㌻少人上と禾Lた｡ラ級別の乎均瞳tほ20∂β仰角ヒどの♂礼局が花

篭承り多く′jβ抑.如♂∂.獅口仇周がJJg./叩.け/アC%火乞々兢･れ香した.

1柑憤顔働ウち(.ニれらの蕗果のみでlま々れりの釦直鱒モ断定けで～甘､

卦如ナマコ厳か朗のアラン7トンしほ､･･河水斬与へ･一ア鮎示しtニヒ,三
っつハハ_Jトカ＼一手､_十〃1鹿爪_と心.･′/ク∧川_爪々.h†lllわ､1命､､鵬七｣たr t-ンれ)



の植陶は∃娘3†号の髄杏t且Lてけら机た秀抜て･あう｡
V)∴の隠見.だヲβ作/紬仇)でlすガイメン顔′血.凡酢極細ルJて-は九､ソスがイ

(溺紺仇)では花畑か測定されたかこそれうは組/±洋′卯土町/乙Z土牛.げC%ノ

れ示した.

之.職域滝潅生物放射紹略
i).堆卵塊馳塊蠍欄､､て浄皮‡れた碗呈劫11曳救(マコがレイ.イi

イサメ)′ ヒトデ努(ヒトデ).ニ風早痴,(ムラすキイがイ,アズてエレキ.プ
農旦顛(7カニシ)′甲紳､(シャコ)なと男親析であう｡こ奴うのうち泉と竜

胸称1義男顔:乃rC敏(3√川上の出親比キ榊鳥Jであり′次､lで漕凝:茄

押%)′ ち披見輿:2占アC触㍑7%)ちビカ雅寸的tこ高い也も泉Lた已のであろ

はg.捏C宛及′ヒトチ期t山〃‰もヰれそれ示し′3¢り水上の嘩ほβ′郎党

′く､ソタグ･ランドtニ且い氷賂で･あ･つた.
PC拍ash

lOO
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200

0

ち00

20亡〉

0

39 `0 `1 `2 ム3 `` ん5 ム6 `7 `8 `g 50 51 52 53 54

一回Z.薄綿側辺海域1こみける薙発生物の全イープ棚舶輯奄

A:カレイ螢.丑:ヒトデ,C:ムラサキイカイ,D:ワカメ′一:照私産



(26)東海桔‡搾に抑き海水′蓮庭土中の放射能

長城県公曹技術tJヤー

森圧成風･鹿本知子

l.鈷吉

繭年度に別線き′昭和鈷年度lこ菓旋した原子力施線番温海或放射飯綱直のララ

げ海最上中小人工放射性核鹿柵吉具にワーーて観官す孟｡

ヱ.甜査有為

漁倉海域及び調査点ぼ崩鞍のとみりであ∋.試料¢疎放ば主とLて央輝度水

の緬査牌硝子7た｡薄氷tま表面舟K∈縫取し.渇農工ぼスミス･マツキ↓9イ

により長居工射2d伽…魂放した｡

海水尽が痍工中の人工杭射性幼如定食正月ぎ郷りて=エア砂一瑠施し

水中の乃りわ4.かレシャム倉皇■よ僧吉唯艶此度卦ごより′舶工甲の何元毛の

にフtl乙げ川底匪浸出錬.同法により定量した.洛を土中り鉄1J7ル刀り紐

オシアン醍ガリウムにJ3吸光光友渡により足音した.
Lわ

4何及げ7月Jこ疎放した海産上lごつIlてグリヒロール吸着貴之測定L′贈号蒙

痺としk｡

ヱ 鯖象及び肴象

海水甲の人工故知軸幾度¢礪乳喜美l∫こ′過去4年研の盆暗史軌咽

海水中の人工御相承慮のウラ比物斬のあttのは前夜と同風=lフ'Gとq05rと

存平郎雪れぞれ♂･′扱ゾ♂･′i笹〟ど′由薇鍾ヒ…7絹かチ射ぎば舟ょい水

川`払尽げ糾良け任とんど鹿娼できか､ぼどのレベけまで薮少-して圭て､､さ.

海象上り人工放射嘘複種鼻及′卑見元素合音及びゲり仁ロール咤崖暑の外材.三

を真之.tて′また閻G一価払及び叫良虔長の痛手オ申宅配.に不一｡海底土中の

腹痛種イ最古虔如薄いのば〟亡eゼ貧紆垂加年東平珂埴膚船β声一旬で郎が
ば崩年度の田平均壇の射ク乎方どぁき.鳥居上申の糾包感服l捕虜膏の古い丸亀

非常Iくき此､､な対数正規庵車外申富示し,藩息土地与表面積か脂標として剰ぇし

ローIレ晩名号と毛り､なり良､-増卿を泉Lて､､3.(郎ノ〟αに鹿t､て昔凍震度

l訂Gで.牛皮平均墟ヱ9.ヱpC/布と粛年度と同水斉を保フてlり.鹿妻如広着

みが勤ウれきが′ぽば対数正規確辛身中lこ棄フてい∂.壮与紬績ヒ可相聞

で′予想にえし凋まりたきくぼキが,たが,風味元秦のゃりウム含量とば仰なり



表1.潅水中人工放射唖痍制度
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真之.滴惑上中人工柵性戚鍾農産及び孝之元素合卓.
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(27)悪郎中計試應卜陥耕鶉査

ち晋雷笥晋鴨鶉.
中村良一｡上旬泰司.

1､銭竜

島根k到最も､福キ竜敏港喪鼠ぶ椒亀虫葺tミ研ミ朝食筆
戦土勺人工柵唯物官敵互醜ベk｡今宵l縛鼓直島轟っゃ礪尽

故知臓物垣蔑夜叉東翫鶉う軸く丸げ碗土め旬刊窮鼠も伺吐て軸
ユ､細奄癖う鹿茸
り海洋尽敦賀洩
竜垣間嵐ヒ浦島譲与中･廿巨′一醐Ⅸも､､1て肘巧呵ラJ動く′琴海

郎緑薫主寝取し.椚亡5′`○ら等も伺祇しも｡

瑚牒薄絹澗埠
乳樋.蟻鞄.軸く,碩長上なゼ五紙親し､主℃比?モ㌧肌仁i洩コ

〒､語継軸勅冊通賄い…､､p｡一旬仰
臥ミちつ､昨年同車軸しも嵐吋て末もな製l‡与私め)小甘､J.恵芝も､

も3lミIa箋頑疇勺碗も､末ば魚嗅勺､刊む,-‰潮汁悶｡笑
良ヒ同象克っ値でちヨ.恵ヰ区lミ

サむ立鶉亮う中濱尾島､う明亡エ′1､ゞト
妻板ユ竜一｡等葺呈､も鮎ヾて良甘

伺句境う値ミ竜艮､)ま.まk葡
穐卑恵才キ7ミしu､)tもIiへ亡l親友
ゝ輌困､3､7p亡りk】一山止り値も

碍も.如lて>Vてl亀亀ぬ軸

隼如町縞侵1牒声坐扇弓｡翫h′

11り仁～洩良lゝlも強疇崩=ミも､地痛
も)lとも大農しユ取､)｡鶉良土lゝつ

＼1ては破たギゝ一寸醸祈年で屯5｡

泉.1.涌適うわプアチの一,な媛頑

Di芯Ce 137cspci/kg
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19｡1
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泉2.茨城断碑迩藻♂けモ､g濃度
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(28)核燃料再処理施設局辺海域の海底土の放射能

海上保安庁水路部 ラ毎う学汚染毒

薬柴山信行 宮本哲司 二

蔵野隆づ夫 平岩恒広

/ 緒言

海上保安庁は､核燃料再処理施設から排出される低レベルの放射性廃液が周辺海域¢

能に及ばす影響を把握するとともに､被ばく線量の評価に資することを目的として昭

以来､同海域における海水及び海底土中の放射能調査を毎年実施している｡

この報告は､調査開始から54年度までの 占ケ年にわたる測定資料から得られた海

射能の分布についての知見を取りまとめたものである｡

2 調査の概要

山 裾査の方法

調査は各年とも図1のように定められた採取

地点(53点)で､海水及びう毎底士を採取し､

それぞれの試料について放射能測定を行なう｡

測定は､Ge(Li)を用いる γ線分光分析

(137cs､144ceの一部)及び放射化学分析

(144c｡､106伽､6㌔｡)によって行なっている｡

ほ)海底土中の放射能の分布

〔137cs〕調査海域の海底士表層における

137csの分布には各年度に共通なパターンがみ

られる｡ これを 49年度･- 51年度3 ケ年の

平均値を用い等濃度線で示したものが図2 であ

る｡この図から海底表層の137csの濃度は､

岸から離れるにつれて高くなり､また､再処理

1410

30I 40I 50I ooIElOI 20I

図/ 試料採地点

施設の位置を中心にみると南倶肌こ比較して北側が高い という傾向がうかがえる｡ 5

の調査結果についても､わずかながら濃度低下がある他は､ほぼ同様のことが言える

各試料の137cs濃度と粒度分析から求めた中央粒径の逆数との相関及び粒径75j

構成重量比との相関を求めてみると､それぞれ相関係数0.61,0.91を得た｡(図

このような高い相関関係があることから､海底土中の137csの濃度分布は､粒度組月



各年度の平均値により;経年的な変化として示したものが 図4である｡ 図中には､医

す排水口から 6肋以内の海域と6血z以遠の海域とに区分して､それぞれ破線及び

ょって両核種濃度の変動を示すとともに､東京(気象研究所)における90srの年階

図4が示すように､144ceと106伽の濃度の変動傾向は全く同様であり､更に90

間降下量の変動傾向とも一致している｡また､排水口からの距離による変動の差異も孟

ない｡これらのことから､この海域における海底土中の144ceIlO6伽の濃度変動

は核実験を起源とする降下物によるものであろうと考えることができる｡

各試料申の144ceと106Ruの濃度の闇には各年度を通じてかなり高い相関(相日

0.74～0.97)があるが､137csと144ceの濃度の間には明らかな相関がない(相

0.24:49年度)ことから､144ce,106伽の海底土への移行は､137csとは異なる超

ることが考えられる｡

再処理施設から放出される放射性廃う夜中の各核種間の存在比及び核種ごとのラ毎水･

間の濃縮係数のそれぞれは､降下物申のものとは異なると考えられるので､144ceと

のラ毎底土中の濃度比は､放射性廃液の放出が始まると､ 著しく変化することが予恕妄

この予起される変化を見るため､各年度の平均濃度の比(106加/144ce)を経年白

たものが囲5である｡ 図中では比較のため図4と同様に2つの海域に別けて表わt

この図によれば､廃液の影響の大きいと考えられる排水口から 6加工以内の海域と そ

の海域との間に､昭和53年9月の施設か動以降においても両核種の比に大きな違い

とがうかがえる｡ このことは､施設からの放出による放射能の影響が これまでのと

物による影響に比べて極めて小さいことを示すものであろう｡

∫ 結語

本調査の過程で､再処理施設附近の海域における降下物によるラ毎底土中のバックグモ

射能の水平分布.経年変化等が次第に明らかになり､核種ごとの■海底土中での分布の弔

いての知見を得ることができた｡ 現在まで､施設か動による影響は ほとんど見られ

が､今後施設からの放出量の増力ロが予感されることから､更に放射能レベルの変動を

行くために､各核種の分布及び濃度比の変化によって､放出の影響を追求する本調査巧

施することが有効であると思う｡
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(29)外洋っ解析毒冷査

敏和楓転学鮎ろ碑帥

長尾輪｡ヤ有料
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島1､放射性楓鳴う馳奇
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(30)沖縄におけるバックグラウンド調査

(財)日本分析センター

荒木匡･樋口英雄･武田健治･今沢

1.緒言

沖縄におけるバックグラウンド調査(科学技術庁放射能調査委託)

49年,50年,51年,52年,53年にひき続き昭和54年11

縄県那覇港で採取した海底土および海産生物について60c｡,65zn,137

の分析を行ったので,その結果を報告する｡

2.分析試料

昭和54年11月13,14日,科学技術庁,沖縄県公害衛生研究f

び第11管区海上保安本部の協力を得て,那覇港において海底土15喜

採取し,また那覇港で採取された海産生物(テラピア,ガザミ,ポラ,

リ)を入手した｡採取地点は前年度と同じである(図1.)｡

3･分析方法

採取した試料は,それぞれ前処理操作を行ったのち,Ge(Li)半導1

器を用いて60co,65zn,137cs,144ceのr線分光分析を行い,さらに】

については60co の放射化学分析を行った｡

4･結果

海底土および海産生物のr線分光分析の結果および60coの放射化学夕

結果には,前年度の分析結果とくらべてとくに有意な差ほ認められなカ



表-1.海底土の核種分析結果 (pCi/kg

分析方法 r 線 分 光 分 析

137cs 144ce

1測点

2測点

3測点

4測点

5測点

6測点

7測点

8測点

9測点

10測点

11測点

12測点

13測点

14測点

15測点

71±14

68±18

130±25

190±30

120±22

97±28

120±34

150±21

110±21

140±26

120±27

140±24

200±25

170±22

190±24

表-2.海産生物の核種分析結果 (pCi/k

137cs eC
■T▲■l

テラピア

ガ ザ ミ

ポ ラ

ア サリ

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

9.8±1.8

* *

6.8±1.9

* *

*

*

*

*

*

*

*

*

備考

分析結果の表示はその結果がおのおのの分析目標値以上のもの･および放射能測定に

計数値がその計数誤差の3倍を越えるものについて有効数字2桁でまとめて数記した0

下のものはOe(Li)半導体検出器による.r線分光分析については**で･放射化学分

合は*で示した｡誤差は計数誤差のみを示した0



(31)追跡鰯互の紘桝甥尭姦頒牽システ4.く博す

抽問碑(穿ち観ノ

女手称号妓蘇k>デー

堀田素 平面掩土門馬大和 大嫁肴

J感指

本碑･a､枢軸?ん〝∂ルの海綿-く子わ帰寮の良劇のヰ衛呵れ乙槌介寸

劇希を探索し､それぅの写貴彫軸冬なデーア如鴫すちk卵シZテ∠ト巧

額爾象を行ラニとを酌りとLて､仔弥好手夜から牌断れk.

解り東泉匹婁1Z膵前車良K引経チ､攻l亡拳け-るF項目を碁射場康幸西

軍を絶句てい-･す紬ち.(り丈組国内恒有軸外食臥夕摘要薙な

L嘩粁巧知戦をシステムtl反映ヂゼう長め句､rラ雰為義探索シスア4り調査

尊の軌控)基本食確ザく舟畢専横鵬算｡雁針､製作､性能碑銘のkあ

戸4捕球簸卦欄すう餞簡野魁(ヲノ この打発布匿Lておい乙有すセの｢デ苧尋常

ランスれ7･絢戎落飾句絶景･･偉吼剛丈欄す岬転作J席或袈窟痛
合し､塵用任､軌帝性叫司上を帥､かっ櫛引すラ良和｢郎上張夏草

紳化射パ朗軋(引システ4の制作中陀略そ･､吏軒件句碑酪促げ絞首の背骨皇.

の｢連年車寮｣チあ3｡
2 納屋研医の概草

(り頚鶴狩索システムの純量ノむぴ･録毛句碑打
国内り和戦有帰り席園丁れか甲定食lこ叫■ぅ樹､東国k出払してデイ

東ソショ=ン7･うステム札止虜甲のTア∵ンスヲ㍉久dテレメトリ句改良l凋す

行フk他､木蘭スクリ､ソアス寿孝和町叫PL/叫T｡山(専牝式持梱

の土佐托如肴そあうnモ･木･一クいマン卑を躇碑L乙､射り碑秦シスア4l｡相

対糾わ主を碑托｡これりの柵締果の宰杓ば.

イ 炎々刷空洞す多サイトスキャンソーナーtさ､節線が如拙乙て･燭向鴨

20確夜ぞ､あ言い､●､小智抑咋の南東をヰ良すヲkあ巧ソーナーとして.手晦軒
濾句碑の､ノーナーが有如ごあう.

口裏絹針冊､衷稀t乞生データを急弄すちことが大如あさ｡ちをみ

P"ヤT仙三信lて序8存句き稀を軒tてモニターし､鞄デーアの中書
け`乙 し人3｡



ニ 乳続碕の剰件軒判システムしご･､郎と暫脆針み､与れそ･･れ骨牌嗣トラ:′ス

を蹄ワオがよい.

く2)システム棉頑張豊-ニ呵すさ呵庭
イ CTP(〔…山dル汁′,鴨…P即dT"化卓D4P止)剰え蘇っ触下

適中句読馳胸絨の庇乳音直き臥､ち矧任簸豊lくよち瑚無頼潅可阿

3k♂llニ兜 客なCTp判定絡を製作しk｡

剰ぇ虎圃

この男性最中主冬作能生下私｡

分角午礁 剰定額夜 判定伺棉
尊電車(C) ト♭ち腑払 ｡.0t川砿 土0.0ヲ明‰ 最短○､9琴包

強 度(T) ゼ～300c

7K 諌(P) tヘム.和嘲kr

0.OlOc

0.t%Fβ

士0.OZ50c

士αOZヲ%行

口 許舵簸畳の翻乍

このJ零車システム1本.げし･.､のL仁止ぺた

ようしくけヲ川柳¢ウニ竜儀装同軸ナーアー

･レの鹿楓こ諸島簡廉用の音響項港と光年
稀思せ装備L医官脆峰を取付叶て年下し,

約ム′ク♂0川の痔奄仔血皇腎施し写がら窺

塵を覇癒すちんのZ･t､デーフル`｡稗う簸

カl稲?J㍍γイごl､腎舵簸窒一事二のカ差

支えていち｡佐和東田Lてl=kも.,ば､

固Ilこ示すりtこ月フレー4か与頗単な

シーアtを抒下していた.ニの智のシーア･

腐1従来ほ印しk尊搬苦､ラ

帯てしていさ垂直方向司紬の回車

切■Z･･ナー7･･ルといレ〆やすい.

は､凧如･わかちよぅlく腎放射も鮎の温行方何lこ村し左応方向付如く衛､ミ

牽丘紬lく叶す封司転呵弛くナー7･-し個ヾ･7｡-リの釣･･すれ､屈2`ニ不一り`

ルと両々し､久々快■この頒錫を彷止す多ことを郎如して韓咋Lkものが紹

呵2 シー7･一句嫁ご`すレて､ナーアリし



よる盈例式とLた｡シーアいl£､同園ご･わ小うよラーくち如オぐあう匪の､ナ

傾～`これすう温徒前審鼻となト図2`ニ弄すおラなナーフル飽鼻孔穐徳l事

な っ巨○

(ヲ)甥薄lニおけうトランス粁ゝ㌢tの浮賢､峰軌回は･ニ傾†ち研転

痔洋車乗lニおいて､トランス砕ンアい巧報告､.沫留を

行うkの亡く､締卿ふ工を行フた教タくのアイヤセナ

工ン､シヤ､yフル客を促印す号bぐ､これシ中和力か､卵

㌧かそ一年レ､帰合"ぐ多いのそ､､これシを明らかにしてけ-

ら絶申すヲという削りZ･･､固今l⊂示す碑.カ試額梢･星組一

作しk｡珂咽げナェン鋼材カを利息してし､うとこうZ･･､

て師事ワイヤを介しZ止あ合軌二恕止あ乙あ言｡上中

げ7､y7lニ韓吋主牌け､7､ソ7トー年lてなフてしlきピ

ストンと魂直lこより引亨かγ,う｡ヒ○ストンライナれ碑

の払脊j句ものか摘示軒ごl､ここZ､､底を線汁ヒき.判定

け聴力権申すき_強敵ぐ行えうよラlユし之いう.王佐.

草丈ち指■h､f句荷電盲かl†盲ことがて､･才3･

叫 海草青線

攣+E∵一字∃讐

甘紬舛卑官胃椚8わ､÷q胃2日まご･の7日間尽正一11留ヰ試作し巨象力

戸す日かい2日2日字て･､巧ガ日間読締鰊と蛍池Lk｡

官用278小ら?日2日句風手､神痺李初亀守の水環約聞帆のラを威ごl､ケラ
作し防サイドスキャンソーナー/えびサ7･l升トムアロファイラの作動廃線を行

良専領･事一印午隠lこ軌乍し危トランスふ｡シア触法簸急呈臥lて触拉剰え左行

離籍を行い.固亨lニ示

すようlニ藷あ地形喝を

作覇し､ニの嘲上手･ト

ランス肘ンデ1晩鐘を行

い専わてらサイドヌキャ

シソーr⊥住㌦サ7･･市･

トムフ¢p77イヲを雫

施しを｡固いさその雪

舷碕z､l､権田し細拍

恵山=ム亀l融資倣)紳嵐



lニよう書己鐸を針7l二木す｡サイドスキャンソーナー且〆■†7･斤tト勾7｡ロ77イ

ー7可綻什りl｡7いては､今後帝象を香わてゃかわば､写りない｡

斬ら わ亀神都平常酸l;釦†き骨紘

碩学下採乳彪糾､シ年下咳施した･

l川の診三半官醸kおいて､宙離猛り

kのβ蕗城t｡廟略の金甲低気圧｣ニ蝕し､

コン〒ナ成摘草多大り場裏をうけ臣｡

一且碍掃管区帰藷して確執を区1年お

凰ワ 初象牙ソーナーデータ.A一手

スキャンソーナー左､β疹両石､⊂

舟ト47｡ロファイラ

していら､祁席卦條窄のポ諌約/ノ印∂戚曾Il悸碑ツーr一データ

れの藩威で､初島才と郁味トランスホ｡ン㌢触法lてよう都立を行い射ぐら､サイ
ヤン､ノーナーノむ㌦サ7･･ホtトムフ｡臼ファイラのデータを申帰しk｡画∂一二号の一

す｡何回Aげサイト､lスキャンソート左ナヤン舞lしの虫カZ､億喀句碑確チあち

さ十しう.1うけ右ケヤンネtレの出力Z､･オ薇巧棉拝そ､あ手と乳わkう｡ぐt£サ7･lネll

ロファイラの出力そ･句ちが､レンジと族長しkk♂‡腎継手の上下動l亡=凸鯉

しくり･J退去下の碑確ねゾ矛鴫確lニ年フk｡
う た､下山､

レく上述へ･いう【こ日綺F舜年度l事サイトースキャンソート卑句碑亡よう請草喪･
咋長野を毛行い､剰ぇ侃夏と明らか匡し年わJ■らソーr-トようデ､一夕を考阜きこと

与信さlニ瀞＼陽lレニL7.､.≡為j洋室髄の､皇遠.t塙勘句殖主J.



(32)放射性固体廃棄物の試験的深海投棄に伴う海水海底土放射能調

海上保安庁水路部 海洋汚染調査

柴山信行 宮本哲司 二つ

蔵野隆夫 平岩恒広

/ 緒言

放射性固体廃棄物の海洋処分に閲し､昭和47年度から 3ケ年計画で行った候補海域;

めの海底地形調査及び海水､海底土の放射能調査に引き続き､2､点の候補海域(A海域

海域｡)を対象に試験的海洋処分に先だつ海水､海底土の放射能バックグランド調査を巨

て､昭和52年度から本調査を開始した｡

今回は 昭和53年度に採取した試料について､その結果を報告する｡

2 調査の概要

試料の採取は､防和53年8月 28 日 - 9月12 日 海上保安庁水路部所属測量離

(1,841トン)によって実施した｡海水は 2台のプラスチック製100 β 採水器を用い

Ⅲと100m層を同時に採取し､更に一部の海域では中層水(深度2000Ⅲ～500Om)のj

なった｡ なお､採水深度の決定にはピンガーを使用した｡ 採泥にはスミス･マッキン

型採泥器を使用し､:堆積物の表層約2c郡を試料として採取した｡

B海域の底質は､軟質の赤色粘土(Red clay)で はとんど レキ質を含まない均質ね

あり､スミス0マッキンタイヤ型採泥器により採取できた｡ 一方､A海域の底質は重工

採泥器による採泥結果から､海底表面は一面硬質なチャート状の層におおわれており､･

マンガン団塊が分布しているのではないかと思われるが､いずれの採泥器によっても放殊

に必用な試料量は得られなかった｡

試料の分析は海上保安庁水路部において､放射化学分析による放射能測定を行った｡

種は､海水､海底土ともに90sr､137cs､60co の3核種で､分析に供した試料は海水

ラ毎底土300 タ である｡ 分析法､放射能潤定法は前年と同様である｡

海水､海底土の二放射能測定結果を それぞれ表1､表2 に示す｡ なお､測定結果にも

試験によるブランク補正を施してある｡それらの補正値は､一試料あたり海水90sr:

､137cs:0.036pCi､海底土90sr:0.17T*:i､137cs:0.075pCiであり､60coについ

は不要であった｡

表1にみられるように底層水中の90sr､137cs濃度はそれぞれ0.1-2.2×1㌃:

及び0.5～5.0×16-3pci/ゼで､表面海水中の濃度の50-100分の1程度の非常
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7 26-12.6N150-00.3E 1978.9.8 5舛5 5000

7 26-11.8N150-00.3E 1978.9.8 5945 3500

7 26-12.6N 150-00.4E 1978.9.8 5955 2000

1.0±0.4 1.1±1.2

1.8±0.4 1.5±1.1

1.2±0.4 1.5±1.3

0.1±0.4 2.5±1.8

平 均 1.0 1.7

34.689 2.2±0.4 1.3±1.3

3∠l.698 2.2±0.4 1.3±1.3

34.690 0.8±0.4 2.2±1.3

34.693 1.1■±0.4 4.8±2.0

平 均 1.6 2.4

★兼 34.681
賞糞 34.663
兼★ 34.608

1.1±0.4 1.3±1.3

0.6±0.4 1.6±1.2

-0.2±0.4
0.6±1.2

表2 放射性固体廃棄物の試験的海洋投棄候補海域の放射能調査結果一海底土 (昭和 ∫J

測点番号 採取位置

緯度 経度

B

1

2

3

4

海域

30-00.2N

29-59.9N
30-00.5N

2q●57.1N

146-55.6E

147-04.9E
147-01.8E

147_02.2E

採取年月日 水深 放射能濃度 (pCi/Kg

(m)
90sr 137cs

1978.8.31
1978.8.30

1978.8.30

1978.8.31

6230 3.3±0.3

6250 3.8±0.3

6230 2.1±0.3

6230 1.7±0.3

21.5±1.2

36.8±1.5

23.1±1.3

18.5±1.3
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抑止入千埠ドあけさ′j7cs合音と朝一管し巨い｡
細ぬワト千つり7cs今ゃは′】和子酔は0･ク♂-βノ㌔p_与●〟ノ･

て■は-β･′㌫塩ぶ鳶葦鶴㌣tしりし

淀憲ご言語許鵠禦浩;て宕£ニニ｡′籠

､苛窄適J軒モみ丁=ふ水干′叩C5合食っ朝丘予行∫
〟′ 仰叫7･･食入旭 ♂･3pG在と(りL′ 以下誓

人子げ
/:之

インド

千と亨つ

南如l干つり7cs今母l…･ク之-りヱpG〝7･･′句村〔亨ム

イ㌃照!クて丁グ1こ､こ_tが鱒チ机.1∫禁[･A軋一汁士⊥一_

地久千
で､0･2p
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測定てれr｡(/J037′N′/33007′E〕¢



(34)凝生物ヰの故郷峨疲ヒ加俸敷

羨租暮夜衝センター

★ノ〕､林賓

1緒言

ぉ嫁東如･お柑▲こ･ま･如か粥新吉叫め数多くの郎抽象ぜ､j

､､ろ｡また潮岬牛皮･こは.あ密津酸度エか湧号が耶‡れ琳水あう‥､｢

とけ頚速攻乾されろ鋤側賓の量の鱒口璃吐き帆て､､も｡このようて
サギに呵も魔境波呪うるt均t●聯粥射詞亙l凍産生卵碩封′た
及ヒ顔敵いりて離する｡
Z詞研究り吼畢

票誓う讐;.よ詑警;､チ詣漂?呈呈･)子鼠‡三言チニ
完ジ棋の他エビ･_タコ写tこつし-て.㌦.一モs.1罷｡′覧磯の働酵果壱廣

lた｡錮娘触エビおよりコの子地毛飢lミまとめた｡警パ
最も高い｡藍･ミ.鼠恥観うもた句嘩鳴くな吋も入ズミ｡ような旬
ト一触ど淑璃し傾向げ､みら岨㌫は･男鹿前車Jい亡知和
の鳩きネしぃ)帥･芭▲ト1pCLぺ生水了の低､価ほlて‥る｡痘lヱ･こ阜
恒ノ与軸なスネキ･シラえ､7ワ亡.カジメ鳩巣矧た｡芭`ミスくミ
画布予儀沌く･乱Ia了フヒ瑚蘇咄Opq句生璃さ射た｡

(a姉娘生動辛頓知頭概観の惑鉾如
1司卜固いミ強練銅正風鰻敦の聯諦視から5ナ押倒
午や呵美妓ほした｡こ拙:よると.躯車軸性癖級ノユ.新い瀕

(3)㍗認諾言て号慧蒜書こ･鼠級楓∋級去よがモのヰ石鳩郎､入ズ≒(蒜内).シラス(度帝
ワヒ(筋肉)･アワヒ(牢楓)､カシナ(髄)ドつ=て.¥れてれ頑絶の三
教揉之lこ示lた｡こ恥よ如.も甘麹柏ヒ鋸帥そもカニグ
最もも､･施互ネlた｡琶tま.長嶺鳴く.八ズキガ触りシラ八成一7ま!



斬車`こあ鱒和地娘は･斬㊥な更卸t竃穐の傾句からみて､Jきとんと一七
Jこよるものと載むれる｡今後`よ.感
魔ちか‡●も芭.1罠｡融示見込尋れうのて.守れらの麺ノミっり

ヽ ｣■■
ヽ

卜商貌魁遁少て行きたい｡

邑味ゎ醗明かウ庵
一
ノ
ヽ

一▼

ヽ
L
J小句ニカづ

国l海産生物ヤの放射性親権湧艮



表1海産生物干の哀射′性承殖渡喪
衣射性

斡･5･21 0､3 ±0､今 7.?三 0.5

大洗 0.ら 壬0.†

0.ら ±0.Z

0.ヱ 壬0.う

α/±0.J

55 Z.1宮 0.3 二±0.Z

0.3 ±0.3

乳牛Jづ 0.9±0･3

姑.ノ.ヂ 0.7‡0.3 隠占丁/.午 0.2 二!0.ヱ

0､J!0.2

ア.g‡:β･∫β.0 ュβ.ヱ

ね.け`斗 0.靂 ±0､ヱ ll､ヱ10.♭ 0.j ユ0､ヱ

帥.4.粛 4.410.S 3さ 仁一 0.0 ±0.3

55.卜? 0､之 ュ0.Z

鳥.∠.宮 0､4ェ 0､Z フ.?10･4 0.仁 ユク.∠

払.よス〕

外.ぎ.ズ7 0.4土0,〕 40さ04 β.7±0.3

0.Z±β.3

0.2± 0.j 4.古土0､4 0ヰ士0･3

0.ゴミβ.え ふS壬0､斗 lO.ら士0.ら

!汁､曾､之l0､ち王D.l 3､4± 0､∋ 仁ヰユ○､之

′ノ 55.`ヲ､5 0.7TO･〕 ま7±0､∋ 0､?ュ 0､∋

二大;た 舛.ら､之S ズ､3さ 0.う 7.7さ0･F 0､8士0.3



｡Sr一っO ARリーけふ

･C芦-I37 ▲C仁一J弔

D.う

〇､ヱ

0.1

0

固3完ど｡還蒜L升楓

;○ --i王 払
埠(韓)

圏5雪歎の毎年隻化

如Il比 与さ 叫

固4.卑禦の番年文化

ヒ0

中

30

ヱβ

rO

O
脚 rl 良 きi 外

函6藻類増子文化

衷2 適度生物巧永和性破線最盛條狭

5

3

F

I笥

∫



(35)髄母御の官定あよ凋御性コバルト線量

(財)日本珊センター

★洗車弘子､平山一成､釧成軋今末良孝
樋口東成

ユ 鶉宅

前年郎ぎ腹き､球痩中の鰯推汚染の東簸え腰後すろ左折､好調適の
生昭和ヤ｡の敷瓦錮査す机ともJこ､同一武郎の柁コバルト摘材弼

の虔練Jこついて樹Lrこ｡

ヱ 錮郎幌朋時

日朗佃紐称フいて

卿鮎卿J前碩と和良線告勿中のいカⅥ内胤綿､妻鳩､海凄
｢ご.書棚触灸は前級妨液Jこ.媚拗の北適温(銅頗り牒#一
他見)あよ錠太平洋側の宮城頻用‖腰丘ノ､費ゑ靡(寛崎も⑧む)､産児
円鮎ノど､他県､鰊額(碓魂鮎〕､勧紺(崎戸姥丘)竜適畑Lh

伺紳の葡敬あよ打計剰
納付前碩L応滞`て､`て｡緩卦まイオン細線船憩互主体れた衣和

宣頂卸拝コパル榊紘｣(馳舶,禅学却粛)J瑠じて行い.他て
ウシド帥古墳東風こよろベータ鹿討那定置Lrこ｡客足コ/(小⑦定量は
解し｢こりち､コバ止==･ニトD/･Z･わぃ/レキシレンで壷也L

虜計左研いて破老度宣芽促し､定量L｢こ.

(3)御廃果あよが腐
前身屠と餌食の朋指樹あよ寂痢泰果の物象良一JJ(示す｡表郷鮭

取離拗正左れた｡脇碑触よ`○♭相旗左の=香城上席出された｡

いてのみ戒めn｡′Jお品(ら)半尊繊脚､摘紛ぇゐ材さ行フrこカこ､聖｡
-㌔､7鮎､伯㌔､%､〝馬首の彪雇ボー約款卿て勧～航行上
外のβG/Jベータ線博嶋りく-乾しrこ｡ヌ.プランクトンり虎c｡付廠

ラジ､ォデチアー一塊?拙｡
針lけ鴫兵(イカの価､カγオ､プランクトン)の叱と督虐コノヾ

虚砿ぢネ/n ′去.十tjP五:亡｣≒ ∫l｣I□rhた′一線鱈lナン Z′れ丘エl∂Jo′ し占占
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3 鬼籍

前年度ヒ同席J:､描け碑取控えごり剛鶴の甜翫澗超えの劇G明弘ゴホ
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蛮地瞼鮎喰.九州戌鹿痩舶のオぞド戯細しけ,



(36)ノ∫湧ひ各細軸の兼相似転喜と音貞
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勉汰学工学韓

額観で､は､≠醜二村も慮垂生跡弼利乱ベル拠ることし頚
頒ヒして伊扇動転職扇子→ていj｡羞魂l義経tこ生餌る生物Pう

.ヒ副職し漉し､ヌ廻鼻胡童顔嘘lニある｢ルカ｣臼膿
甑顔鮎℃疲射柚繊廃酸去毅､お封賞ふ宣滴漣匝こっ

..ゝ_一一

J■■■

1フ/､蕗

る｡

∂､諷童顔払観客
(/)鳥海斗の舶

イルカは/9クラ丘J月に細線両ニゴンドわゞ頚辣
(托餌よ軋久L旭こ如)のメス(J二柘4.ふ釈′均明)を用い丁こ｡
ブ火メジナ七大解しぶ料ヒLT:｡

(よ)獣磨斗の把産

山州き､′地盛(執成藤野′碗髄ノ顧′廟鼠夷
L強ナtフ匪メ功ぷ軸内碗二坑れ長短鉱ま鞄酪.範頼
で劾L盲行ノニ.巷恕粉嬉嘗(ノ金粉ド即二幸置)ヒ廊韓援jl

(J)東町鮎･凰
増加こ釆はプしス落明し､､轟釣瓶対偶料長いこ｡Ge(Li)ヨ

■駄や払摺彪を､摘スペクトルはっンビュサー働･折,丁こ｡
(々)刺鵜

(よ)墟議定身
丸卜卑(きら

葺二 施暮;玩(L)軸op托Lわ
でH.A･;¶牝｡r N｡湖Ⅳ吼TN/7/∂

ぬ埠)混ニー適こ封札､魂絢碗恥JRR
9ズノ∂り仇ん.｡㌦で/¢遍感熱寸けこ｡立凱力制二紹
一′｢､,一.▲七｣

.1
_

ゾ′セフ__虚.._._､
1え乎十.._1､_,崩 <



さぃこ｡ルカの名感
ひ匂々薪に蘭盛内勤ゞ
邑らh､完熟｡一項痛く
㈱糾お虐呈示Lrこ｡

痘
ゐ
ヽ､､ヽ

の完加わ､㈲k(まづり､メジ

ナヒも碗で､あるゥごパルカ
翻り動産官女して､､ろ｡

瑚掛40k竜顔もじ虚しr二場
冶ヰ魚の去わ惑い｡メ

や励由仏参ご軍▼
ヽ ′■▼▼▼,■'

■ ~【

-′▼′~■- ハ ▼｢t･■■~

息､鋸ま､メジわこ恕臥､あ

るミ_と切線ドメトるt､韻
J軸こあrf亡

読ためと軋トる｡/J乙一頭

逓農恕鮎

鼻l.ノ目しカの紬皇宮号

t及他車

鯉鈍｢も雪号 ノ如ヰ(
肉

†
刀
､

}
杭
ハ

ヌ挿

背

戸蕎

匪賊
弔 事麻
臆叔
牌 藤
子 宝

.､ご
藤こ

〃

9

ケ

K

ケ

9.19 Rg O･74

5.35
ケ

0.42

8.29 ヶ 0.63

6.23 ク 0.70

11.34 ｡ 0.94

6.26 ん 0.78

680

150

5.68

4.50

q一

0.75

0.55

0.55

0.66

あっ丁ニ｡鮎lま"tノ〃Okの比はメジナ(4メ′〆)′ブリ(Px′♂J)モ

ル刀では乎埠/メ/0-■ぐある｡こ伊末さつ瑳Lまパルカ伊細鉱こおJる出
する勤j(dご加帆;毎払軋)ヤ海ヒ知らレる｡一古`Obはん扱

うく｢愈手ト､如ノ月謝tl胞子レ‰､rrこ｡了知矩頑軋鹿矩

郎抱℃遥遠農題;‡言盈㌫:三ごミ慧jlこ示す｡

ち七三山戚三艶嘉し勝邑らト､GY偽し融巨､らしSr
も離さk､､rこ｡メゞナ,ブリヒも如エソ由蕨l息､鯛浄ミ邑し

患悪霊競演悪て､ふり湘ユ机ず卜爛J

."○如こs′似た沌はん励仇包

･づ鴫､1丁｡｡ノルカヒ魚では如り適中怒鳴息､もごぁること増ご上々､
軌l潮痘払の鮎ぶ寿刷臥lニはGq¥入寂してあ

鳥類秘ヒGみとG濾痢馳絡:か車べ｡♭リブナ研嘲録

し割軌.よげらレ痛卜逝‰労烈女一拍､､ち♭嘘軸ふヶトk､､ち.この
?dO払仇埼馳蒔疲､劫あこあっ丁廠穿漕山人ち｡敦舞姫



衷2 バ′血の金額嶽絶しこ弟トる試射画豆(pCレら

j温飯､ 40K 226R｡137cs

ルカ 筋鹿 13.5x

庵 1.65Ⅹ

冒 6.04Ⅹ

席 9.16Ⅹ

辟藤 9.10Ⅹ

腎j叔 6.83x

癖藤ご 8.07Ⅹ

子宮 4.91Ⅹ

.･ご叔
8.08Ⅹ

っム

2

2

2

2

2

つム

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

1.90 16.1

4.01 1.30

3.31 6.05

3.02 10.2

1.01 11.O

N.D. 12.O

N.D. 5.45

3.38 5.50

0.85 8.82

60co

工J.D.★

0.71

0.37

0.22

0.21

0.26

N.D.

0.46

0.27

聖
歌
肉
腺

路
仰
笹
内

27.1Ⅹ102

15.3
Ⅹ102

26.7 Ⅹ102

19.1Ⅹ102

N.D. 9.64

43.5 6.53

1.81 22.9

16.0 16.7

米 N.D､カ食出さ卜す､-

泉3 ルカ伊ふょ賦と費､中伊/軍港湯度(転生毎払

如一叫伽㈲nZ)叩(eF Cr(ng) Cs(Ⅰ呵)Rb(m冒) S

6

0

6

2

2

9

3

8

8

⊥

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

5

4

8

8

⊥

3

8

4

6

00

2

⊥

0

8

4

9

0

0

8

0

3

3

⊥

5

8

2

0

3

2

2

6

4

脚

賦
藤
腋
麻
､
嘗
腺

訪
席
胃
腸
炉
腎
虚
牌
手
心

庚I′一■イ

⊥

2

8.5 1.1 21.1 0.87

8.0 0.55 3.5 0.10

0.0 1.88 8.3 0.50

8.9 0.14 13.5 0.77

9.6 0.13 13.9 0.78

3.0 0.15 13.3 0.63

6.0 0.18 9.2 0.69

4.0 0.04 4.7 0.32

1.0 0.70 7.8 0.38

5.4 0.03 9.9 0.52

げナ蒜牒 7.3 0.04 13.7 0.80



舟ま♂.中仁/∫乙カ
ヒ玖J仇し㌔カヒ
ゼる｡(ニ伊逼諸動こ

おける萄萱はGと息､
さまざま弓植わ塙結チト
て㌧､る勺ご､ここではんし

ヵの考あも鵠に入トて
払』よぅ肌-)のて拷醇

詳細如皇も吏
め丁こ｡

J､阜言語
んレ枇魚でl飽

劫敬二は喪1邁は
乳こ妹､わご､助走

素(例ぇlよkヒG)lこは

敷Jふ滑ら山こ｡右し･

カほせ面識範軸誌､､
ことより､加東姉痍
功し抑しカひ生食錦
頑伊中旬壷t発とらレろ｡
しっ､し､申しカひ土足に

っ､､てしま親鳥もまtご
多く､¥の脇越知ご
騒い癖ミぁろ｡
し勺､じ毒孝におりるノJレ

カの髄由七量､､ニtし
趨瞼ろことより.

毒手碗て由宇
柑喫適勉軸勘助る
こと勺ミでき劫勤ゐ

車
庫
射

ぜ
＼
J
d

J巾＼

∫ ′0 /㌻ do

Giノ埠/晦 王朝

風lルわ細t乾し嶺トる′'と占

G)ノ噂/b｣主音



ⅠⅠⅠ人に関する調査､分析法等の研



(37)人骨中り9Sr老直につしIて

発射穆透･言希金新宅叶

★野榔鮨･巧称ヲ塚翳･田平義一句
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Tablel･Stable Sr/Cain the vertebrae and rib.

Vertebrae

Age,yr M F Mean M F Mean ra

5-9 0･276 0･226 0･251(2) 0･283 0･243 0.263(2)1.

10-19 0･335 0･335 0.345 0.345 1.

20-29 0･406 0･406 0.405 0.405 1.

30-39 0･357 0･354 0･350(9) 0･418 0･3610.395(10)1.

40-49 0･389 0･367 0･380(13)0･399 0.428 0.415(15)1.
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(38)衆永常庵今や轡教鞭欣の萩野甚乙秦尽か
身定毛車疲軟膏ドl笥す脅錦を節温

雅綿直写脚啄竹 節覇者蚤町

信彦ガ5各翻嫁野矢耕秀一甲

1魂を
食あモ釦て捜赦すろ解析接吻領の卵着席青ば′ものん宮の化菅野包かに

和する温泉丸善強夜風打乳の枕告御足ドより長方至れ各ニtLま.よく知りい

方研乳は,脅威営泌綿与力兼敏秘峰久代虎口趨雛すみ毅郎‡あよ〆客足右

≠の化尊椚鼻岬哺し′ゝり遁紹を両軍細裂綺の殉楚ド肇すろこセ盲旬的と
㌣トトものて､･ある｡

桁薇は,禾㌢サー雄丸吉頼㌔(こ悔し7′7リ示ルグルー1b一発んら

乳の摘ヨウ素軸射鵬すろたれ啓抑軋抄乳の離肇減常襲鮎鵬t

胡綾ば′珂､乾の狗をデノアの隼妻愕射桝っ打,ごりに′鴻館飽のヤ

ヨウ素名凍膏ヵあい堵孝頚のを足ヨウ素盲呵レ′乳鵡l帥し儲軌伽扱
よ乳のを足ヨウを召物壕盲塞降しR｡

ヱ鯛を祈啄の解

凍/看け′乳勿楓の寄食易1諸費鰯扱者を束す｡

訝/森′鰯餉幼鋤諦観鯛

0



身久慈巨,笹軋如･均史lセ竣凍のヨウ

素金属音乞斉し彰｡

いすんも野頑洛南酔歯<L西根裾
/い､1の席料折･ある｡
身1良し冴甘煮の㈲叫′碕葎線折線

口鼻歌与木方‰如り套号乞老増し,埠
の賭認モカう悉Lし斉しをク

射確再湖い､と卦み‡うl乙,ぁい十

旬ク､うノ如7咋〃組ん/れう寺t､lま′

的/旬月ん3～f如ぞ･∫まノブ-2勿拍ム
詣緋
∫れる｡

素を疫取Lで＼､ろ五のセ舷

J.彪泌

′雀劫サの肇竣ヨウ峯含骨lまノ淵玖雁
硝勘沌裾･夜前す各ニヒ画締｡

健って′iり度鍬こ顔号を成定す各托

れこばノ胡舶の舶几つ､-て化離村
七竹をうこ押す鮎友方｡
溺斬衡こか†柏尾ヨウ素各号｡ろ軒･

師承魂考ヰの各如ウ素魚

勿う毅弦剃掬凍ぇ勿郭如､

小lまノ今碩の頼締綿の畠ヒっをあ方.
陣･萄路卿射各線蛸足ヨウ組取離未納をことぢ銅如して′楓も

ゃlニ令書ん各級ヨウ素射し肯珊l乙つ､､Z､ま,別途壊解ヤそ､銅｡



(39)人綿錮ユ舶`Fし潰径

明環邑鞍紛巧を声一間林見土

氷層八塚虔千草吾F 薙刺子舷

1.飾言

渡雛官釦よつ了申し.にアルトニう如絹針地車上′-A乍し､承

→＼らく咋朴凍りこ‡血ていう9声′レトニ､ラム′ニよぅ蕗痩≡;･某ク宮簸ち■凪級し､う

組の基線紳ち略さヲ匂タ7｢塚勧可･人年齢すりア′レトニ､う入浸ネゥ娘

､､高が.本草餌咋キ冬･こぞ/きっプいて拝/来談糾主席下笹孝が･孝､tヒl､射し
岡地扇･1席丘してい仁人々から巧･ら血仁君偉晩春ド′‥､て2ヲ弓■ヱ叱p伏渡和訓

2.郵師観相終

弾恒=7佃ざから抑-り仁車咲･潮見モし仁ん二つ･･こ∴如ノ
坪ドか丁言割線郎千り周J放ダラ4一∨歓●川"入の絶境り′丁頼′二床

分和ま後わ句疎′二､汽碑モ蒙礪･過綻化水素水緩々･ニ混和化し巨象､t
細醐車恒働1…一■00へ子一ク?ぞツシ小針､アア･レト=ウニ

し･′冶擬したアルトウム両断ンモニワム諺焚からステンレススケール新登

与三∴三三二二二〒三三てノ､三二三:三≡子三;=≡三三三三i浩三‡ミ
･レかウル嗜碑叫卑し1叶ヱ仲粒の孝一モ鞭し仁｡
3 軋を葬祭し斉家

執新吉若は泉い二斤も迫リ7}あっ仁,

鋤から琳巴牢りユオス㈹p止潰そがl毎､lこじク廠告壬九･7･･仁が∴々まで剰ぇ

鵬かてた｡片称7順行て､-′-あ吉相えLた紙†組り.副腎叫祀の増
うベア恥確か･賜ら九仁.払順吋呵Z"あき叫.ノケ嫁史ド卑称翫増ん､パ
ユ叶叫f∋払渡灸七明夜卜す盲†え7･カ∂｡

末仁柵摘周〃観音組L仁･之紳ぞぜ岬り車喜味タス
両神ヒも林碩射トの麟′ニ∠ろペアl桁あういけそ山父上昂

の副腎ド塚り∂譲渡扱者がな､lヰ7･t比較すゴニヒがま末かか:FF.仰山ルル
木ド紡ア･レトニラムも吸入主せ碩釦鍔草ア･斥､豆周〃7ク几/トニウム産直かこ
針野卑抽¢離′こ∠ウペア欄吠埼､･舶斥し7‥き｡こ右かち是,の雛j

ニ＼う ノゝ引こ白ち わ珊/ ｢ ヽ＼



ゆく子息7-あ∂｡
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(40)牛乳の%訃ノ〟7ら男梁渡酎旋肇

裳淋水産座右産試触

★ニ､｡鯵

ヱ､郎
大声醸牛乳のみ5トノ仰G巧熱こ喝す訝略離氾ノニこ圧撤年御して街
£の乙;竣J揉箆乙経年珊,兜矧に碑しノそ机うに困与すヨ曹巨弛解

年乳り耀老衰り牽紳細5ことえ目的として萄フてレ)5ものであ5｡
離した把域(まノ把適軋眉車′富山′午餐′裔晩春=はよ乙摘固の｢ウニ

乳紳の塚畢にちたフては′触即公共麒の射互碍仁｡今臥ま′戯雄

一ダを兜勝則ノ卑醐に衝寸し′その楚年柳につレ)て硝を僧フた｡

∴デ疇

机▼′鋤慨組附射楓蛇

H.jL逼迫土釦賭産細

Ⅰ.餌舶鬼聯
T.畠山展を産翔鵬

C.摩祐眩紙座吉喩

S周囲鵜産額願甥
K.射舶産碑榊
F滴醐瀬各務

之､晰即概要
牛乳試郎,回ユに泉Lた｢乃珂の当該地域の畜産訊験錫また(ヨ健呑錫の協

射場畑硝㈲こ凍畢し測定部斜とした｡牛餌摘搾乳ヒ薇搾乳∴また値帆て
乳玖介が冥甘うのてゾ′平舟場ととうに拙(ルク･クーラ即合乳星恥Irこ｡
紹鴎

する｡
熱こよ

てしりし

ノ′一乙

攻
捗
八

爪り川牒

せ
7
､
ヱ
J

はさ引:〟7c∫の

〔
∠
プ
少
与
し

楓
甑
和
服

亡J目し
クヘ

｢ノヾ
′J〝ガ♂痩鮎むケにノト伽うして常襲壊に
ル贈で力略放化すうが､(司一試料で〟bる男性
うす〈｢u

ノ
ノ
'
一
､ノ

l
■
L
y
■

し･よ

す5

にれ朗OC以下で仲～J6弼作た｡Lガ
扮〈忙めカβと以下で原イヒを祈うように甘フた｡

ガ7八ち.剃奇才ろrめJ′仔什藷似ち孔J媛ス7山～磨1 ＼ I■rJ′
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(り 楚牢射ヒ

應頻毎一に用ガう日日までの年周平月郎プロットしたのが固2′うで
の嶺線は鯉城断乎州丘.す珊う全回平財鈍釆しニ｡邪ユキまでソ連
駿の影響で牛乳朗､なり汚梁さ机てし､た｡

梁しベル射牒L蜘頼がノ硯年後か也干

′頂爪り年回臼
ふ
T

門､hノ がら北為且のグ♂∫rと際≡
連の及突放珊よぅ

βbにJ3ヲ探しヘルに抱上昇Lたク牛乳中の9∂5←′椚良一よといこ爛～/て
六値こLてレ､弛卿､大都命であ∋∴れは′ヰ咽の利回凍え験(胤守
旧キロトン)の彩靴錮亡う訂レー∴行吸′下蜂の一途と丁こどり.椚拍

ヒ､ト∈午前に比べ應へ′易あうレ､はそれ以下に妙Lて′一足り裾レバ
してい5｡

(2)並朗ぼ化
回う､3に銅ヒあり夢に北海鮎Pβs卜′々亀といこ急し､ヒレ､うヱとは垣

根泉で倭渡してしlうとこうであうが′吉絶蝋であう知御調ヒ弟逆の中
に､牛乳の諸費駅が熟∨､と>､うことが整合されたのてい.漫内り砧把削て

乳中のβbき讃岐したとこう!肝してそのよう∈潮見でわっ[｡この翻弓
削二っしては町御中であ5｡伽旋風こつしノて【;､如′静剛〈れ順
子賛ノ杏一帖どが佑い値と為してレ･5｡

3､鹿詠
｢わが馴生乳(加ほ乳)順算惟巧条老夜乙把握し′▲ゞ将に丈じてその

〔桁叔据置を抑5.ことをヨ枇Lて萄って紺腐舶㈲如 tO数年経適
用絢爛規約純り捲く古り永劫が少忘〈甘ってさてし､5｡L札′年
形ふ′〟7仏師人工萩射乾が且]にづ)たわ〔れヨ甘く,と〈_に最近J譲如

うれす′一足しベルの男猟レ)ている｡諸君諌(及実験′′約刀鹿設の事故
ければ′そ昭三韓及曲線よ下郎一途邑たどうばすて､ぁぅが.巧欄ト2回
撒仰咋回の贋実験によリフォールアクトが希々肇紛されノーえしべ帰

しlてし､うと′号えづれ5｡このように雛のノ弓観び豚射影諸君は′件車間(欄
年)に23匝はレ､う毅タし竹重の萩実験にようとこうがタレ､だうう｡
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(41)エビ璃ゃじリこみ鴻細Ipb‰のてウスIこ如ナう
喰堰､今宿､報せ｢

屈立公舞衛生乳

出象朝日･鳥頼増

1.銘 書

払雪常食物後取､ニよ盲人塘呵毎嚇吏軒略号､ま､殿え､主ヒし乙食掛ヒ塔郎1の:!

-=打サ古疲牧･■芳年.卑せ｢ナよどの蔚卦こもとか･て抒修されZあり.貴常の食青

ソニまれ醜態の払も商号ももりで!i甘い.したが,て･もしこれ描工の勒態･こ･

卿丈､▲芽轟.確せ｢などが寛一よもL卓れば､上皇l瀬鳴埠専一ませ隠¢隈巧倶電池･こ一

他し甘あ孝一か卑カーぁ吉こじになあが●､この真にフ､lて.tまはとん広一印哺されてし､甘､

坦こご､首t耳塞･ニあいt､ま､宮樗.の食物汚染隠の人体御し和せつりモテル雲耳
遠水ヰーpらR仏℃リニみアルマエビの由も爾軌王亀倉してマウスーこ投与し､･｡もR-｡雅号

つりこ･フき､由慧の無梼-ふも払混＼1ビ向簡料ヒ41封の差異も吐詭頼朝した鮨果､=雫
迄が如られ.本現象はさらlこ柘乾､鞘細帆椋折ザ･男卑であもこじ紬フた｡

そこと●､本阜席に☆l･乙lま､上丸ド乳じて喰叱､ケ卑.袖せ｢甘と･¢埠細･こつミ

ヒリニみエビ!締料(h人下-tヒリこみ簡軒ヒ鵡耕)ヒ素鵜tクー軋混入飼瀬(山下一

料りと喧称)との比板碑射的,たりて園督すぅ.

且.細を新党の板冬

!).勅封あよひ･㌢法
帖R止(さトbシル･ニーラト掛ヒ合物).マウスくA川奈､炭軋オス)机わ

斜(8寿クレ了報紘一乳)lよ､いす･れも僻事乳こ準じ､またヒリこみ顔料如銅

の細微も覇梼に行った.

鴻鵠の轡滅ヒし乙tよ.ヒリこみ食御車よむ竹野盲摘も.給餌姑匹のマウスに射

ゼて最長り何句まで領海しこの1割相良鳴吋ごヒlてら呵D個咤才･｢もじ隠したりち

およげ各卸位功里･号ヒ奴射髄き剰ぇして､各軸施の毎号軌合(〆)､l｡も臥浪漫(｡

領科に軒如堤鵠ヒし､あよ甘･"と払分布専≒隻也した｡きた.この廟硝化確喰咤孝司

的ヒして､各晰り射句境手簡篭り各ら個穣′こつき.･～･んヰあよか･及ヤー鴎払狩射術

そ･れ事｡,は｡)を与耶那良し.見ゃ郵ビフ咤t比イ(F｡†山)l絹虫した｡

一身､報せつ¢利息は.上皇已に埠じてり臼伺筒音したマウスに討し.あらためて
性句基礎餉射ち夜よして;ヤ白l副融もしこの由れ産晶融こいせ_､こL～t｡佃虎☆っの々



かん/尿埠せつ吐(冨色ノ山)も長め.嘲鴫(ネ〕tまこり軸七つ吐ヒ上皇L混和･り

5最中如｢比ヒがら細こよ'一触し畏･ 品(け思)…0

礼牽検宛積

ます●畏転!て､放射性各節劉ちマウスに芝れなtれ7匂1東塔与して盲言軒こ打者る今]

各老粒¢l-♭吼薇紬牡与刺良した無軍.ヒt)=み偏軌こ1釘ラぁ掲塊町ま生年よよか･メ

も軒幣筒籾より今範坤ミ軌古でみt)､-す告辞謡の常吉tともヰ～?冒ご･巧､甘辛㈲

卿鋤`腎トれた｡乞して 平衡綾における和也〕匂およひ●餌卿可の鴻鵠ヒしノに､如育ち1

があり(もl)､ヒリニケ句碑で-ま野,肇､醸.碑.笠碑鴫､掛匂およひ●為朝沌イ

身より如轟であ)差→りにi寸して､対韓叙勲て･tま如P硝化電がも侍ち吊尋に弓さ･れ

く=ことり:み態科錦ぞtlま対閻飴鮮より的㈲徳山上も高唱であり(芝★叫師

この鮨暴かウlウねじりこみエビ均塾取晴¢碑象着色は碑または帝廠ヒ翠=軒さ九､j

エビ勾¢喀.含(従ぇ牒三雄P勧竜ヒ!可勝夫･重陽)ヒtま電場ぁこげ巧か動ち九た｡

フさ･ド､この㈲の各軸俺こ-!ヒ小l一叱今年車を官吏した矩果し泉ヱ).土立掲施t

に部也㈲もよび転掛割†こ蔦養うぐ写ら九た.亭零わち.各釦科¢揚言ヒも′告喜一暗化1

の滝メrkか各与咋よl-も轟く､この碑わはとくに肘うだ妄蔀料の常吉に苺鴎ご･み-､7て｡

転和すの妄乳に吻し～-ま.ヒリこみ毒訂蝉ハうヂ竹筒転劉よ･一合般帥こもく､こめ丞

くド碑tこお･･て篭しカ､った(呈九むれ紆bヱ.ら¢,∂.02≠).

一身､ヒリニみ鼓舞ユの見やlo♭‰碑せ｢としは.与甘1=与甘･平射こ達したりに討し
髄樹では!甘ご･平衡ヒ甘･)これらヨノ御をにおけわヒヒの倦は首藩馳て･-ま山沌?士

碓鶉で!ま♂.0¢与土β.¢拍であり.鳥妄をえした(撥軒端如如都連豪td名相.年2イ

フき-●･こ､合意時連続投与鮎郎もの今争l=丸けさlOわ軋の報せつ格み車せ剰良した吾

t)､重態科の埼合ヒも転華(1日鴫まで)lこ寒波(ヒリニみ宙やで席わユ頼,妄

てtlま和けかこ載ケ)した¢ち和前項筍tこ紬り､軋鳩恩融解宣≠凍れ的中Jロ､乳打

てからti甘辛衡に渡し､一塊払の鞍亡｢はrまとんど泳省ら九甘くヰよつ尺(乙れを･れヱ∴

久!エ土♂･叫¢).なお.=の々短捜を直Utて窟偶ね贈では.篠針=ヒヒベ･て為し`

ちテしヂ｡｡

一方＼各軸他の残存車の触選一略転科の場合ヒも.上皇t宣身の務台ヒ甘棟､細
田絡まど｢に鳥喝したのち郵載噂育ち示し､ニわ句ヒリこみ飯村ど･!痛帝餅よ一

にもゆど･あった.

なあ.ニれち¢結果がう.上皇Lわ郁もよ情動感官野㈲の-ウも軋の射惣埠竹竿減如`



足掛ま名相､/9側,f≧∂･∬)z岬あり.い才･れもふん中味せフの女ダー最守より多,

農相こ､こ¢かん/鵬巨せっ虻し葡庖炭中軸七つ吐かち和ヒ和郎丈卑≒如し′

ヒリこみ餌科が→/ワ･空士サケ¢,村野餌和がク.り土β･7¢乙--(l･才一れもど⊇…ぎ).1

鶉より申ユタ倦ももいこL〆協観された.≠み.執為の偵はエdRf葡篭埴(り｡)l

ても取結あ確ご･あぅ｡
3.籠 藷

東落¢払巧竣勧わとして∴エビ†句中にいJニみ浪鴇させた状態ごIは､l｡セーの;乙ウフ

にか†き咽喉キー寓､根気1雄P奉告に襟帯されZl･さ寓祐lob払雅人爾柳≠悶の喪琴

よりも蔦しく島く､一身で乙の嘩せっ車lま鴫い｡乳¢ため.こう状態どの-●も･まで

¢草地乱入q揚′合よっも隻疹一句･こも漢鴇されぁこいこ甘さ｡また､マウ乙¢確内ll

熱線和也も醜Ip叱し刺L嘗｢とは畏なり.碑な､tし埠峨が阜も島5､)た.レたカ

′左咤がlob‰し-)こみエビ礪七親風しr=場合¢凍良鞄垣.罷え単組患わよわ卵串
微衷のエ亡RPお葛lこム叶も卸和睦ヒ1まかなりね食うさこじ鴫もに子卿されも｡

つl･Zは巨1嬢軒ヰであl).また上ね飯村一句にあー†畠痩紬ヒ韓せ｢穣楓町桓畢に増

エビ嘲ヤヒリこ中触l●セーのみを即態､性祇などドつl･tも頼わやどあさ｡

もL一九混合簡村立錦粗銅如マ毎如も叩も叫御伽鮎)

l無比りこみエビ簡句碑
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(42)環境放射線解析に関する基礎的研究

理化学研究所 ※

浜田i章二､ 岡野真治､

加藤武雄､ 熊谷秀和､

1 緒 口

環境放射線は大別すると環境に存在する放射性物質に起因するγ線､⊂

主成分である荷電粒子ならびに中性子に分けることができる｡このため

においてもこれを分別して情報解析をィ丁つており､特にγ線についてはニ

~スペクトルの決定ならびにこれにもとずき線量評価を行った｡一方原

め､さらに高い精度で情報を得るためひきつづき研究を行っている｡

現在環境γ線に関しては方向特性に関する情報を別にすれば､､球型の[

体を用いたスベクトロメータが最適で､これにスペクトル情報を実時間

できるスペクトルレコーダを組合せ､現場で測定し､さらに結果を解析

とによって目的とする情報内容は満たされるようになった｡宇宙線に関

は国体検出器のスペクトル情報からかなりの内容が得られるが､今匝]さ

子線情報を含めるため､スペクトルレコーダの記錦の一部に中性子カウ

数を同時記貸することが行なわれたQ また環境放射線に閲し､さらに精

を知るための基礎となる研究がイ井せて行なわれた｡

2 調査研究の概要

研究内容は /､環境放射線に関する基礎的内零についての研究

よ､代表的な生活環境における放射線情報の実測

3､環境甲性子に関する情報収集とその解析

≠､上記の研究に必要な測定系の研究開発

などであるQ これらの内容の一部はすでに紹介しているが､今回紹介す

主と して中性子に関する情報､ならびに測定結果である｡

(り 測定系

環境放射線情報を得る測定系は研究と実用面とがあり､一方特に現場

いて測定を行う要求が多い｡このため任意の揚所において容易に測定で

系を利用しなければならす､この目的にそって研究開発が行なわれた｡

測定法､基礎的内容に関する情報を得るためには主としてA即-ⅣIM規璃

モジュールの組合せて研究を行なった｡研究によって得られた内容は現

て測定が有効かつ的確に行なわれるよう目的に応じた測定器､測定系の

を行ない利用したQ すなわち､基礎研究一測定器開発一現場における酢



製品化がすすめられている○ これは現場におけるγ線スペクトル情報な

首線に関する情報の一部がスペクトルの解析によって得られるもので､

線に関する情報を得る基本となる測定系である｡この測定系は現在さら

加えられた○ 第1区=ょそのプロ､ソク図である｡これは従来のスベクト⊂

おけるスペクトルの特定チャンネル(通常l,2,3の偲チャンネル)に計嬰

時に記錦できるものである｡これによって中性子計数管などの計数情笥

錦する一方計数おとしを補正するヨ白勺で入刀信号清朝を処理して記錦寸

進加されているQ これによって従来に増してより多くの環境放射線に傑

を高い計数率にわたって測定することが可能となった｡

(2)データ処理

データ解析はソフト面で逐次改良されており解析がより迅速にかつ葦

内容を引出し集約することができるようになった○ データ処理はγ線､･

必要に応じ中性子線やその他の計数情報を実時間で同時にひろい､こ､ォ1

lよソフト､ハードのバックアップのもとに迅速に解析することができ､

利用範囲は精度に応じて拡大された｡

第2図は測定データの収集ならびに解析のフローシートて∵ある｡すな

で測定したスペクトル記錦は実時間で研究室においてスペクトルを再額

この際スペクトル収錦時刻を自動的に入力し､波高分析器によりl分毎･

トルを電算機利用可能な標準磁気テープに記錦する｡記錦は現場におけ

刻にあわせて記録されており､時刻と測定点､測貫場所の情況を照合し

ることができる○ 昨年の報告はその一部で現在引きつづき多くの生活環

な場所での放射線情報について研究が行なわれている｡

(3)環境中性子線測定

環境における中性子線の行動は環境放射線のうち最も情報が少く､多

がある○ 基本的には中性子線のエネルギースペクトルと方向特性を知る

るが､このほかに中性子は環境物質とさまざまな作用をし､その現象は

る｡

環墳中性子の情報解増1ま巻本として(l)中性子線･の選択測定(2)エネ

スベクトルの測定(3)､方向分布(4)捕獲γ線スベクトロスコピイである｡

ここに紹介する内容はこれらのうち中性子の選択的検出に用いられる

管による宇首線中性子成分の測定結果て∵ある○宇宙線中性子成分は地表

いては複雑な現象を示し､これについては理研宇宙線研究室と共同て研

められている○ 測定は主としてBF3計数管と遮蔽ならびに減速材の組合1



選択的に検出するBF3計数管によって検出可能なもので第1表は測定系ク

目安と なる｡現在これらの計数情報は上言己スペクトルレコーダの措定チ

(3を使用)に記号録して情報を得ている｡

中性子はこの他環墳の物質と の核反応(捕律)ニと もなってγ綿を放出1

が多く､このためこのγ 線スベクト ロス コ ピイ は環境中性子の行動を知

と なる｡こ のγ線は通常数MoVのエネルギーを示し､王茅場の訝射性物質に

γ線に比して高いエネルギーが多い｡このためγ綿スペクトル測定に利用

31n｡球型ⅣaI(で1)シンチレーショ ンスペクトルの3MoVへ10鮎拍Ⅴの領域の

用される｡一般にこ のエネルギー領域は千首頓成分の荷電j位十や光子に

を小す｡一力中性子に起因する捕獲γ糠の情報を得るため3MoV,5MoV,=)M

吸収エネルギー領域の計数をそれぞれ Ⅳ3,Ⅳ5,Ⅳtoとし､E占=Ⅳ3/H5,K

Ⅳ=〕の係数を一つの目安と している｡大気中の宇宙線についてのこの借l:

と もに変る｡こ の値は地下､構築物､連蔽体によ り変､り､これに関する

の測定を行った0 第3図はその例で大気球による大気中のKtoの高蜃変イj

にⅣ3,Ⅳ10から訳タ)た全方向強要を示した○

中性子線のエネルギー情報については現在中性子スペクトルを現場で

る測定系の簡発を行なっており､γ棉スペクトルと同程廣を目標にスベづ

報を得るための研究開発が進められている｡

中性子の場における測定に際し特に注意すべき点と して検出体の放.射イ】

ⅣaI(で1)シソチレ一夕 においてはl万mの高膏でl時間の飛行によって検出

う素が宇宙線中性子によって放射化し､その寄与が有意(数分の一世8d/

る｡ し たがって測定:場所､測定対象によっては測定系についてこの点を

必要が生ず る｡

3 結 語

環境♪実射線情報リノ解析は従来のγ線に加え中性子線に関する内容を含き
-

■■ヽ

■1一､
が行なわれた｡

現在中性子の棒出はBF3計数管の利用､中性子捕獲γ綿スぺクトロメト

っているが､直棲的な中性子エネルギー._の測定がてきる現場使用の測定

開発が併せて進められている｡

今後の課題と して特殊な環境すなわち水上､水中､空中ならびに地下

放射線情報に関する研究が予定されている｡



第1固 異な

中性子測定用

計数管

る寸法のBP.3計数管による宇宙線中性子成分の比較計数

字音綿連続観測用

大型計数管

BP-28

環境中性子測定用

大型

(Qpn)

環境中性子測定用

中型

中性子レム

4.8王DXI9Iom3

18.5mⅡ旧g

(F℡1979:03り9.)

R∈;-Pl-t dt3

5.080DX3l.12

70mmHg

(門1979:03;19)

減速材

(ポリエチレン)

海面層‖蒙

RS-Pl-0809

2.540DX20.d4

400【nmHg

(和 一979:03:I9)

S七ud8Vlk ⅣD

(1975:t

17.6+0.d 5｡9+0｡2

データは羽田一岩匡=笥の値で緯度効果の補正はしていない

第1固 改良されたスペクトルレコーダのプロ､ソク図

第2図 スペクトルレコーダによるデータ 収集とデータ解析
収録テープの巻き も ど し

収環開始時刻の言己錦

← 測定点､測定時刻の記録

言己環テープの持ちかえり

!己弓録チーフの巻きも ど し

再生開始時刻の入力
く りかえし_測定(通常l分 間

0

測定終了 電算機用磁気テープに測定
ス ペクト ルの収く録

電軍機によ るスペクトル解析

め含を

)

亥

隋

時

王求型ⅣaI(Tl)シンチレーシ ョ ンスぺクト Lコメ

データ解析 (スペクトルレコーダ)
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(43)原子乃ヱ短詩周辺.の凛兎放射線モニタIlング

の基準イこtニ喝する附帯都究

釘ヨ宏人原亨力菅生研取説金

環席モニタIlンヴ爵査専門吾胃全

山 県 登 他

1.議書

原子乃開亀利得の本1亀イ亡亡件()､原子乃提言鼓風辺4王民の鹿.東互守り虎魚の傑

亡∴n､頚痩放射線モニタIlングの.方乏､剰定結果の評低基準写lニ係盲指針の確

公宍団体･巨tょじのとして闇係方面より守覇これて()ヒ｡

二れに閃し原書刀車胃会は隠忍53年1R､平常専におけう｢頚兎放射線モ

ゲl二間する1昌針｣邑作乾した｡

しろ＼しながら､ニの指針の運用に当tj帝詑笥の増補の也苛性げ生じてきてt)

まと､繁急笥1二おrJ舌頭む亀モニタ1｣二.ゲの基準化も弘専と三れてきた｡

ニれら義博琴芝積まえ､前記指釘の何歳の1亀補邑目的ヒしE｢ヨ愚塊取射線モ

ブ､に関す5‡邑針の増扁甫(栗)｣およぴ､囲および正方公共団体等が稽閂すること∴邑

仁｢緊急専の鼻積モニタIlシグマニ1･アルの原曳｣作瓜のたの裾討五行,た｡

2.書観魯研頸.の概専

当協会･環j竜王ニタIlンケ謂奄専門奇胃会にお=て学識経韓毛を干岨lニノ瞼討て

もtニ､各氾方自ラ呂体･および各電力の環鬼1荘射線則包耳旦当為包含のた会読星間催L

瑞軒射線モニタ=ングに閲すう指針増補倭)｣およ甘､｢緊急笥の虎魚モニターlング｢

ル原棄｣邑作成.しと｡

J久下に乞の主な項目邑芹しす｡

l)虎魚放射線モニタ･lンゲ亡蘭すき寺島釘嬉補儒)

A 環境放射線の測定

A-1 空間ガンマ線量の連続測定法

1 概 要

2 測定器



A-2 T LDK:よる空間ガンマ線量の測定法

1 概 要

2 T L Dの概説

3 T LD忙エる環境放射線モニタリニ/ク

4 T LDの校正

B 気象委棄の計測

C 操業前調査

D 試料採取忙上るモニタリンク

1 指標生物忙ついて

2 環境試料の保存忙ついて

E 測定および測定法

1 空間ガ/マ線量率の測定における3αの考え方

2 全ベータ放射能測定について

3 測定目標値忙ついて

4 放射化学分析

F 被ばく線量の推定と評価法

1 放射性物質の経口摂取K二よる凄ばく感量

2 放射性ヨウ素K:よる甲状腺破ばく線量

G 核爆発実験直後の放射性降下物

H モニタリンクデータの書己録様式(例示)

2)緊急笥の環庵モニタ･lングマニュアル農具

1 モニタリ∴/タ計画

1.1 被ばく経路



2 緊急時忙おける環境放射凄お上び環境放射能測定法

2.1 車両に上る測定

2.2 船舶に上る測定

2.3 モニタリングポスト

2･4 サーベイメークにエる測定

え5
積算藤量計忙エる測定

2.6 試料採取に上るモニタリ∴/ク

3 影響範囲の推定方法と予測被ばく線量

3.1 必要を情報と日常準備ナベき事項

3.2 推定方法と予測被ばく線量

3.3 推定忙参考とをる分布の特徴

3･4 予測被ばく線量評価の実際

3.経書島

本草庵作成した二つの保)とより､平常笥の】象鮒射線モニターt ンゲの一馬の

らナし盲～ニとこもに､雫急草における】章魚モニター上ンゲの基孝イヒの白金がEっ仁も

られ.る｡



(44)DuoしLteC-〕によ引レビジウムヒセシウムの分離
一触中の′3クCsの蕎漫-

(財)白梅碗センター

★か峨司･叶ヒ飯ヒ･宮野敬治

1緒 主

朗翻中一りcsのβ鮎胤こよる定量叫鼓如､沌シウム宣命触精製
的前処理郎車であり′軌こ天鮎存如5才ケR♭この分敵よ窪晋であ5.こ

殿法こイれ交嬢細胞カラム法を組み合わ性た,細化学分私法力庚属鶉なわ‥
最軋けR｣の駈に欠く鼻ので毒ないイれ交腰細BL｡-ト改印の穀温水

入手産髄と在)たので′これにかわ5ことのどきうイオン射紬恥の検紬望

材ン愛娘蜘旨を臥-うアルか痩属イオンの梱互分触は′D｡仙eX∫0-
DこcLLon SKヰJ,Arn』eトLLtelR-100笥左内い孟力法b(あ5.これ5は

も超作鯛根い,ルビジウムとセシウムの分飴ポ安全硝含水あ硝Bし(
如にくSぺ使削にくく′モのままルーヰン分机こ産卵うこいユで主ない
演名5は,D㈹L加仁3の朗遠地の遍鵬にフし-こ′ヒシウムの拗娩学外

触長軸した･D"0し加仁一3が最もよい納豆射れたのでノ潮路碑&
淘の分新へ舶した場合l｡フいて報色寸る.

2 諭査静電の細事

(り D仏0しtteC-3によ5セシウムの分触

功一tに稜qの鰯にあけ5,ルビジウムとペンウらの溶敏也を希寸.
ムはい寸"れの場合毛′ルビジウムり前に溶絶ごとた.
厳冬くの紬摘時に布なう〔博の斜碓務にぉいては,塩崎闇に布石えノ

卑どある礼モれにもまして,溶離竣成び温鮨納少鮎,た時にも′j
凍ボ律sれ5プ湖法を舶ヰ51璧専ボあう.これちのここかSノかウムこJ
ムの瞭去武0･柑M塩酸より短疇簡綿なえ′その鮎終了後′ヒシウムのミ

まて､●に約50最の余裕dであう0.55M塩酸左鯛疲乙した.

(旦)環痩試料への舶

D山山te仁5左飼い乙環蜘(日寄食,鴫,人毛Aミル7,野菜′上

の即C占の分椀挿な,た.



鼓弓OOれ足で力l】ウムてルビジ

ウム等え汲し､出し,最後に3M

塩酸300融でセシウム直感髄

Lた.

長一lに朗詠料ヰの′"cs
をDu｡しこteC-3棚盲カラへ皇帝

いた放射イヒ曽分椒法により敢量

Lた泉石農と舌耳.比較のたのノ

同一鼓如札束のBLo一トeX牛0
と用いる方針こよりま浸し続た

凛毛えキ.

3 結 語

巳常象,魚軋入≒ムミル?,
野菜,土最期醜読札こ含まれて

し-る′"csの放郷憎錦にあい
て,Bし…eよ仰のかわりlこ

D止0し江e仁3互乱1ノ油邑七結

果ポ碍5れた.向収率は高く魯魚

しミあり,ルビジウムの混入も熟

ゎsれr,ルーヰシカ叔への庖司
も十分可能であう.その壌偉に専

寸5暁闇は,Bか柁よqOの場合

にくSベ3暁闇程最短締どミた.
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1
溶触液:鵬OM

G ヵラム高:180Ml

流出量(れ且)
tOOO

同一1はジウムとセシウムの溶恕

カラム径:15冊,流速:5

K十:2才,緑:5ma,Cg:

カリウムの感触軌よ聴いた.

長一1環痩紬ヰの即Gの吏量法泉

本法(Duo山eCr3)

即G(咋/伏鞄)

後東泉(B山一旭

lラりCs(pGノ偵法

ユ0さ(灰) ?5.4 5.0±0.う ゞ.1±0

30如及) q3.3 6.5±0.ヰ 6.q士0
ヽ 十 十



Ⅳ都道府県の放射能調



(45)jL謹適lこおり包赦舶能観象

丸森遁五衛生珂灸竹

専私書門別一を如針

7 鰯吉

蜘舛年度(椚?互4日へ･?釦卑開)科学及桁行峯鈍にょる瀬射窮錮直の欄

缶する｡

Z 観象の概算

(-)顔査対象

句祖･上水･発火･考水･題名エ､工泉､倹満身くつし､て食べ､一夕赦純

牛乳-てつし､てtコIj-ユの薇密命祈を竹飢､､モニタリブフ､ガストみdび･∑⊥テ

ンけ一べ､イメータにょる里嘲親登季の判定を行なフh.drて本阜及Jリ食軸

lこつし-し?5トム占び-Iヲ℃5の薇殖分布を行匂フた｡

廷)割定石蒙
全ベータ薇射阻ヨ､新嘗及桁方鶴r全べ､一夕薇解籠剰定乳(服和ぎ特攻竜

l引工lプ広橋碗｢薇抑圧ヨウ是々竹ゑ｣(阻細見丘改訂扱)､?0ふ明方魂rカ

トロニテウ人命刺菩.(頗糾9年改訂皮)､13℃la折鶴r薇射性てニラ八う

(堀廊引阜設前額)lてそれゼ､れ抑フK｡星間魂遵奉lてつし-(伯シュテL一三

~ベイメータlこ占うオ急､あ､よぴ､モニタリエフ､末ストこょう痩躾刻灸を門零フ

β)利良策遠

年M軒数洛:アロ刊丁`0-β(細一之rOうA)7日刀丁ワこ一暮〔圃左フ

祖師碑丁易∴用丁ケDヲ塑

シ⊥テレノ≡′召ニンⅤ一ぺイメータ:泉芝5〔JわJDB

モニタりニ7い斥りスト:洛工通P5-5うZ

低バ､シフ7､､ラウニド敏如能匂勧刺良策巻:アロ札B⊂一斗5ト聖

卵 割定布製

づ､南水中の全八一ヲ放射能

札健在にお口ろ砲火(定時鰍.)乎の食べ一夕放如捌定席舶泉lに方
ロ､各摩蹄榊の食べ一夕薇如降

着確御中の全べ一ヲ薇如御絶索郎一箱して泉ヱに足す.食掛てつ上

申kの骨身乞食む協どあるが.惇l思与=酪=.惑をr-､lて√ゴ.,レ



あフrて.

ニ､金歯乎の?ク5巨おJひ､tう7c5

食品ザの?05トおよぴtう7⊂-5利邑鹿巣を泉うlて貪マ.

茄､如機屋孝

和後車▲て打l了るモニタソニ7t一対ストおdひ1三ニテレーショユウー∧､うノ

る見離線握埠の刹色魔泉を馴lこ京マ.なみ毛ニプリエフ､ポスト.こついて
舶リ夕月ぶ83て小､凛劾rての剣良を平均し丁く.

表1 雨水中の全ベータ放射能

年 月
測定

巨]数

降水量 最高値 最低イ直 平均値 降下量
※

mm

※※ ※※ ※※ ※

mcl/加2甚1/1

I79 4 7 37.0 78 4 25 2.18

5 8 38｡0 62 11 31 1｡08

6 7 48.0 81 9 29 1.83

7 7 85.5 57 2 31 2.64

8 3 41.5 53 7 25 1.94

9 8 138.5 102 0 26 1.23

10 9 194.5 62 0 31 2.61

11 12 102.0 65 0 31 2.50

12 7 41.0 182 0 37 1.46

､801 17 110.0 80 0 23 4.07

2 20 146.5 107 2 29 1.91

3 12 117.0 1劫 2 38 4.:孔

策 大型水盤による1カ月毎

表2 各種試料中の全ベータ放射能

試料名

上水(源水)

〟(蛇口水)

淡水

海水

海底土

土壌0′､､ノ5cm

〟 5′､､ノ2(bm

牛乳(生産地)

〟 (消費地)

はうれん早

大根

精米(生産地)

ノ′ ′∴止卜森象⊥l｣ヽ

採取地

棚
斬
研
新
″
幌
″
″
″

L
･木｢

町狩

〃

〃

石

※※ 6時間更正値

最高値

1｡54(0｡12)

1｡13(0｡01)

1｡20(0｡07)

1.09(0｡03)



表3 食品中の核種分析

試料名 採取地 単位
鋪sr 137cs

牛乳 新得町 甚1/1 10.5 46.8

// 早来町 〟 15.1 19.0

〟 八雲町 〟 5.0 16.5

〟 幌延町 // 7.1 15.1

〟 中標津町 〟 12.7 96.4

〟 旭川市 〟 4.9 8.3

ほうれん草 石狩町 Ⅰ℃1/kg生 17.6 2.4

大根 〟 〟 卯.4 2.7

コンプ 泊村 甚i/g灰分 0.14 0.16

4 5 6 7 8 910111212 3
'乃 ℃0

図1 空間線量率の月別推移

(■トOp6モニタリングポストr料力R/加シンチレーションサーベイメータ)

5 席蕗

本五度の鋼離捷l三嶋鼻康ヒほぼ恥てあり.埼K英断コみられ′Jかフrて｡ヨ

年度よりえ赦しrて顔中の℃｢ぉょびl聖51てついて臥才軋lて北嶺毘爪みウルに

鹿K啓一こ轟い卸ヨ老細られりガ､っrく･



(46)毛森酎こ和丁る着飾襲訴冬

青恕嘗諌査亨砺軒

根本正晴柵推称村上考を

J観言

/デフ9年年月う､ら/アぎ0年ヲ月まで･の科学花街斤奉弥=よる榔頴査の接客モ
よ 鵠査甲如微官

fり 判良温置

年Mミ牒濃厚

シンナぃちンサヾクメータ

玖範呵藍

モニ7リング抒スト

略/ト/フグランド旬勧剰え吸置

アロカ徴Tp(-J蟄
イ

TC5-/よ/C里

日立製 RAH一陣ろ蟄

官‡過敏P5-与う∂型

アロカ徽LB⊂一年うヌ聖

拉)諷餅像
雨水 上水食品簸落水藩壌土 土壌堅間線量

(5)判定方法

教師諏翫Jび男り糾 科学孜祈年鮪｢合イー9放射髄判え乳(/97∠
庵射性ヨ絹介都丸(′ダム7)ドよ､モ｡

桝細査縛風

上見時確和よう雨水り剰ぇ林泉モ泉川示す｡

ロ･エ水食品額海水海埼工土壌り判定箆果t友よド青Iす｡

′､.堅碑橡菅の判え矩泉モ泉うーこ高す.

､年乳中の′うー工剰え楓モ泉牛ド話す｡
う 鮨 読

本綿呵風難攻畜なく､紬毛榊韓和琴卑はりうれ細った｡
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(47)叔田鹿ヒあITち放鰯邑姻を

水路度新郎芦憎御苑行
線又良一 武臥三相 t豚

武藤傭チ北株巌卑

l.紹透
昭和幹穿薇U弥車)妨.う)に乾酪レ左舷射絶升放線払挽専亀薫レ

2.綿査調軋各.

tl)葡査幻像
雨氷.上氷.淡水.上療,農畜産物.海象彩陶.鯛絞首

¢)刺貴方法

乱桝蘭蜜如び頒侃訂′輔護衛充綺つ如才籠癖頂音〔8
額).甘ぐタ桝屋煉法(好餌引阜)｣働丁准ストロシナ陶づ

し綿ケZ射｣｢N仇工(¶)シ>ナレナaJ☆ヾ7トロメータ聯錫
4?阜)｣常まこ孝げた.

(剖剰え綻置
GMき博東芝:創OK久ⅧC10l.ンヰレうヨメトベイスづ:Alok.

-I21C.毛チタリングホ須:紅風搾卜与詑,紗ヾッ?りうぅヰ鞄動
乱凋0払LβG祁t.液葛餅港:日立ヲ鍾

軸湖東冷泉

イ.東時凍鞍ドよる和く♂)全β飯村籠を表仁朗紘臍甲の金均
嶺2ド不す.試科㌣のタラけ咋阜才ぐ/､タ/､咋諌取レていた

｡､幾等梨卜笥㌶妾禁蒜乙加東夜レ軸ノ＼.牛乳(穂恥)ヤの刷工を各年ド示す
ニ.キュウリンケポストドJう湿気垂線の室風線量ヒ.ナベイメータト

空節線豪を匿=ニ印･
3.賭緒

本顛即′磯臭験ドよ痛響持勅､った.紙全般ド各萄粁と竜泉
け絶剃⊇木す前年同席吼レヾ明こ碓肇レた.
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(48)山∴ラ県における放射能測定調査

山形県衛生研究所

堀岡 拝和･武田 美

/.措 口

前年度二にひき続き､昭和∫半年年月から同∬年J月までの顧問に実

科草技術庁の委託による､山形県における放射能調査について報告す

2｡調査研究の概要

(/)測定対象

雨水ちり､上水､土夢､日常食､農畜産物および海産魚貝そうなど

の全ベータ放射能ならびにサーベイメータおよびモニタリングポスト

空間線量を測定した｡

(2)7即定方法

試料採碩､前処理､立ベータ放射能および空間線量の測定は､科学

r'-二享｢全ベータ放射能測定法(昭和∫/年改訂)｣･､陪和∫享年軍政周能

画書および科学技術庁の指示によった｡

(J)測定夢.置

雨水ちりおよび各種試料の全ベータ放射能の測定はG加計数装置(A

TDC-/仇Z型)を使用した0 また､空間線量の測定はシンチレーション

イメータ(A10ka TDS-〟/型)およびモニタリングボス､ト(Aloka MS】

-/ム占0型)を樫′弔した｡

(享)調査結ギーt

雨水ちり全ベータ放射能のうち大型水盤による/箇月ごとの測定程=

囲/に､知■膚採巧=こよる降雨ごとの澗定額果を表/に示した｡また､;

料の全ベータ放射能測定結果を蓑∴Zに､さらに､サーベイメータおよモ

タリングポストによる空間椋声の測定碍果を囲2および囲Jにそれぞj

た｡

J･洋 語

本年度における､雨水ちり､各号試料および空間椋量の測定結果は､

までの測定倍の平埼値とほぼ同程度の値を示しており､異常は認めらオ

った｡
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表/雨水ちり全ベータ放射能測定結果(定時採故による降雨ごと)
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表2 各誌†試料全ベータ放射能測定結果

試 料 名 採故地点 採坂年月 単 位

0 一- 5cm 山形市 54･ 7 pCi/g乾土

5･-20c皿 54( 7

上水(じゃ口水)

54･ 6 pci/1

54･12

わかめ 54･ 6 pci/g 生

さざえ 54･ 7

大 コ限(根) 山形市 54･10

らきうれん葺

(葉)
54･10

米 (精米) 54･10

い か 54･ 9

日常食
54･ 7

54〔12

牛 乳(市販) 54･ 8

55･ 2 0.8



(49)食感展ヒ訊†硝東騨

亀城蜘

都心 力 飽水東

㈱栄一 克司晃÷

1.韻書
前年度に引写親王､蹄F斗年直に速射喉施しモ科挙故瑚鮎棉

空顧旨守ヨ｡

2.禰宜の橡

日)鯛董の東泉

南米､土壌､ノ金港Kつ､ぺ郎奴練乞､席軋にっいて蜘難行,た
かンマ卸韓去阜馴軋かンマ調練絹鶴亀て渕良した,

㊤.都塵去玖

割半夜餌守編｢谷ベータ泉郷愴玖(1うアイ)⊥みよび､r工別の帖
かンマ鬼スぺワトロメ一夕ヒよま迅垂判定洛Jによ,た｡

西周恨格

イ､ふ∧一夕瀬紫蘇

口.サンマ摩韓
‥

′＼.がフマ汁凄痺
‥

ニ.扱涜神

オーいぃ･70ルチェ)ジャ付与噂教委遭
(アロカ さいフクZ′丁カC-∫0/)

仏工(ゼ)ランチレ;′ヨンサ｢ベィメーノ
(アロカ TCJ-/2/C)

モニタリング､･永スト
(アロカ 〃力点-/り

ヲ簿ぺラ"仏r(Ⅶ.)シシテレータ銅小､〃C月･

(〟パユダ どシー巨ス､〃CパノβヱCズロ〟

j〃3ノ

吟蕗芙

両軸よ噂伺摩下物礪葦と妻1トネす.鰍11見辛も､野師患

貴ユヒ土阜､廊句点緩も禾す｡

かン鰯牟は最3ヒ禾すようK与､2〟`､7♪%石峠串良亨さと同
ルて弟う←モニタリけ禾ストドよぅガンマ.撼は由時した｡



3.産金

5皐阜虔の孝尊仁和け三通海亀レベルlま､序ゞ碑年喪綽と同葡ヒ椒し仁

､両軸紺R綿下躍咋qネ挿解約t.易守らかk準博り東ケして､､
灸､ひき最強ケ傾向と舟け､ふ3いは祐喪はた寺kネスブリ>ノニビリ
弟､てく､朗廿衆如てい5ふうk鮎ミ功かの判断け､A径のデータ竜待
ミとK育うう.

鼻3.ガンマ牌
(鵬内)

雪 月 ♪払

ち互.10 `.う

It 5.?

一之 ら.王

事う.t ら.号

ヱ ら.`

3 ら.?
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(50)痴易侯.ころ叶ろ玖村絶鋼査

線名塊東を〃てシタ一

飯¢祈宗.封書毅考.河甥繁密

伊東 弟.｣′ふ､苦み 藩1食感入

l.鶴

形如拍キ風t:瘍須珠が賃率しr:前審夜噂存凄貌り荻緋閣奄入び奈3か≠

丸の緻附乾の頭重洛凍乞l考イて報為すち｡

ス.調査ク磯牽

(り 渦動絶

イ･粁ぎ才知紆姦敦詞怒(塁間婦摩孝､海風南本､硬｣.エれ簸れ

ネ.涛ネ.藷蘇エ､思.(鵜殿串､碑糸車_ 六j

ロ′′如ガ然彩吋紅顔杏/嘲絶車､壁間頑周肇屋､惑滋孝､修エ､1
常幸.水､遠来､強姦土､諺･草生椚､g､､玖
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(51)身城跡二叩る柳細各

務棚広客超好色ンダー

葡本初ケ

/.線名
舶l二′か子勧移あ∫¢烏痩の如銅濃緑ひ躯専業ド客ナl､て

芳銘の解うオ施後項血埼席鋼変調び射線ドき碩御如突発戊.ニュ

貿の雅各忘雛有ろ.

～.額緬塊の概各

(/)創建オ該
飲料欄外琴′′銅線倫剰如才ひ彪嵐瑚け壬としt耕触紆斤碩針

桁セ｡薇獲け卿拍射し塚珊狛いノ如た｡兼印しセガ促審lて
細線蓬l碑紅リア毛ユダー〔軸潜血Ⅰ(弔ノノノ凍軒絶家丁ルノ金

画伯庸雄遷ノ扱凍の刹如励(､､t′タグてフロー盟訓潮風ノ液体テン

ヨシガウシダーかょび､由半身体鰍筋ど訴ろ｡
∽刹軸租

十叡離縁

幽′璃感杵有難膠血二界けろ

堅痢御旗峻の移阻を前句｡象湖線喜

寿け町切紙咋均値乙､､ノ頑孝線を

廿一身嘲〆っ勧睡であろ｡挿し木斗

~伎れサ摺物娩けアナ周廟軋解-J/ク
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カ励撒い嵐祀られす 咋風力魂疫照を符丁頼れ7細フセ｡乙い惇ヒくど

以下で謡っ阜t

ハ､俸水場肴孝クワ.工廠
刻‖l水鉛ひ斗夢(屠〆像上㈲♂｡御崎存餌食くのと叫ごある.
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(52)埼玉県における放射能粛査

埼玉県衛生研究所

中澤清明 吉崎和雄 藤本義

1.緒 言

前回にひき続き､埼玉県において昭和54年度に実施した放射能調査につl

する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

試料､回数などは前年度と同様であるが､庁舎移転に伴い､定時雨水､i

蛇口水､日常食､野菜､精米､市販牛乳､海水魚､土壌､空間繚量率の採】

地点に変更があった｡

(2)試料の調整および分析滑走法

科学技術庁編｢全ベータ放射能測定法(197d､改訂)｣､｢放射性セシウノ

(197d､改訂)｣､｢放射性ストロンチウム分析法(1974､改訂)｣､｢N

シンチレーションスペクトロメータ機器分析法(1974)｣に従った｡

(3)測定装置

GM計数装置:アロカTDO-105型､ローバツクダランドカンター:アロカTI)C

波高分析器:日立505型､シンチレーションサーベイメータ:アロカTCS-121(

(4)調査結果

イ 全ベータ測定結果

いずれの検体も期間中に異常値が認められなかったので省略する｡

ロ 核種分析結果

川 大型水盤による1ケ月毎の雨水塵の分析結果は表1に示すとおりで:

何 一番茶､米などの食品の分析結果は表2に示すとおりである｡

←う その他の分析結果は異常値が認められなかったので省略する｡

ハ 空間線量率測定ならびにはl工の測定結果

什)空間線量率測定結果は表5に示すとおりである｡

桓)原乳の刷工測定結果は全試料(d検体)検出限界以下であった｡

5.結 語

放射性降下物による放射能水準は前年度に比べて､全般的に減少の傾向が･

｡たとえば､雨水塵については､40%以下の測定値が得られた｡



表1 雨水塵の核種分析

表2 食品の核種分析

種 類 採取地 採取月日 灰分%

一

番 茶

生産地

生産地

生産地

入闇市

入闇市

所沢市

d.14

d.2d

占.27

精 米

消費地

生産地

生産地

浦和市

本庄市

川島町

11.50

1.25

2. d

玄 米
生産地

生産地

本庄市

川島町

1.25

2. d

ホーレン草

大 横

消費地

消費地

浦和市

浦和市

11.50

11.50

あ じ 消費地 浦和市 11.50

牛 乳
消費地

消費地

浦和市

浦和市

8.20

2. d

日 常 食
浦和市

浦和市

d.28

2.10

a単位:ダ/∠,b単位:pOi/J,0単位:ダ/人･1日,d単位:pOl/入●1日

月l4l5t｡l7l8いり1｡伴侶2tl12



(53)東京都〉にわける胸椎翻査
東新戸五節工頻舟抑
彦野 菜梯鈴木 杏腱 を蕗

高塵凰繰′卜蛤瀬勉三相

了.頭書

顧叫年か:真如た巌射貫と‡絶にフ､､て毎号すあ｡

2･細紬舟の凝率

ぃ酢抽紺抱金線摘潮摘弛恥汀離御｢柑料の勉励毎
恒政左泉11こ東す.このほ机‥如如,′ば鼻のえ喝鋤機首紬居き触回け〟
泉イ.如季頼料の触顔fけよ心･濾卵数

試料尾 感奴劇

曲水.与り

由水.∫リ(え時)

⊥7k(皮7k)

エ水(嘘b7kj

エ塩川〈いれj
ヱ嫁(∫～か河)
噂食
招しげ舟軋刷0鮎)

千老し(舶勅
東菟(はうル享.湖制
酸差しよ奴･朝練)
烹､三;そ;モニ

タあ絶し甥姥)

鵬絹人町

朗頼餌
〃

ク

舛如匂人吋

ノ＼ど島
妻fr如ち人町
史如えみ

鼻綿且白人打

工主亀

墟銅数 卿奴獅と 励

ヂ4 0

J2 0

ヱ 0

2 0

J O

J O

ヱ 0

4 0

ヱ 0

/ ○

/ 0

/ ○

/ ○

如.前知史如森組rセンターに遡れた.

町殖摘効髄軌針勅願厩｣リブ絢lこよって行ねったp
J)封康行M汁王様畳 鰯紹碁頗)MOp軋R5(一川′帥汁叔蜜 月

叶M-Lβ一之㌻OJ′シシテレーシpンす一べパメータ 月LOK/lT5C

3.摘射ほ

しl)由水､与り､碑向こ--とのえh拗ドよう由ノk､キリの血塊摘裾蛇捌



泉2.ぬ水､与りの戌激如綻
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止 別-え 指し物え争削り
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泉4.ナベイメー7に よる生絹旗う蜂(ル軌ナ)
測 え 嫁 軒

左帰"人町
ノ＼柏

4
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川
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L
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.
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力え用ぃ粛椒tも舶とと嫁し､笑納t払なム､7え.エ戊の刺えく
如耕の須汗よさ上のと駈人る･



(5｡)弟嫁い條に和銅蜘御鹿鉄

柵･l弛

小ム匂碑患縦⑬J康男

月田如

卜轟音
嘩暖に廿き釦,/9聯暖鵬薄紅みよて凍劇戯によさ蜘

ル酔苦行フた｡

2.綿勧碑瑚暗

tり咄象
雨水ノ駄′海じん空相鰻東海水ノ御魚脚′塊珂

て軸物催.凍馳如紅ラテン鈍行フた｡
御讃岐オ急

くイ)郎御腺:r痴梱蜘彪巨件礼用事禍紆称雷フた.
(中郷:GdLり千尋魂辟甑蕃によフた｡

地声膀蕃
V)ノ払あ農JDC-151哩qrl白純銀畳′紬TD⊂一6型年M瀕ロ

M管はA毎α簸GMz503A型(窓阜は竹3ル州リノえばqM∫004
aき椚さル州りモ併用した.

匝)仙蟄TCS-1封里.又飢21C里仙lうシテレーションサーベイ

使用した｡

川C玩ん槻虎巌翫(Li)軸モN此血れD融製熱論錮持
て瀕用した｡

3､到熟練
金牌細繊毛哀し裁柳泉も泉之ノウランメ押蘭魚癖に示
劇乳(融毒)中り呵由でゃや為､､値五木すもク柏フた｡そク彪ク鉄材紘い

あフん



か 故射能測定錨果

親 身 局 親 政兇 ､斜教 測 定 値

雨水(Oq晴～0? 衛ノ研港内 宵宮 LTD～0.7仇妬

軽水.

水ぎり(和印 ク t之 ｣TD
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ケ 2 ク

ク(凍水) ､急J･雁 2 ケ

農畜

産物
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ほぅ′托人身
〃 口 l､03

ク

入 及 ケ t 3､57 ･′

ロ 孝 食 平鹿免償β櫛 2 0.7～0､g 〃

務 虚 じ ん 衝ノ研港内 6 084～a27pq/が
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ク

l之 5.0～6.5〃R/ん

届須懲中丸山 Jソ 5､0～S.ヰ
り

__藩
7K 衝拍､蠣吻 l L T D
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l
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(55)新潟県に お け る 放射 能調査

新潟県公害研究所

鈴木 斉､石橋幸三､殿内重政

菅井隆一､大科達夫

1 緒 言

前回にひき続き､新潟県における昭和54年度の科学技術庁委託により実施した放1

調査について報告する｡

2 調査研究の概要

(1) 調査対象

調査対象項目は､定時採取雨水､大型水盤による雨水らり､浮遊じん､空間線:

-ベイメータ､モニタリングポスト)､上水(蛇口水)､海水､海底土､土壌､】

畜産物､日常食､魚貝藻類であり､試料数は211であった｡

(2)測定方法

試料の採取･前処理･調製および測定は､科学技術庁編｢放射能測定法(1963

びに｢全ベータ放射能測定法(昭和51年改訂)｣および｢放射能調査委託計画書

年度)｣に基づいて行った｡

(3) 測定機器

GM 計 数 装 置 :アロカP二D C-801U型

:アロ カTI)C
-

5型

低バックグランドGM計数装置:アロカL B C-22B型

シンチレーションサーベイメータ:アロカT C S
-121C型

モニタリ ングポスト :アロカM S R-R63-51型

(4)調査結果

各調査対象項目の測定結果を表1､図1に示した｡

イ 雨 水

定時採取雨水と大型水盤による雨水ちりの放射能降下量は､今年度は年間を元

年度よりも底値を示し､年間を合計した降下量は前年度の約4分の1に減少しナ

ロ 浮遊じん

前年度と同様に冬期に低値を示した｡

ハ 空間線量



ホ 土壌･海底上

前年度と同程度であった｡

へ 農畜海産物･日常食

前年度と同程度であった｡

3 結 語

今年度は､雨水の年間放射能降下量が前年度より も大幅に減少したが､他の試料(

と同程度であった｡

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

昭和弱年 昭和55年



表1 放射能測定調査結果
(昭和54.

項 目

雨
水
苓
害
研
屋
上
)

降 水 量

定時採取

大型 水盤

浮遊じん月平均

(公害研屋上)

空間線 量 率
(公害研屋上)

上 水
(公害研蛇口水)

海 水
(新潟港沖)

海 底 土

(新潟港沖)

0一～5cm

5･-20c机

淡 水
(鳥屋野潟)

原 乳

(西川町)

農

畜

産

物

市 販 乳
(新潟市)

市販ほうれん草

(新潟市)

市販大根
(新潟市)

精 米

(巻 町)

市販 精米
(新潟市)

日 常 食
(西 川 町)

サ ザ エ

(両津湾)
魚

貝

藻

類

ワ カ メ

(両津湾)

フ ナ

(鳥屋野潟)

市販カレイ
(新潟市)

モニタリングポ

ストによる年間

時間最大値

日 平均
最大値



(56)眉),l鼻にか丁ま務紅花葛覇互

右り展癖伎公賓帝乏軒

′ト泉正対 瑠鬼才葺

/膠膏

輝∫ダ年貢ド宮衆L存及舟簾礪釘√っいて萄管す5｡
～ 調査の鹿摩

りノ蘭書宵象

昭頭百は唐㈱屑米′大老水盤-ごよま雨水ナノ′軸礫隻辛佃ン明り′モニタク｡フ

メ字塵じんノ顔料原水′遁溝エ′エ凄′農畜産物ノg隼竣′属官頒類であ3｡
ドノ凍ぼす或

或軒の兜摩あ､よぺ虜据は斜′勤締額毎ベーダ弟身罷ガ厩｣(助轟宇占嫁
御呈ヲウ拗或｣｢裾和∫ヱ辛皮打ノ/丁著し,丁クた′ぐ｡

(り劇屠徴各

合べ一夕旅打熊:ノ仏彪 ノ盾/､､-ツクダライせあ烈足腰貫之β⊂_裾～〟
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卓ノ可承貴 ‥/タメ/′舶∫招ノノ兢〔∫-〃/す一ベイメータ

㍉肪ノ仏書ニタリ=デオソト

3 魂庚循果

ふ額重訂尿頭目功顔使節票玉屋ユノ屈くズ/r斥㌻｡
(り 雨水∫り

禰五節何の唐崎席乾試料穀′よ///碑で.務府貴/Jdクナ7叫ブあ行.
卵獲げ彪更級が野われガメゝ行方め′南米の卿レベ､ルげ♂.√才て‰1(

久ク〝‰リ7､-前額の/∠〝‰Jヒ沈殿け循いか7･誘J肴｡
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慮ニダノング芥てトドJ∋j軌虎男愛ではヰ珂のヰ和才丑訝Cp∫ナ誘｡行｡

月利勿ヰ如､は頒雪/丁よ3濾(い豹臭かうかj凡が掩いイ唐ガン醸刺されフ
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薇東新朝方覆面錐ヰ/尽かうよナヰ～朋で･の粗(/〃｡/)チのララ家/j/勿廟
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(57)福耳動くおけカ凍射乾殉思

.藤平凍衝女帝析

丸〃7貞治 軍"l碑膚 を句碑え幕畢

昆ナ嵐埠一高ふ絡芙荊‖修一

1名書

酵紳gダ阜渡′て′和寒衛生メ移叶示行をった粥忍ば締墟街キ奉乾の｢頑
渕思｣ビ故協商蜘真′珂金平J石｢ノ原子力卿仰並の薇咳壊射離銅盤｣であ

ドニれらの耽烙㌢畝をする｡

2.調をの概留

(J)判定汁象
〔福抒姥丘〕〔容認)南本ちり､埠逢し●ん.軽水.孝乳.啓上.食教.嗟

｢郎七卿租〕(及む･･糟杷乙
降水.覆土.産土劇物.降下軌春水.超克土.海

蜜阿藤郎紺＼印離孝の盈続刊定(内容lてっい
(Z)判定方款

斗学液腑斉綿 倉ぺ一7一放射絶叫定法(Z訂)漬如腰ストワンタウム分村

ナ′してニヤム平壌輝線略号t甘い打横暴ふ粛濠(′訂)トーけウム命中法

うム合材戎ドよフ｢て･救落飾lておける酵揃穐軌了.如軌J和L物.蕗孝

物は解凍物ヒしr∴巻本ほAMP法お絆M¶Pヱ法ド諾っわ.

壁画嘲緑青は烈･′レ…与､ソセンス錦紗(TLりモー弔､イ‥一

軍.喝患暮釆

(ゴトイ 食べ一夕ー放射能枇ゲ空間碑首平

泉川ββ故如如碑郎.委フド月間降下菅の電化富.衷ヲド七っリン

の再審化を示す･片手屠岬国務ヌ嫁が願われす･如放射能灯極めて祓
てあっ声.

(3ノーロ 更呵藤孝鉾孝

和丹TLD`くJる印藤原解の草間雇の平均セを地邑ご-ど咋す.教習

むJ雅の好む1tこぺ濁‥嬢富市しているがこ畑J鰯干魚ク川.ThK食管の萄､･j

ウ､らなろためて･あろ･え､･すれの酸素でも遥孝の檀=たぺ局患な頑痺上草ば絶
ゃ､っrて.



る濯,=い｡ほ㌔∫･9¢∫=才人老臣如ご旅常館野与七射られ点｡
t5ノーニ 遠足土.海事.海獲せ物の旅摩分前

表7lく海玖上り漁獲嘩寮の絶那･表牙.最7∫て孝養卓隠濾水の玖搾

乳宮子す■∠クGβ･珂M¶･け㌔∫∫てっ､,ては∈e(し)予車体槍埠折Jり判定L･

べ′レの武野は放射イし瞥分叶lてJっrこ｡敦賀或乙r濁痺土がらヤc｡.㌔乃〆姶鉱一1

如郎視て●●堵如/頑句ば見ら拙り､っ′て･卑曳餅lてっいてレJ`?｡わく･線虫きi
談触軋の乙スフ･ペイ貞りみで-ぁろ｡哉如と啓分れょろ`βc｡の濃度もげ,5Z

tJ夜宮駿ドJろ寄与ヒ斉えられろ｡落水平のJH親軋Jえを,く属地邑でP才･～
溌亀オ絹懐かご軋られわ.けモ∫考乾甘/錮机･嘩射のしベルであったβ

4 緒考

′今阜温も主`て解好エで発車前周東すろ`クc｡J‰耳き線虫けわこ･､こ‥く赦
･国選度乳への線青草;はほど∠kt･なし環境落全土の句軌Jい､ピ考えられ

象/.針ベーター離す絶及〆宮呵應雀

泉～. 雨水ちりの如放射乾の順化 mci/伽2

5 モ予プリン7､井○スト指示濾の珂安化



mR/y

昭争､53年艮

敬
え
え
寄
宿

酵如54扱

115.2 88 148

111.O 100 120

73.5 64 83

61.6 53 77

62

111.9 85 150

107.2 99 112

71.3 62 83

58.1 49 72

57

養子･浄土砲如才灸婚姻稗果(稜弘纏の絢) ｡｡i/k｡fr

華 頻 5-Mn 58c｡ 6℃｡131ユ 13もs
9

(0) (0)- (0) (0)-(1) 8 (1/1)

(2) ～6 (0)- (5)～12(0)-(14〉15-227(2/2)3

(0) (0) - (0) (0)-(1) 3 (1/1)

(0) (0) (0) (0) (8)11-112(1/1)

人絹席)
召モモ●

(0) (0) (0) (0)-(0) -

(1/1)

(0) (0) (0) (0) (8)8-19(1/1)

(0) (0)一 (0) (0)-(0) (1/1)

(0) (0) (0)
.(0)一(9)9-19

(1/1)

感

†

入
計
れ
肺

(0) (0)
一

(0) (0)-(0) (1/1)

(0) (0) - (0) (0)-(6) ～24 (1/1)

(0) (0) - (0) (0)-(-1) 32

()内頼域級

∠.落下物の款殖如ケ綽泉(檀出値り細) ｡｡i〝.m｡｡

線取池蓑
0.01-0.11

(12亨＼



泉7.洛席上の該者合材蕗呆 pCi/k

23日2=pu

2`

6!

4｢

(6噂1
3!

8.

坤●思巧(声I曳)

惣智穆彷†乾)

動腫:破水ロ
雲′∫/j子放水口

ク 沖

美戎P∫巧故ポb平
ヰ 塩 瑠
卑 生孝 脇域)

8.

ア∫放ポロ
〟 押

名各ロ7･ノ

★:radiochemicalanalYSis

象牙.動拍㈲銅摘掛幣碩(検出値の転句) 匹i/k｡

瑠 頻

魯
魚
番

0′8

0/5 -

5/30 9-18

0/12

1/8 7

1/5 3

20/30 3-95

1γ12 7-18

4/8 2-4

0/5(1/12〉

11/304-13

1/11.7

1/112

1/1 3.2

1/1 4.8

0/12
-

0/2

0/18 -

0/12(1′11.)

0/2

0/18
-

5/5 6-14

2/12 2- 3

2/2 2- 4

4/18 5-10

1/11.2

1/1 2.6

1/11.7

1/1 9.4

0/5
-

0/4
-

0/1

0/5

0/5 -

0/4 8/11.)

0/1 -

0/5 -

5/5 2-11

1/4 2

0′1(1/13)
2/5 2- 3

1/1 0.6

1/11.5

1/1 3.7

1/1 7.4

0/6

0/4

0/2

0/6

0′6
-

0′4 -

0/2(1/11.5)

0/6

6/6 5-12

2′4 2- 3

1/2 3

2/6 5

1′11.7

1/1 4.2

1/11.7

1/1 4.1

0/2

0/4

0/28/10.7)

0/48/20J)7)

a/ba:諌折線b‥玖珂姐():Radi｡ch.micalanalysis

烙来の液廊鬼才

b137cs(c

pci/且

0/4

0/4

0/2

4/4 ().12-0.16(0.14.0.015)

4/4 0.14-0.21(0.18.0.02)

2/2 0.17-0.19

8/8 13- 54(

8/8 23-266(1

4/4 18-285(



(58)鳳野凍lてら､けを淑紆紀綱を

濃密孝修得万屋研凰叶

寸読経テ在庫隕嵐躍々j

ヱ･稗言

前動て以～絶ぎ､應好摩･てわー､lて脂和㌻¢身身ド哀施し軒坪各托僻斤.
タ雅打柁珂をの縛凍ドつ､･て吸音すろ｡

ヱ.鯛僅概摩
(り 実施揚丹

南っ㍑∫び一向水･ちりI一考新綾吋lてら､､一て嘩服し､即す珊絶叫軋し
碑水･β草食･精細･紬t碩r麦ヱりと町折如叶で･納し匡

をl石碑竜tr為折師r｡格和刺熟し匹｡

(ユJ判定甥象
徴M打数誓畳 7ロ〝 TDいlクJ

シソγレーレaソサーペfメータ アロガ Tcズー仁ユJC

り)叫象輯軒

砲水､如･り､確ポ〔鼻水･濾水ノ､β紬､岸紬射㌣乳､羊.…
細トtれ､恒､げj､エ嬢､空l岬そ.

㈲ 頑良オ嫁

玖村潮監と頑良l岬学柵骨針をベーダ放射能鵬射/タ7占ぃ

斤錮柵針旬陥｢兼好能舶紬計紺し抑付与れド町子,R.

(告j 抑を綽泉

南氷ら‡ゾ●市井･ちりの綺泉とゑいて恭一･南本わ拙和木ち冊紺

l川仙互､山′アユ～Jン∧=〟′7り叫C′/た叫ユであり､前身釘て貯Lぺ､材料れ

碓氷､珂尽､煮盲産軌魚乳工藤り綽孝はぁユり叫でかト前射

餌緑青緑あ3…みり､み¢一息`ル…け雄一てあり･細字抑息げ

であ,K｡

う､阻紆

砲水房川●伺巫･りl-､･-･･札いく､､りブ､ラ咋レベ･ルで机.朋侃t下き更
†f〟＼,丁く(
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(59)葡岡射二お恒紳乾網鼻

瀞飼県衝&研究所
柏梅甲上竹 虜叡立嫁 鮭明刻

見終義昭 石渡逢也

/紹名

解劇簸で･lさ､8紬J∠年から粁ぎ姥斬凄絶放射離鯛嵐を.え昭和〃7如

才カ発亀飾周辺壕塊放射街鯛鼻富東施レて､-ラ軋々糾さ8紬∫ゲ年度Jニあり

の鋼亙の機密皇象肇イき｡
プ 鯛鼻稀乳の朗

= 網鼻対象

ア､科学扱術斤孝匪放射彫書虚像

泉崎再れ渚j壁風車周縁食車,隆土,上水,農畜如.鹿足生物宙と

イ､浜岡風子か磨電竹周ヱ穆痩放射雛細身

頒肇線量′皇周縁貴賓′帯下物仁風塵座′睦水,薩土′漆水′廃屋土.

身象生物ノ板東ると･･

(占=則泉力虎

ア､積年線量

幣牽あ線孝打電網､-て､約5ケ月間の碩単線阜を測定レ彦.

イ.皇閉経量牽

タブナ↓-∴ヨユサーへ､イスータJこよう息期測度と､毛エアリユ/･･木

よラ連絡利息亀窄呑った｡

ウ､仝へ●一グ放射彫贈且

御足か柵穿姥術斤｢仝へt一ア放射軒別慶應｣/二孝赦し､測度各両M

一盲使用レ声｡岩倉､レ､渓岡風子々発亀市周辺環境教射角左裾且の清適塵に
/過離線審解レ左身の芝､解川す･レてク､うj8後l｡測度を行事ってL)

ェ､核種分析硝且

嫁鹿骨材網鼻1よ甜仇,rタ昆,∠クc｡′タ∫zr,タ∫耽ノ㌔sノ/タグ克に竜田レた

い則え卦時(Lり半導体梓お番〕と､タクs卜卯b芳命析〔測度愚摘八∴ソ

ド雪がス7リノカヤユター〕吉行牒フた〟きた､凍れすのβ′1の定量【測

Ⅰ(ぴ)康摘みさか世(Lr)羊尊体検串嵐〕わ御フ左｡



が､､片田の錮鼻で･は輝度傍傾仔いよ風ウル呑かフ左｡

泉1.疏水の放射絶の月割後衛(密教り

寧兢月餅
章一二

ち- 硯鼻 砕氷号
ノれイ枕■ 讐惣真価者

▼｢

〃 月 // クしク 〃㌔､ダ ♂ダ㌔ j､〆ノ
∫ 月 切 ク､ク 7∫.ク よ/プ∫ 〟 〟

∠ 月 ′ク 戊ク J∫.〆 /貿g
ク:〟

月 /ク 次ク Jク♂ 抑7 ㌔よ甘

__㌢月
/㌔ クク ノ∠､g ㌔才㌔ぐ /ふ才

____夕
月 // ♂ク J/.7 ぶプ /タ/

■

▼~

/望 月 // ♂ク ∫㌢､♂ ㌔クス∫ ㌔J∫

//月 9 戊ク ㌔よj ふ柑 /宜′

〈≠ 月 ∫ aク /ス∫ ∠ク 〆ク′
ノ 月 P 灰ク //♂､ぎ /ズタ､ナ /ガ
∠____月 す/ 戊ク /j､/ jク7 〆クタ
j__月 /ク aク J女ノ ㌔7J､ぐ /.βぜ

年間 /′ク クク //㌔､♂ 〝∫ク､∫ 7クめ～

戌プ.各線鉄料勿食べ一ア毅射乾し孝れ)

威j軒 絶倒 鋪料 剰 ぇ 値 単/吐
′偽 ノ孝▼~~

一土
泉 ク(ノ∫〃れ 円 77 ァ細事乞上 達 壊 虐

′/ ∫棚 口 スク ウ
〝

a草食 新車崩ノ､ 同 ク､才′J〆ノ ′脇一生
上. 水 成口水 ∠ ク ′､ノ/ノ タ山

凍 軋 廣
`～ /よ♂′J〟､7 >んタ支点

牛 乳 車扱争｣
.Z

/､｡7
′め生

呆 廟 泉 / ク､7 l′

根 ノ披 劫ラ / /ノ
′l

ほう仙境 菜
一軒

/ プ､7
lI

あ しJ 4:.身 /
｡ヱク

′I

イ､廉岡凧チカ兇電飾周辺環境放射能細身

友引二∫さ頼孝線孝の測定釣果を､泰斗′ニ修嫁壊滅桝乎の放射稚測度紹界

ド`ま演劇町服地東洋あり∋窒嘲碑孝牽の月別堆昭吾茄レた｡〃薗の鯛鼻

"弁才帰輝列細魚とレア視界レ仁叔如＼ラ銘埠の頸れ′∠クcβが根おそ
樽桑な傾和さ見り九各カ＼っ友｡

怠れ刊几′∠クん針検出それた収束の廃酸池ゑ･さ､固/の机フト鵬.



泉3 浜岡息子カ発亀餌夙旦の橡琢磨埠(佃頗卵)
卓也:仇尺
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′

′

作手乃づ m-′三･
J一句Rづ 劇墟くぷ瑚飽嘘(㍊

平 ガト也 /え∠ /㌢ズ /Aタ ズ′♂ 7タ､7 厨す､j

泉Jト埴 /7 /占 /7 /ダ 7ク 7ナ

__最大値
♂4 ズ3 ㌔∫ ノ∠ タ∠ /ク7

衷タ.浜岡風子躇亀御礼逆の壕塊妨料ヤの放射乾

誠新 舶 Tづ故 わ5r 巧‰ J‰ 岬c≦ /揮Ce
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華イ立

皐･払 J.ブ〟 事～〃､よ 諷 木 よ X
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タんカよ~~
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′′

わび' /
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占よこ / ♂j / 氷 諷 田 X ′ノ

いて之〆 /♂ J､/ X 田 ‡ ク"∫7 米 ′′

__せ＼トノフ
㌔ 7′ 峯 ‡ X 諷

′′

地l〃ヽわ 同 スタ ん玖砧 X 丈 ‡ X ′′

鹿妻 ヌ♂.j 水～や♂メ X～せJ汐∫
･′ ′

′ ′′ 暮-)β〝∫ ′ノ

腺痘崖 鼻過 X′〉βク必 X ズ 末′〉玖卿 l ′ム烏
下 塵･呵 X ま

,〝好､ゼクグ羊′-ク/タ外項
諷粧さ職出伸す､｣(計数値今様準脇差の5銘水下‖痛了

泉∫ 皇周放題孝瑚働訝
軸㌦瑚r

4尺 ∫月 J閂 7月 ㌢用 タR /ク月 〝月 〟月 /月 ズ持 3旦
叫

増
瑚~

l

幽_町朗如､タ∠β∠7 ∠.タよタ∠.タ7′ スj 7ノ スノ ス㌔ 7ノ スク

}

′

u宣

如明 功7/ ′タ∠/ スク 7ク ?ク え～ ～′ み′7/

ヽ

∠プ7/ ス/ ′

/)劇女値は/碑聞頒の月謝手招偵チ



β/,浜岡思拍膚後熱烈且`ク鹿象の堵刺身紘姫息

j 堪猪

今回のき夙象形泉才略､腐岡風矛々発亀所腐逆境後攻射形鋼動こみ､,て､彪黎

の判几∠∂んが鮎う直そが､て小火外相鼻紙ヒ′詩碑泉各項糾軋りれ各



(60)愛知県における放射能調査

愛知県衛生研究所

大沼章子･茶谷邦男･富田伴一

清水通彦･荘力口泰司･浜村憲克

1.緒 言

昭和54年度に実施した科学技術庁委託による放射能調査､及び愛知県独自で行った

査の結果を萱張告する｡

2.調査の概要

(1) 調査対象

雨水(定時採水)､雨水｡ちり(1か月毎)､降下じん(水盤法)､浮遊じん

海水､海底土､土壌､野菜､牛乳､魚貝藻類､日常食､空間線量等
合計264

(2)測定方法

試料の前処理及び全ベータ放射能測定は､科学技術庁編｢放射能測定法(19

1う｢cs分析は同編｢セシウム137分析法｣､qOsr分析は同訟i吉｢ストロンチウム

法｣に従って行った｡

(3) 測定器

A L O K A製L B C
-

451坐

A L O K A製T D C-103型､G M-H L B-2501(窓厚1.7ng/

A L O正A製T C S -121C型

3.調査結果

イ.仝ベータ放射能

結果を表1に示したが､この年闇陸下量は24此i/kmlであった｡

ロ.空他線量

結果は表2に示したごとくであるが､このうち13件については､名古屋市内

通じて測定したものであり､その最高値7･1げ/br､最嘩値5･8′R/hr､平

6･5′R/brで変動係数は6･0%であった0

ハ.q●sr､137cs 核踵分析

結果は表3に示したo qOsrと13Tcsの年間降下量は､共に0･24mCi/k皿tで

4.結 語

いずれレJ調査項目においても､前年鹿と良し､特に異寓は認められなかった0



表1 仝β
放 射 能

故地又ば測定場所

測 定 1直

最 高 値 最 低 値

雨水(定時採二取)

雨水ちり(1か月毎

降下じん(水盤法)

浮 遊 じ ん

上 水(源 水)

(虎口水)

海 水

海 底 土

土壌(0～5c皿)

(5～20cm)

野菜 大 槌

はうれん草

穀 類 精 米

魚貝藻類 きす

大あさり

わかめ

牛 乳

日 常 食

名古屋市(愛知衛研)

名古屋市(愛矢口衛研)

名古屋市(愛矢口衛研)

名古屋市(愛知衛研)

犬山市(名古屋市上

水道坂入口)

名古屋市(愛矢口衛研)

伊勢湾 小鈴谷沖

伊勢湾 小鈴谷沖

三里美郡 赤羽根町

三屋美郡 赤羽根町

譲美都 田原町

ク 〃

名古屋市

知多都 南知多町

矢口多郡 南知多町

知多郡 南知多町

名古屋市

名吉良市

6

0

0

●

●

●

0

2

0

衰 2 空 間 線.量

測 定 値

測 定 場 所
最 高 値 最 低 値

空 間 線 量 名 古屋 市他

表 3 核 種 分 析

採故地 単 位
も史低′虐

雨水･ちり 名古屋市 Ci/k㌔R 0.05

平均値 最高値 最低値

0｡00 0.02 0.09 0.01



(61)紹両･こおけ3鉄郎紳査

京都童触省尊卑見巧

庄滴為栗･甘】
姦扱者人･ii･

J鋳そ

ま都為でt‡′紹わ我与以庚耕首級胎旛如よう叔射帯潮新線を実施して=

本叫友･二桁クrニそ鳴り概鼻毛薇告すち.また′郎力細野句且っ硬磁メ督執
したりで′ 帥ゼて赦すさ.
2 餉生り線審

叫も碑り舶
て 7√ル了ウト畝射幽唯:如眩･1.え碕妹棉水.月何句れちり′結
納′岬庖′ゑt対象ヒしrこ合ベータ放斉輝ヒ銅鉾そ紳】生叫3.

イ 郎力各電卵迫り壕壕放射離唐性:本固か′帥鐸そ孝り速細波｣

ゝ1●軋り)う地息′者嘲頻写ま写そ鴻波〟地点､′!書直じんヤり放射能り漣絶測

ヒ環触料壊れ鮎′袴下町舶紬.落度ま杓′舶波根均′鮨標超
象tし硝拝命析及び舟べ一っ放射徒り抜波乙圭･:鼻顔蠍乳･=シーて行,た

放吟り碗奴剋及ず放射姉別足弛むJ増′･:各した.

しZ)測点抜忍び;男波各 執称り触増及び毅郎邑り測足･1′射ぎ絹癖

一つ放射研長路｡い門`キ喝rトリ子恒合抑毛｣(′〃7与),㌧､､ルマニュ
碩検劇鼻毛嘲りた鍵蛤軌(/97i恥こよゥた.

3 嶺亙り㍍呆

tり科純絹カ産能敗射舶後.フォール了クトそ絶と郎8とした合ペ一っ嵐

ね8



足蛮か表コ′表3に示した.よた′友午に空挿牌骨り測度結果圭示した.

榊動冊･う′板東郎宿りれ†･′鵬結果･ほ頬白モ軋じ′有与如測度る

乙んで如乳う…灯った.
か 測定法及び潮見概思

潮風碩-ヨ!脾促は鼠び納骨 ミ則Å軟風

如け両射搾 P巧M方式 跡頂)シ:与し-シ9ン線量旦

帥ふンて離宮頑7LP前 教官ム線骨叶

媛

嫁
円

了式

輯

汚i嵐じん
2F∂

凪ん.

川司風 Gしい)検軋酪:越碑昼盟`

ら__鱒二q 姦･･･
一三

l碑軋
葺隼魂各液面~~

.㌫しLこ)後潟患

:叔棉有印｢宮古足場
乙〝ケ鴨l指標指物

･Grl計数管
;与良篭杓 仰●c床イL こか一つ紋射絶

,極ノんつつう叶病体シニチい
シフレ授重患:)Hし昨水′

料率)
｣L

維1l
洛射霊璃ゆ

まal00き

l軋碑綿羊
ヽt

_ii`___

~~i史鼻笥

泉2 をべ一っ放射能潮見痴呆

誠科名

餅匂(大領沖

乾り軋

漁 7lく

畝軒範譜度

"2.冨1風㌔｡.j∂

∵

7･5′1.1

12･㍉3.1

射0～F肌
∫～ユ∂卸し

劇
尼
∫
畜
産
勾

0.88.0.93

表3 足由縁氷り･如一つ畝



(乙)待合わ各電啓組監視も綾:盲碑り緋4′表牛′表∫に示した.破格j
呆でIiノ痩嬢執料かう11半減和好ほlう･J与以上りフォール了ウト扱碑ヒ78e′岬尺!
糾富枝薙げ後半そさたが′7√ル了ワト絃頻々首鼠如りもえぺ舶∬如して
軒店午にさき亀じん,俸了拙納･亨バナ中泉新港液相り鯵月食化圭子した.!

仁よ1と′′叫尺u′仰･㌫,′●乞eゥフォール了ウト彼称こl‡ス7●リン伴一フが見う一
78e.1み朴こも鳥くrJ3傾岬患うれた.消温じん′降了拘痛′徹り渡如

とゴもえ左▲…t呵フォーlし了ウト扱称1糾度よりも的少れl:過沙し′rニノ○`∫

11俊郎下略争レぺ～そ㊨,rこ.一れTLPせすlこよ3窒向けゝて鐸碑諷絆号す

11,改善卦こ∂眈肌断金王絶した隠へ"聖)呵通草雪‥とべ′豹′クーラ｡㌦/j
凍やわ,た.月ヰ度り終泉モ1,葡今度ヒ伺レ申レそあっ′モユつ"丁でスト

ゝて稗骨重り軌紬鼻も暮句碑ウイ嗅和そあ,たりそ′拝に′賞翫紘りられrjム､,
如 銅灯ゝマ鐸骨車測点舶(′ズノR)

軋びミき漫じん十勺鼠射舵:卓抜蛮かむ

萄終車大昔
∴盲訂二

鼻終結玖

滋3机川上ウキ宙終り考与モ含ユrい-

で等

00⊥

告翠尭乱
印

ヰ

牛 酪絶

新鹿小
官
枚

/増

史
官
枚

(呵粛1

主義慧急報

也
【
▲
･

御
足
門

†玖
竜

増
産
省

倉律
公㊥

タ
潮
害

蘭2 TLp素子′:よ3拙句の紬ダパ線碑賓緑骨り粂ヰ臭化



衣S 壕吃紘掛り強掛銅†露見

拭材牒
娠つ瑚
育としpじ/うノ

I〕つ′､ l 什}

′〉 4.1
′〉1.4

.〉 2.5

′)0.1 ′〉 0.2

′＼′ 0.1

0.002

′〉0.08
′) 0.2

搾土(0～㌦)

@
″
川
⊥
お
産
欄

3.8′､一4.

ヨ乙†､
9 !-

′
落
居
富
柑

ナ/ぐ-レ 豊 2.1

サワーエ 3.1･′3.

3.9～5.

れづ一っラ

ふ射た績細

5.3′-13

通れ/袴軋
25へ′57 / 83(■100

ュ
0
3
乞
で
0
-
X
l

0｢ユ.′r｢

0



(62)廟みける碑條印象

大嘘街灯乞鰊新郷

碑弟岬 田村孝子

1.き緒

嘩摘草q巧か如絢∬耳訝巧までの′大祓荷に桝ヨ虜如よび金印の
棺細井よび一勃桓締の判定鮨染告額著す3｡

2.網弼〃椒

(1)南東･ウリ‥ 姥と均加椚の孝明エビ綻潰した泉南綾川00㌦の米｡

として10鋸句′南水舟よげ碑下磨色相撮むを督のパ0皇とヮて戎痴･乾凱
和Lた｡舵値一利日あたりに乎房し.仰C云/絶㌦t血ざの挙止ど表わし

家を周1に鼓す｡鰯動向中稀広軌,虐げ痩出ごれ御､フた｡

(ユ)南水:掌埼瑠上ピ霞若した沖プットナ∵ヂピ督すた南水色定時に□□

仰ゼ涙工電停打南水につ‖て′100川且を魂由一乾鋸て劉お蹄とした,ロ
の幼魚庄を固2に示す｡舟に高一)榔拍鹿亡持れ善かフた.
(3)劫姥:把と租∫研の苺ほて:アロカ穀平行辟聖電鰯睦春色困り′巴
過伯′輔?郎給よリヰ蹄句′頑避庫を席鼻し圧.⑰極に付嘉した謬朗

鵬山元･よ聖



t-出し′萱督の1/･0邑魂観転釦
絹一度試料とLた.撒38繕の測定

値を固3に示す｡埼仁恵tり嘉一才締ら此

学力､った｡

(ヰ)その他の輯封:姥水ノ趨*′猪

庖こ′エ卑紺ひ壌昌平の虐ベー一夕
瑚甘能の細虐鮨郎射にネす｡∫鹿

匡げ磨威制定頚と分腐蝕戎は戎tイ糊

Lた｡彦勧膚戎の藤倉lいリクム号

ビの真空､桝何位ヌ譲打者与と食ん

オ●lj3｡爛締出戎疋よ5発覚邑争

考〃ため()内に示した｡食品ヂ双

考確序tげれも㈲Kの葛タを食んか

3｡どの紳からも琴博通一茶虎出エれ0.0βJ

告か)た｡

(ぎ)サーバ`一メークだよき空伺鎗幹
:アロが毀仙工サー〟-メータ已

?C揮

押明 Iq曾0

回3務感度の郷巨(ワヱ

表1.搾果′頚木′靖彦上′土壌′打払頂置中オ碑寸能
朋‡易叶) 鳥低値

亡水務水く鹿家舜永瘍)
賠ロ 〉Kほ勧帝)

堆

碑虐エ(大領尭)

土工葱(召集野0～⊆c仇)
～ (′′ 5-ZO〔れ)

～ (牒斬町0～占叩l)
ゥ (′′ 5～ヱOc仰j

22(フ.1)

__~~■

2℡(3.3)

2†(2.0)

21(2･0)

__~~

つ0(0.7)

20(1.=

衝 乳(髄甥町)

青眼乳(大務瑠)

針常食(蒔危巧市)
コ メ(夫7及~有)

キャパtツ(熊取町)

デ●イコン(大根乍)
ポーレンツウ(て7ゑ肯)

_ ._.● ′ ■一ヒ･亡1･瓜_r一ヽ

L

O

O
ト
ト
3

●



軌1て御足した去ほを轟2に示す｡官

∫紬序庵揖エれ急かった｡
(りもユタリγブ･〆ヱトによぅ宅頂

三脚蹄:公額研の眉亡に鎗雷ごれた
肥上帝2紬のポー∫レ亡ビ血工塵出春

をとリフす′ レートメータ潮睦

も行フ托｡御亡の店∈†時伺窃に

韓み揖フて′それ邑珂別にまとめ匡鰯

泉を義3に示す,緑雨によ3一時種子

励ロ〟非勢鞠卸才㌍められ亨かフた｡

3.鮨緒
仰向モ通じ′どの春樹からも要骨

値ぼ慮出ごれ告かった｡

豪2.サーバナタによう官舶緒年少

妻芋
養3.モ=タリガポストによ3空桐鴇



(63)兵庫異における放射能調査

兵庫県衛生研究所

蔵相公郎 近平雅嗣 寺西 清

/ 緒言

昭和∫≠年度科学技術庁委託による放射能調査の結果について報告する｡

2 調査研究の概要

(り 調査対象

定時採取における雨水､月間雨水ちり､上水(じゃ□水)､土壌､日常食､午∃

地)､野菜(生産地)､米(生産地)､米(消費地)､海産生物(あじ 勤

空間線量率

(2) 調査方法

試料の調製及び測定方法は昭和5一年改訂科学技術庁編｢全ベータ放射能測定

よった｡

(3) 測定器機

スケーラ 富士電機mS2dOOl､計数台富士電機m別100l､神戸工業弘13(土

計数管 富士電機NGMA-7210-1(窓厚2.00 及び2.36mg/cm2)NG眠-93

(諾厚2･3dmg/皿2土壌)､シンチレーション計数装遥神戸工業SA-230

3 調査結果

定時採取による雨水及び月間雨水ちりの全ベータ放射能測定結果を表忙示す｡最高

0･163pCi/ml最低値0･003pCi/m坪均U･0∠8pCi/mlで例年と比べて大きな変

認められなかった○各種食品､上水､及び土壌の全ベータ放射能測定結果を表2に示

これらも例年と比べて大きな変化は認められなかったQ空間線量率の測定結果を表3(こ

平均tO｡l′R/brで前年とほほ同じであった○



表 / 雨水､雨水ちりの全ベータ放射能

年 月

54. 4

54. 5

54. 6

54. 7

54. 8

54. 9

54.10

54.11

54.12

55. 1

55. 2

55. 5

年 間

測定巨]数

l

l

l

2

8

0

′b

てJ

uノ

4

8

てJ

7

2

0

8Z

月間降雨量 最高値

mm
pCi/ml

177.4 0.165

99.4 0.035

189.7 0.063

51.2 0.041

41.5 0.058

108.3 U.074

78.8 0.055

7Z.9 0.095

20.2 0.029

81.5 0.028

29.0 0.028

89.2 0.OZ9

1058.9 0.165

最低値

pCi/ml

O.017

0.012

0.016

0.015

0.028

0.014

0.007

0.020

0.012

0.005

0.011

0.00S

O.005

月間降下量は大型水盤によるlカ月毎の値

表 2 各種食品､上水､土壌の全ベータ放射能

試 料

日常食

日常食

牛乳(生産地)

牛乳(生産地)

米(生産地)

米(消費地)

ほうれん草(生産地)

大根(生産地)

上水

上水

海産生物(あじ 生産地)

土壌 0～5 0m

年 月

54. 6

54.1Z

54. 8

S5. 2

54.1Z

54.12

55. 1

54.1Z

54. 6

54.12

54. 7

54. 8

平均値

PCi/ml

O.044

0.OZl

O.OZ9

0.OZ8

0.052

0.035

0.025

0.040

0.OZO

O.019

0.020

0.012

0.U28

測 定 値

0.7 pCi/g
ra

O.6 pCi/g
Ta

l.1
pCi/g

ra

O.8
pCi/g

Ta

O.6
pCi/g ra

O.7
pCi/g ra

4.9
pCi/g ra1

1.3
pCi/g

ra-

1.O
pCi/1

1.8 pCi/1

2.4
pCi/g ra1

8.5
pCi/g



表 3 空 間 線 量 率

年月日 54.4.17 54.5.16 54･6･14 54･7･1654･8･15 54

空両線量率叫R/hT) 10･6 10･5 1U･4 10･4 10･2

54.10.16 54.11.16 54.12.18 55･1･1655･Z･15 55

空間線量率(PR′hr) 10･1 9･8 10･0 9･7 9･9



(64)和歌山泉に如き故郷瑚違

和敦ふ泉崎畑野仔

細啓三岡村者

l.緒言
紬二引強き蜘擁確定施Lた桝朗祓紬こよぅ頚刻謝紹紘り

--て親告チ5

之拗乾の瀬峰
く･)繊細叡

友1に鴫射勧耶･よ
び判加数五島す.測定回数り級
数肌町射･･あ≦｡

(ヱJ到払

`紳ヤり今↑一グー拗繚の測
定郎′蜘封卑乙軒,秤ぎ櫛

崩打合↑一ダー軸催醜右
に灸,た｡

即効賂

年M計癖遥:アロ柚製丁ロ
ニー/βj竺

シンナレークタンナーへイメー

ター:ア卯疹俊Tc5一〝/聖

3･麹観

友欄五誌和浄机場榊よが瑚忽

(り南丸みょび腐対ノり烏御名瑚醜男壬郵′酌綿す｡孝閉断如･】
縮刷紬刺劇巧御甲奴車比1･･て減少‖㍉

糾合鰯珊ヤり合↑･一夕一飯射毒瑚貞婚壬蓋え`:示す｡倉刻髄は′新透と

し3遇筍第揚笠㌶了;完諾ヲ豊
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(65)勘繰に針丁る柳

為朝櫛娃噺
宮田勾塘永美敏正風口羽

触鴻春田倭十

ユ.緒事

前年産に創成亨.昭和朗年度に実凍した柵鰯睦の概寮互薇卓する.
2.噺の解

しt)毎晩碓
飼7K.上水.牛乳.酸′丼,勅K男′日′紺.諸盈じん.土飯皮が塵珂帝

仔)哉料の徹郎適性頚

飾物錦｢ネ〝-7放射育顔捷衰(澗知引キ)｣′｢卿ヲウ封印

げ町)｣及〆｢ランサいションかウンデーによる摩周鰯時の讃蝶(′岬)｣
にgフ匡.

刷神足務最

古M職豊:アロカ TPC-lPヱ′TD仁一叩き 兼デ工貰SA

攻恕摘斉:日立 505

サーベイメータ:アロサ TCS-1ヱIC

モ=タリンブ■ポスト アロサ MAR-=

鴎)軸鰯抹

本領査蜘岬にあ西南水平の萩豹髄度ゲ畑水温法にぶう萩如月卵
泉11こ.和i粉じんの鶴耐酸を泉ヱト弄したが＼いず斬の温も昨年泰にぬLて
あっ臣.

モ=タリンフ･ポストドきさ私印締仔､例年のごとくメ適格軌こきさ籍郎

な倦下が観めケ机伝.き伝.一8の受化号げÅ朝に大き<.膏割ドノトさいこt

ら机陀(飢)｡

孝の他か旛食にフ【t7J才､〝件と馴亨周硬か漣チ､埠ド宴ったもかげ才ダ=
姦ヱ′5).
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剋.軒別√席時脚l銅び大型水艶法にょう鋤榔

[箪｣｢†打｢宣1｢寺1｢すl打｢可｢五1｢亘｢町

L刃し叫叫【可叶呵｢呵叫｢す

泉2.巧艶じんの郎環射能

担_1_5ト｢ナ｢可亘いl両耳町｢

蛋焉貰覧は打甘甘甘甘宵

llT†T-十ll
Tl･--⊥〓甲-1

T白

l

0

(
巧
d
d
)

一h一

喝

離

蓋
影
至

■
､
}
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衷5.駄･食品･土壌の願掩財容開音

品
ノ右

割印敗 測 定 値 単相 備 オ

息

β

故

射

能

上7K

原 水 lヱ Np～ ア4
P明

才過水 lヱ Np～ l.7 ケ

蛇口水 ヱ β.7 ～ トl ●

牛乳
佐 軋 5 =l～l.う

P叫生
各町

中 れ 2 靂.0 ～ t.ヱ ● ●

野菜 l言うれん苧2 丘¢′} 与.l
● ●

●入 篠 之 2.ヱ′} ヱ.4 ●

革 精 弟 2 β.年一一 久F す ■

秋葉 ざ 庄一 2 う.t 一- ま2 ●
●

8 常 食 之 ∂.7 ■ ケ

土

壌

β･-∫ぐれ 口 L加0 ノ 五味卦隊旗

∫～ユタ亡嶋 口 ユ抑0
● ケ

0～∫亡れ 1 l帖 ～ ほ9
●

強風軌他凍

5～ヱ♂亡州 1 仲2
～ 廿7 タ 〃

鹿樟年軋 ′聖 ら Np～ 往古 pC拍佐 貌兄倣粁

一驚5 占 J.0一- 2朋 す ●

歳 容向 鹿毛 12 9.5′} 川.8 メ町hr サ･呵メータ魂
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(66)碗動てちりゐ或射観き直

嘩解物ぢ害折衷軒

方角周一′阜拝布鞄.新車一
芸創隊′山本如各.廣遍終-

1齢

躍如㌔≠与度ノく.勧碑Iておレ､てヌ姥さ折斜郷牽の細敵ム

った礫チャ鋤幽卸御社輯をあわどて･その聯蓼を級告すふ｡

Z珂あ爛蜂

〔り渦墓碑象
解力凝翻血緩如､南れ虜違じん′摩木藤軋農畜産乳鹿町

朋.終生､覇王瑠適晩飯を朝直し医.ヨた､TLD∴已ユタリン舛てト
ウ翔酵を鯛直した｡

拝ノ)包齢の触〝紛堵
去1判 定 使 弔 噂 暑

軒多郎節∫てよふ盾
雁の働確斉性マユエ

アJレ及α･r放射縦

凄船価高(酵わ㌔4

年度).′て準じて行っ
た.きた､伺いた観

照軌遠来律甘悍･
あろ.

例諷姉御瑚嫁
イ 空間作管

礫客と友2.易ヲ

測 定 匡 方 使 用 域 番
虎
魚
討
呵
言
放
お
先

馳拍ユター(南米昧つ.古等竣工珠∫叫

2.∫叫声喝/ヾッ叩-､テウユトヱ軋がズ7ローかウユタ

トり今ウA 催ド,㌍フウユト夜体三ヰL一哀Lショウユタ

軋Ⅰ昭)積出蕃イ丁仰クC&凝棚裟

上皇抽斗り生鮒鮎(し)線虫書付如ククぐん戎島句萌裟

モニタリユゲポ礼
D8几仏lけ～3〃eV)回

農ひ-●D8万国掛ふしl〝

でかα′仏堂

モニタワニダウーDB凡く0.吋-3′ev)軋謬付3智ズ㌢仏工碑)

穣算級 熱賛鰯計(わはぷ下巷隻機番㈱u

易4Jて子す｡芽脚線′ま.郎ノ合体～･･/和ん

三三二√主‡‡~≡寄主妄去…~~芸′;ご‡三-≡ニラ≡
口 合へ･一ア友射観

贋鮎如.郎′て不す｡実軌虐胡く､透塔ヒLぞ£乎翫'み♂レハ
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ノ＼柳
瀬摩を鼻7′鼻タ/ぐ弄す｡徹され傭√才いブ恒フォ一止アウトJて

～-あヴ.原子か鰍､みの占のとみられる∂♂は鋤し,た｡

ヲ 顔藤

沼ホイ¢年度の鞄蹄て拓いぞ/J､廟新データば詠め占れ鋤､,た.
麦2 空間積算線量判定先見

舟家臣奇
樟 阜J経 書(州‰)

最高値 最強層 平均値 増訂数
鳥_埠吋 ㌫㌃0 ∈0.6 g2､8 ヱ

鹿.息 町 `9.9 ∫/.∫ ど/､今 7

__林三工
車 モ

●

∫′0 g?､7 g

__軍
二泉.車

■■■■

/り､3 l

軍 費 車 ワ葉う l

_大
田 市 72.2 `う.3 ふ7写 ヱ

東 田 申 - 甘l q
阜田 中 ■-■ ●-

ワ冬今 口

患十モニタ

麦3モニタリげわーによま空間埠主宰

リングポ朴lこ=空間嘩蔓草テ卯定超長句刑推巧

如月間有料‡うの全へl･づ放射能三則定序幕

え6 夜t軋試村中 の全へ､-一夕乳新船判疋.お果 (㌦含み)
壌1本 巨万

キ匂億 体1果一晩把景

舷江車′鹿
九重管え札
日常食(帝奉祝)

去三工車

亀
吉
産
毛

市販宴し
八東郡 ′､電村

大 根
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泉7 威娩試料ヤのトリケラみ 媛凰
最低値 複体珠取

札三1市∴浜田大農原水

三亡 水

何問雨水 木仁王工車

計登 庁=巳適1

をダ 頗後瑞軒わ叔郷里及縁赦(トリチね鋤い
破水区令 諭郎択抜 礫∴取､ナヒ爵

盈電話 LTD 一- 0.l

枚プ1車
】杷 木_

/､東電坪鹿島宙丁

可闇由九

LTD {- け0

しTD 一レ 3暮

しTD一-180

13 ～ 邑十

払三工車

鼻 水 P喝水軟
細芙沈

0､I ′､(1ユ 骨､発 周旦j

農
畜
産
物

八東野良島

亭Pノ､雪
大 嵐

キYへ-ッ LTD へ 1

絹
羽
7
2
∬
2

へ

～

へ

～

～

m
m
m
は
T
｡

L

原電 留j已上海

ケ
LTD ′､ヰユ

LTD ～･6
ケ

ケ ●

〃 ウ

〃
′
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(6フ)和漆に園丁る粛拙酪

秘奥竣顔鍾色シター

彪々ノ腺イニ頼家二淋爽二
日笠芙美子瑚酪

1頗豪

打絢J午年虜(∫午年牛軌√∫竿ヲ宵)欄ム県で薬液し｢て臓㈲の∠

ヲ震ぇ器‡…ヂ廟紬て緋沈軌肇触恥けろ眉
Z 緒査紡糸の周密

(j)新修り好農
産休 射,諸産廃.降水,鷹番秀狗森本週.ム夜.磐鋼線翫蕃紘(丁

幻測度ラゑ

金β裸身推は覇御新館｢瀬射術測ぉえ｣(/ヲ∂3年)lてより.如
解岬の倒Il渦増強肇轄｢榔巨蕃確率紅計綿(J4年庚).にけカ
ラン倉抑掴麻咳乳々廊久ドよっrて.

(ヲ)測度賂

金β柵能;帥ガウンダー(傷工勧賀 NSH-2`クβ/型)

′を傾率;シシルーシヨソサーベイメーター(月ん鉱TC5-IJ
ヤクン分析;㍉ジタ)川風観々夜打(象朝踊瑚~町巨了/♂)
′到上の刺泉;∫/Zc九戸.H.月(コロナ亀気 ∫β∫)

糾測定絡泉

南水の金♂柳巨き泉1ド示す｡Å年度は閥の彪実験が行甘巾小なク､つ

和泉宵鮎縫佃し甘かク丁て｡痢氷ろり′諸姐濃密水,及毒液勅願

の･金β椒及〆,星河線酌克之′新一こ禾す.いすt出鼻骨偵は糾
つrて･人帯締固迫ド抑丁奇利水のウラン握埋魯ゑ牛.て京す.∫4卯拝∫ニ
ラン魂締パイロ､ソけラントガ噸梨れて､､るべ.鯛楓丁赦さ拙甘かつ
彪岬の閻ユの測定終和泉Jのとお′けあフ汽｡

ヲ 鰯

.木与級lげ酌一棟突嫁正行制札肯かっ｢くこじもカリ.朗碑ヒも伯いレイ身新座は経めわ′】しなかっ丁く.人刑腐蝕班ぁの動lよ′につい7り食､､しイ,し7･
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及1南和郎磯腋(仇施)
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及Z湯潅後鹿額軒勿射水射亀

凌ヲ 隻脚線量牽(

.養
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歳5 牛乳アの倒工(ァα々)
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(68)広島県｡おける夜射鮭訴査

広ち県緻融鱒
中島末弟

/､緒言

唱和十年友｡科学枚翻故に∫う軸三瓶調査の権哲官報告すろ.
2､調査の横車

= 蔀隆対象

雨如り､浮遊じん､隠軋上隠､豊島産物魚貝細り別冊搬と､
率の判定も宿った｡

(2)測定方法
言科の調整およ示…蛇方温ば､軒軍師碗｢全べ一7軸椀河紅已(碍

乱打)｣と

は)融乾酪

｢勒=牛皮放射能刻印腹奉髭幅痛｣.ニ徒7｢｡｡

片口電:月lo k久 q門250j∧

(汗相磯及置:Al｡K乱 丁D〔FoJ

シ:｣斗し-ションサーベイ/一ア:ノ= o K久 T CS/Z/

3.璃塩鯨果

欄互期間中にか†ら刺定紋は､泉/～如のとおりである｡年靴動二

の本尊ヒ比鮫して.常軌ま鮎られ…,た｡
この旨年間の.雨れり､洋魂c-んの碇ヲ稲E､′～うびに空間線主宰の年間平I

頚矩_衷∫`ニ禾す.両7拍りの杖紆終には.中国錦秋の影軋二よると思われ一
之疎くこ.き年間ほとんど吏4L硯川帥フ仁｡洛亀し､んの敦射鮭､堅哺蹴

だ-､)たり穐If､､であフ仁.
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衣ノ､雨水十りの全戸放射絶

即､皇最高値
判定軋 mm

pci/j
7 137 28

8 96 27

11 318 53

11 125 57

5 55 55

7 179 47

3 53 23

8 109 0

6 76 0

4 22 0

4 67 8

10 121 9

目
一
4
5
6
7
8

9
川
〓
1
2
1
2
3

長嶋低 平均値 月間降下コ

pcりI pCi/l mCi/k請

2 9 0.0

0 11 0.6

2 15 2.6

3 19 0.6

5 23 0.7

6 26 0.4

0 8 0.0

0 0 1.1

0 0 3.2

0 0 0.5

0 2 2.8

0 2 2.8

84 1358 57 0 16 1.3

注 入聖水弘法にょる｡

友2､浮遊rんq合P取結能

最高隆 一最依息 子呵胤

年 目 判定軋 pci/㌶ pci/㌔ pci/㌔
3 0..2 0.0 0.1

4 0.4 0.0 0.1

1 0.0

4 0t.4 0.1 0.3

2 0.4 0.3 0.4

3 0.3 0.1 0.2

7 0.6 0.1 0.2

0.0

私意 斌咋
■ソ

1 1.0

0

26 0.6 0.0 0.2

良j 宮節線圭三

激ほ

年 月 邦/

54 4 9.

5 13.

6 12.

7 12.

8 13.

9 11.

10 11.

11 10.

12 12.

55 1 12.

2 12.

3 12.

12.
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最享､環竣成柿平の全P碓粁綻

∵鞭旦経机(蛇口机)危局市 2 0.0 0.0

性水J浪
7k)定席申

年軋(生産化)
ケ

牛亨L憫貸地)広長年

野菜(入 根)
′′

野菜(l軌ん号)ク
弼嵐 ッ

土塊(0～rれ)ク

エ壌(i～∠0れ)ク

謙一k魚(こ､))定風車

無､7l＼魚､(仙､))丸竹中

泉根(飢 ミ)み島中

嘗欝貨瑚)ニ

1 0.0

4 1.3 1.3 1.3 1.3

2 1.2 1.2

1 1.7

1 3.8

1 0.5

1 248

1 557

1 3.5

1 6.0

1 3.5

1 8.3

2 1.0 0.9

注､農畜産竹 海産生物､日帯食lま､合㌦J埴.

良∫､環†鮎闘丁終り経年え化

三も幸手主≡竺妄47 32 3.8 0.7 12.5

48 351(37) 10.7(3.7) 0.5 12.1

49 33 5.7

50 38 3.6

51 26 2.8

52 131(45) 3.3

53 33 1.8

54 16 1.3

0.5 11.9

0.4 11.3

0.5 10.4

0.4 11.0

0.4 13.2

0.2 13.6

注､()南は果韓垣t練りてホわた埴｡
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(69)山口県lてあける汲財経謝金

ふp糸鋸蛸衆輯

租借え

1錦を

卦帥顔寄席lこ愛娘し巨､みp県･く和ナる碩痺=聯者の一散郷彊纏鰊`

孝絶する｡
ヱ 紗晩の棍鼻

(l.)紳軸象拭料

南氷らり,和句南水ちり,上水′叡,;毎癌上,;阜水魚,牛乳,禰革,畔
食ノわよ〆土壌れ風拭牲&〆ド.卯峨恥J沌=タリングポストも名

ヒしZ央施し仁｡

は)統御像撃､統御鋼吸および瑚促

坑称榊転､よ■れ･掬敦&打t;測温は仝ヾ-ア放射絶刺匙左.¢初年)も∫五､`
度破雛趣舶蜂弘計画書lく度して行なフた.

(j､)刺牽鹿異

風測定試射の絢幽果左･左/～泉J-こ禾寸｡
j 食卓診

本絹卓期両所=てIJ､

大嵐国内線塊発受験

は･｢度t行わぺな

〃､フrく｡L R〆,て

､､づれの幽l;も前
傾は現われなカ､,仁

.なみ､紹如加斗う
巧いJ硯経丸久の年

M魯棟凋｡

泉J定期中丸･切,月内鍬･ちリ
定期朗氷･ち-

g.く毎､ /､J♂

/､∂J

J､≠j

/クg

/.gg

♂

dガ

針金

飢狩

♂ケア
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久之･上氷.′痺れ務風土′土壌′ラ勧魂′哨塔′牛乳′補弟′努乳.

統御一息 磯風兇 鍬年月 測定値

上氷¢やロ氷)(l)
ク 0

ぶ､錐.g

〃 ′′

/よ

♂.タ/

/･7∂

タ多 孔

絹L底.エ

･ ′′ 7

′′
′′ 7

J･よ∂

よJ.Jg

(♂～gでれ

〃 (∠Jo(電)

,,, g

.

一･g

/♂･ダク

/7､よク

婚､メK ム ーユ;
〝 ぷ､J J､/d

〃 u)

〃J午.`
〃 〃 /よ

牛 乳締敗)(り
〃 (よ)

◆ 〃 ダ

ウ 亜よ

久
末

水
根
埠

レ

〃 d宰/～

〃 虚､J

〃 〝 J

あ揖タIjリ､領一鋸〆･軸線量
リ/′lポスト (C′仁∫)

上 峰 下 値 ♀巧値
dク､♂

よg.∂

Jク β

ネタ♂

イス♂

J/♂

J∠ク

よg､∂

J/∂

J広♂

J哀♂

｡之ク､♂

よ♂､♂

よ♂､♂

よ♂.♂

よ♂､ク

よ♂､ク

よ♂､♂

よβ､ク

よ♂ク

ズ♂､♂

よク､♂

お.J

/
′
u
"
ア
ハ
7
/
イ
ノ
ブ
∫
J

票
;
ヤ
霊
芯
ヤ
芸

/J.gJ

//.`才

八タ.∠ノ

/よ.〟

/∂.Jダ

/J.グ/

/よ.よ∠
/J′′

/J.粛
々､JJ

ノ⊇.Jク
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(70)鮎虐好か相身勃老親套

頑壌漫才･釣批ンター

@膚摩明幹痛堪青野
藤山茸尾水口定直 銅

/緒言

惑ゎきす与庫K多感如首線術センタ一嘩.頑遠鉄射船縁の漉専を朝
j 絢餉努の概要

(J)郵虔対象
淵垣え免ル魚座水(萌水∴珂可水)､匪エ､卑水.壌土､産

物.海産生物
(Z)利彦号産

材誉瀕断碑｢令ベータ放射能剰定法｣(∫丁手放軒)､トGe(Li)

お着色用､､た好感ふ材戎｣(i早年政軒)､｢いノチ恒獄軒戎J(与～卑)

蛙ストロシナウ4分析法J(ナ9年絞れ､｢毅射如ケ秦㈱｣(タ～

イ､､て行,た.

(5)利彦静男

イ 封印蜂

モニタリングステーシランにふナう漣績測貴ざげ.了晴間辛夷縫7.ヂ～
/Lr.草間平均虐よ､∂ルに/hr(輌観錮刷捏初凪わ)ブ.一
臥､虐よけら小畑モ=タリングポイりkおサが★珊療鞠善用

仇Rぞ前年斉学壌と伺レベルで病う.
ロ 大和ル壌

モニタリングズラーシさリド卸ナさ触都塵ぞ､思アルファう嫡癖銅

ァCエ/仇J､如一銅輔能釦.`"j.宰pC▲んj如岬乎棚

ハイポウユームJアサンプラーtぐrる鮎副生f､食べ一ア教卓縄武♂､3
Ci/憫iであ告.

′､虜歳暮桝の思べ一夕敏和寵
森永･写り(真空水食)-す凄1､ゼの他の嶺料げ表2ド示了.

ヱ 虜顔料の壊滅ネ椅

GeくLりヰ筆鋒瞼蛸ちかた鹿酢碑:如～春吉k示巧とより､
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晋作吼超招､顧生殖セ′さ′〃cβ¢舶用ものよ多く､一郭灯裡の7

ウト感廊を如しモ｡､､す小t前年度の額匪お凍り賂下して､､ラ｡
外5=朗純､鈴掛凄`Iて存すと不り前年度ヒ可レベtレゼ､約.

,Hのふ痛:哀7k示すと右り前年度と頑レベルであゎ｡

伊‡の府碑:表甘K示すとおり如才れrわ､りた.

3 鈴昏

ふキ愚才大如揮おけう中包瘍宴験纏わ爪rjす,締れ前年度殉垂彩果

てフォノーレアウトの影乳7泉ケしそ､､う.萱瑠緑青-こふナう顔面時の増加線卓

仇たであっセ.如屋触(孝養､息東和軌均貞盛)の破鐘励衝如
の叩cダき線虫し管食品を､一年糾おしそ和すきr才ど､最も高くr才き揚金
銅軌ざく裾線-7=J7憫ト…と推壷ぎ小う.

衷7 劫水･ぢりけ蟄ポ恕の思ベータ線音L 軸:憫タ

喜≡≡≡≡≡≡≡≡…≡≡≡‡≡≡≡≡≡≡≡
義之 南本ケ)を線ヾ疲連銀料の身ベータ線鮭

試料毛 地点扱 埠･J 定 点普 及

5打I･一丸 〝♪ へ′ ′占

青剃上

○～げ■小ぺ J.ヲ ′〉 ′0./

〟♪ 一ゝ′ 仇タ

よj 一一 夕.了

Aク ーー′ /.ク

′‥/ 一､′
/,J

ふβ 一- ∫.∂

ふ3 一ヽ′

よ.∂

よ.♂ 一､一

～.J

′ /･j
′､ノ j.∫

∂ ′.ア
′〉

～.才
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哀5 ゐ♯サj代型他の用寮ズ桝｡ノルKJき蜘

虎取止.貴､
5射 え j結 束

長年 触(;和木).海れ 確A妙の√銀了巾ト｡メトリード∫き紬析

利 受 倉 見

衷∫ 農作抒､穏打頚産堅物の √嫁がクト吋トト揮j∂薇勘弁

判 定 終 ぇ
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哀`わぷ′の射打

試料る

南ポ･ちリ

刺 産 結 果

β.クβ∠タ へ′ ク.ク/ダ

デ汀=J水 ノソ♪ ′〉 ク.タブj

予を土
寸劇エ

○～戚亡≠
∠ダ ーノ ダJク

ク.タグ7 ′〉 ク･/ブ

∧/♪ /〉 ′/

′･ヱ /) /∂

〟♪ ′) ゾ.g

秦ク jHの本郷

座F華郵L亘可璃準画墜†轡__車‥h牢孝二=]

せ竺烏墓ト≡ト三二十笠十七三二怒三
毎埜~~1｢⑯ト_｣仁十｣ト十ト∵+二｣

表号 ′,ヒ仇ふ町

≠茎≡≡≡三
木簑_･_トを‖寸･十･十三]
ヲ主)去j～如2一ば紬顔料の寺璃絹巳Nエム仙あ､､､細く3d〟両手･打仙もしくが-.

養育tした.
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(71)高知県における放射能調査

高知県衛生研究所

上田雅彦 福井節子

1 緒言

昭和54年度に実施した放射能調査の概要を報告する｡

2 調査研究の概要

(り 調査対象

雨水,陸水,土壌,農畜産物,海水魚など128件の全β放射能測定およ1

リ ングポスト,サーベイメータによる空間線量の測定を行った｡

(2)測定方法

試料の調製および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(19d3,197d二

っ た｡

3 調査結果

雨水ちりの全β放射能月別推移を表l,陸水,各種食品等の放射能測定イ

モニタリ ングポスト による空間線量月間推移を表3,又,サーベイメ ー

る空間緑黄う則定値を表4に示した｡

4 結語

それぞれの結果よ りみて,昭和54年4月から55年3月に至る本調査期間

水,陸水,各種食品,空間線景などの放射能測定値にと くに異常は認め

か っ たQ

表l 雨水の全β放射能

測定数
最高値

pCl/1

最低値1平均値

pcl/1 pCl/1
月間降

22.2 … d.4l

18.2

19.9

t2.9

t O.8

2.32

d.29

l.93

2.dd

8.d ! 4.14

7

4

5

●

●

●

(ソ

3

-

3

8

2

5

3

7

--

3

3

ー

′0

3

9

2
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表2 陸水および各種食品等の全β放射能

試科名 採取場所

水(蛇

〃
米

〟

ヽ
【
ノ

原
市
精
ほ
大

(

(

(

(

(

乳

菓

)

)

)

)

)

)

水
乳
乳
米
華
根

ん

□

れ

海水魚(か つ を)

土 壌(0～ 50m )

〟 (5～20em )

測定数 測定値

高知市丸の内

〟 神田

〟 桜井町

〟 旭町

高岡郡窪川町

〟 〟

土佐市宇佐沖

高知市丸の内

〟 〟

2

4

2

1

1

11

tl

l

l

0

2

4

8

8

2

2

4

3

●

●

●

●

●

●

●

●

●

0

-

-

0

4

2

3

0

3

7

8

表3 モニタリングポスト による空間綿貴

上値(Cp8) 下値(cp8) 平均値(

4

5

JO

7

8

9

0

-

2

-

2

3

▲l

t

l

2

9

ノ0

-

-

ノ0

ノ
〇
一
缶

2

2

′0

3

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

5

2

2

3

5

4

-

4

3

3

2

4

■
■
■
l

l

tl

l

l

l

l

一■■t

t

l

l

▲l

3

5

8

-

-

9

-

▲U

9

9

7

9

8

7

ノ0

7

7

ノ0

7
一
∧
▼

ノ0

′0

ノ0

′0

3

8

8

4

9

8

9

9

フ■

0

7

9

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

0

9

8

8

8

00

8

8

0′

9

8

8

1

表4 サーベイメータによる空間繰壬

空間線寺率

測定回数 最高値 最低値

4d.l一-4d.3

4d.4～47.3

47.4～48.3

48.4～49.3

49.4一-50.3

50.4一-5l.3

5l.4～52.3

52.4一-53.3

53.4～54.3

54.4～55.3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

｢[

:■■L

[

[

コ.=.=]

｢
=
〓
｣
]

[しL

｢
=
〓
〓
U

｢‖

｢L

一〇

4

-

-

2

0

-
･
凸
0

4

-

5

7

′0

ノ0

▲U

′
凸
一
′
0

5

ノ0

7

2

3

9

4

-

4

2

2

2

4

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

5

5

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

ノ0
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(72)為練l:抄rう腐鵬鋼左

′破風泉南1朱書玖シアー
ヤノ和可エ′高調智ノゑ別種え

1頭首

賂細身(媚永劫ヰヰ月､有年づ巧)ド釆露レた炭射鮭詞ゑ砲郎海生了

Z 網ゑ阿見のノ牲宴

(り狗査叶家風州各

項水′上れ農産巧′逐鼻媚の金佃射乾及〆生餌嫁至立畔楓ヤの竺
£の承薙耽(易l)

泌･刺度を法

耗杵の純理及瑳則加増ぎ扶綺舟場1全線努憧判定ブ左.(′プア占),｢

スペクトルメーア=う年射ア躍如吏ウ長の毯最足を戎.(/97阜),毎冊
ストロシナウム甘柿左｣レタグケ),｢新刊土色シウ人命舶｣レア7りLて後,

しj)利路

一生耳荻狛乾:月lok久
TDC一/∂/

乳伺像:Alok久 TC5一ほIC,

㍑揉細君言警姦β二三;て,i∴よ;′㌶云芸急設′`毘,乳顧粉砕:月l｡k祓/て･ソグゲラウパ故紙剰ぇ㍑L才｡
j 謬見結乳

重水∵ウリ及び一息恕財わ仝♂友恕搬弼ぉ吉泉を左z,麦5iて,主声,窒呵ノ

練拝の線路と友←′五行宣す｡更lこ,ぞ;′監の鹿線戎杵朋乙点`｣
牛乳中1▲才‥･ずれ敵佃解離丁子あイ=｡

み 崩落

/軸戎殉皇ヤ′し一抹〆狗査吋射7･､7カ,賄招わらかす′その癖
倒キり秋草それ声｡
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′春1サ召煎血耳鼻家財絶網査庭草

拭 射.名

カ 鼠 一書りれん

｢

~~■■~-~

孝■瑠]妄え;三妻
頚 骨メ唱j

字三も‡…≡
烙赤鳶､

冒 彩

才来 車 殉
~~~~~~~~~~~~=｢:｢~

--一一一･･■■■ ･ -･--･･-･---一一一-･--【--･--- __....__

約ノ風ノ卯.こ軋町

姐紫紺ミ綽≠橡

r.水
凍 水

蛇ゼタK

クノしん{
√～上々両

を盈郎ぶ賃彗′

訃召さ戸.布了_広

軌柴努孝乙右賓

皇､_.思蔓k冬聖

飽サA

剥虜分

Z(/ノ

ケ(ヱJ

/ ▲ /

/ /
叫･--･-†～一札

一･･･"･･--

る lヱ

劾司や､雛鳥針酢剰 ヱ

え

ノ

ノ

′(

レ

え
一
え

布ノ勾孝励邑脇み

耕 ′k 勃二八サー中門

′牙 .京
L

.碑乳分新
思乍∪ずのル上

そ一ユダリフ7■こト`ストl二

くrう乳吼録音創見
■●-¶ こ二■･･--■---L

■`･■･ウ･･-●-･,-■--■-･■--

----→叫--→一
半ノベ■イメータl二よう

乳軋緑風剰え

フ砂ゑ′易
乳乳紆ポ絹宵

(色ン7一

瑚l盲､む色月‰ム
ー■■-▲--→■■-･一-･一･▲

~~■■ ･---
---･-･-一ニー=----一丁-.T--こてこ■一1

吉†

()榊′事々)クーぞ′篭′‰玖珂｡
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点z 秘中の諒如拙象廉牽り埼呵鮎適)

阜･月 康jえ回数
黍高札

レん£

/ク

f
`
リ

ア
∠
レ

`

｣㌢

g
こ
J

斤

/

ク.♂♂

ク.♂`

クノ∂

♂.♂ヱ

ク.♂J

♂.♂7

ク.♂J

♂.ク7

ク.∂`

♂./′

♂.クJ

♂･クア

ク.ク♂

∂.ク/

ク.♂∂

♂.ク/

♂.♂/

ク.♂β

♂.♂る

ク.ク/

ク･クク

ク.ク/

ク.クク

辛均侃 珂降f阜

塑_爪
β.クJ

ク.∂J

♂.∂ズ

ク･ク/

ク.∂ヱ

∂.ク¢

ク.乙ク

ク.ク¢

ク.クj

ク.ク∠

∂.∂ヱ

β.クZ

Z.¢ク

ズ./♂

ケ.占¢

Z.JJ

ヱ.ア`

Z.∠ア

ズ.〟/

/ノる

ク.ダ占

Z.∂ヱ

`･ア/

タ率.Z■¢

泉j 頗姥季板碑の荻射能 卜すれも,ノ令K)

エ｣く

′.J

ヱ･年
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/.Z

Z.J

_ _
_.･こニー･--一一-･---___

■■~■■~~｣~

義鼻 毛ナタリンブやスhこ√う窒伺線量¢クβノ

俄
′阻

在
√
占
ヤ
㌔
ヤ
紘
〃
罵
〃
㌔
シ
㌔
も

ズノ､f

/声ダ

～ズ､7

ユ¢､ア

2ク.ダ

之/､f

Z玖ダ

～∠､ダ

劇.f

～久f

～よ.～

ZJ､′

/`.♂

/よ♂

/∠､/

ノよ占

/∠.ク

/∠.ク

′∠､∠

/ム′

/∠.ク

/∠､ク

/∠.ク

/ダ､ク

/ア

/7,

/ア

/7

/7

/7

/爵

/㌻

/グ

/7､

′7､(

/7

一料僻障♂ため冬着直

射 サーベイメータiこJう断線肇準少々ん.)

泉占 ∠7K･楓中の警卜′亀(戸々)

ヱタk
凍′k β.// ク.∂Z

－245－



(73)顔料ごか丁み試射緋

嚇蓼¢ンター

キ妨′瑚′ず鼻東男′楚

/炭甚

錦紗∫ケ碑`く虎瑠み碑彪レ声.升孝夜噺の軟鋼巨魂脚易㌦必
丸蜘竜酵手朴卿嘲政略如秘腐摩乞敬啓する｡

この調紳卵･ザ感頗広行かれ郁ウた.さた､を乾草拍.緒所
産帰れ∫ケ争え匝dかラ牙8′3`･多Zヒヒ､ざrキjキュ了d瑚綿正レ

顧腕餌卵酢硝凝照頼れ㌻咋′ネ句′J牒･すラ′}βJり～8享

年が､払手盈戟菱勝已府フ乙､､ろ｡
Z 教ゎ礫象

くり う粕僻棚海贈牲

碗的如と3酵ヒ伺線そわり･佐野秘の夢鞄綬章鼻絹*､ウリ
ゝ水､帝泉､埼絹の卵萩射笹♭牢臥すの壬ウ泰り′え副ぇ咋■
(り 原初卿穐動㈲酪
靡蜂風疹-"う苧庫レー引鋼球でわ言ガ､愛好陣草深振合頑蜂碑草鼻瑳蚤吼

動密､乙¢呵芭､舶ノ､多た感痘武吟動泰と儲泉･畑兼､入已の秘よがえ
結果､蒙嘲韓各章槻しす一べべポ㍉ント)ヱ′雌キュ臥乾嘲解堅密度

≠グリンク才子ト)j喀､創弼勧炊くも乙タリングポイント)ヱj密､
もチアリングガードf緩嘲線睾車･ダストの身県夢死終年Iヱ臥序ラ㌦t亡
頚象エ､鼻ふ､甚水∴客を阻咽･郎働=紬郁側趣叫輔弼恒
摘制御軋･･義郎紺町乞解ノ拝すぽガ､彪錐命打合i靂惣.β土､′きら､惣卜王鰯
レ乙､､ろ｡

3 魂東森凰〆≠晩多

象ノー=弔す払おづごある｡

享剰乾終泉

‖)細線
名タグクシデポストサーバパメ′7･ニJさ頚性感泉･亨良三l与木耳♭ガタ今

度レ伺ノズ･化みる･もタグリングポストを巌あ嬢色事咋の､夢.､､ずれt横目

宮穆をみった.
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(ヱ)顧水の倉β駄射取
泉うーニ巧列の魂性腺と箭ヰ｡

′槻烙賞験l亡羊る豹窄も斥く､表埠のレべ-ノ要智之守､〕㌧乙､､多♭如か
･ミの象･ご泉咋データt護占密御鮎た-7♭埼耐受動鼻廿カリ.盛虚心虜耳待

ったわの(風け腹･更封象が求の多古かむの)lシフ､､乙一碑､､乙､､呑｡

(3〕承鮒の聯

･象･中′∫.ふ`御･を朗司晰碩姐値£呑可.
ノ如闘擬･卿の感孝l芥瑠埠の密約産材箱根のパlレぞあ摘果ゆ
う折iオフ仁■常置ヱれ乞､､ち彪姪･手前錦む射試練ガラ球界王れZガリ､

ル′lトゑ千路下レていさ∫ウド足わ直ろ｡

g線

雄稗の扉隆摘､靡照輝照ケガ卿ドアき絡レ訂外す､､秀蜂のj
ヒ噸級のレべきソそみフた｡
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泉/ 磨幌泉ガよが瀕雌

制度一塊 百 副 え 玖 刺.乳 酪

薇離縁
(毛≠ダリ刀､ポイント)
毛イリ

3々､待避卿埠

サノベ1ポイン

怒咳細線軒
アシヲ′/レ`uD一∫ク2月(り

′′

Uロー2α7β(需

了lユわ:プチ′ヱ′'適J昭)浄レノ

ア¢カニ/'声り′′〃

ア¢カ:TCS一/ヱ/C(ヨシナサ

墜彩)

廓愕承句研舜

.娠建都鱒準拠(!竺盈__登山
｡〝

′J

プ¢刀‥Lβ仁担/¢ルカ7け

TP(一/り(研タ

泉 ヱ 幼稚鯵

′ユタレム∫

融紅サパ哺

.･烈訂

･-

鳩豊郷
ム～ ∫j スム

_-__盈艶｣
lA躍ユヱ

l

ネ∂ヨネ/
~一~~｢∵~~

乳酪!′,棚…j ¢g 7､/

しェ〕_1Aオ員¢
j､ヱトA曾

一柳ヰi〝匝
7ク

u

J､/き界占

スj(･′) 1月作

膨轡咋尊か巨
j勉通達胞吐) ′′惚

a/ 界ヱ 才一

/
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泉 ¢ 豹蜘妖射放線夢)

蓼こ 剃｢角 思サ統御酪

務軋れレ よア～よj

隆 エ
/j､ク■→紳埴藩邸

浄 水 /､ク～∧占

ネヱ//一･ク･房7

風
を
見
呵
,

lfル､､レよ

lニレlニく

升 ガ､ん′

廟プ軒作昭

ク､7′ク.∂愉) ルp ノク･クみと

j､早,j､∫(ノ′)

午､午(")

ノ､ク′ ノ､ク/〃)

ク.βクヱノク.〃クヱ

ルpノク･"ヱ

ク､クク/ノク･♂以

タ､アノ占､j(′,)
~~~■■■~■■■

.
.
.
_

∴.._.■._

-
麻.:果

ク･ククーノク､ク//

ネタ ′一夕､ク(ノレ)
~■~■■~ . .__.-▼一_■■■■-

ク､♂/ヱ～卯由

/､/ノ･､･/､ヱ(々J

ルD･～/､占

ク､顧′～′〃Jせ

ル′p ～ク､ヱ

メ､j〈スヱ娼膚家)

ヱチ～タ､j絶食む)
停 ま こ

養 親

灸匝珂刊叫

ク､〃クj〈玖ク/ヱ

♂､7(〟ノ

ヱ､/～〟､ヱ(′′)

/､j(′′)

灸 ∫ 感劾噛り族称解く孝艶)
r】~

一都 粁ゑ

.′J㌧ラーl
洋低 如厳射魅

.山__卑?水

え
F肇 <Jノ ダ､/

uH

ム蔓ク～∫亡加
｣

/ 悔
____j_竺∠_阜皐担__夜 r一㌧カクむ鵬 / 〝 ヱア､占(〝)

貯.路クル入庫 /
F%土 J､ヱ く仰K食む)

泉 人 月臥 ■
′′

ヱ.ヱ (
′′ )

痺 猟 /
〝

′･ク(
一′ J

年 ‰ Z 〝

′･ノ,/､/(･/ノ

乱獲(ポラノ ロ ● J､/(～)

官 学 食 ヱ J■

人/ ノ ′ヱ(ノ′)

_卑下瑚琳㊨

/ス

_盛
れ紹- ～･ゲ､メ7
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(74)長ボ像lこ和丁る東町能紳車

長軸ム客締舞竹

馬埼者.抑乳句境雛 白ヰえ

1.紡毛､

舶ドかさ翫晒ロ∫〃鞭tこ草施レ｢演射有明射てついて萄者する.

Z.額餅乳の蹄.

(り,額初子象.

如く∴細鹿,経水.土痔′有産ま胸′療を産軌を碑鱒卑/叫牛.
(ヱ)･新見古歌･副ぇ眉卜

商材の紬如う机こ温使方射斡ぎ放物｢放射能利発凍(/チ7∠一

lこレたがっ仁一剰ぇ凱‡7ロか製掻′く､ノフナう/ド日面卦促装置Lβ〔一種
机咤勧略丁とS-ル/撃シンナレーシうン1ト{･ィ/一子㌧を使耐レrこ｡

¢)判定縁取

イ･南小の月刑務射線観と泰=こふしト射線附絶の舛牌和如≠

升珂新風りグ､チ仇り緑z■-ぁ,rこ｡剰ぇ朝卵､好如∫4年よ呵夕日･

おいて･/クエ/タ与危(⊥クー7ノ小〔薙〝▲)′7丹ユ∫日の雨中(こ耕､て占占∠

(/､･′ユ帆Lル㌦)とあい御丁稚朗βt刺知れこ功卜相打終発如一

′餉臍下俊轟けレベ′レより若干割い凰Lrよ,｢｡.
n､降車･食品.土疲鶴､の合碩軒能都東経も友zド旅嬉してれ｢こ∴

伊牌L鴫レてを乞鴎l拍わ､,ト

ハ､卑桝瑚韓餅も養うトれト｡播解の珊車軸lり､ク〟号ん
思≒Rtニ貿針咄のられ厚か､,rこ｡
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最上如くの分サ汝町絶(P%)占時間更正胤

各 日_ 矧l疫敷射卦胤 風如乱 弘也侃孫権ぐ悪
万

__lr4
4 ク 2貧ク クチワ //､占 j.クf
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∂

■

jヱ♂.¢ /クエ/､ /ク､∂ j多､占j
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7 /j 〟､j 占Jβ､ J､9 j､クエ

団 ク 少女､7 ∫β､9 J∂.? /¢､ユ?
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l〔ぐ/
7 ヱj､チ ¢よ9 ∠､ノ /､♂r

ヱ ナ /g､ク ユタ､/ /ク､J ク､チ∂

J 9 /7､/ ∫¢､g ダ､/ 3､j占

衷2.隆7k′蝕′土虜卑の劇放射能
養3.十ベイメークい

堅珂線解(〟
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Y
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ケ
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(75)斎兇烏動こおける萩射闘畦

表札兇暴公害廓蹄東村

山え政ヱノ止戯言人

煮え 臭ノ上帝各列子

卜 鶴老

形如斗年産lこ凄施した放射能狗太一こつ＼､て鬼与する｡

2､嶺杏卑見の橡度

(り 網を可象

鶉納象頭8(ま,定時辟欣融′上7〔(尭ヴフト)､ヰ乳(ま産姥､璃組二
志水魚(生産地)､努凛(生産姫)､遽*および海象主､土痩身′jあ臼=7事

雪間旅費車(サバメータ､そニタl)ン7､､戎ズりの列車尊金糾41車･t､あっ
(2)判監う泉

薮如顔捲およひ､娘町野柵轡｢叫蹄｣仁星､､て行った〃
〔j)刺漫滅私

曾Mカウ
′

む
7
′

/ :アでわTp C-lO2型
′てロガTDC-lO4

そニチリンク､､だフト:アてフカM川一Rらトちト憎

シン斗レーションサーべ≠ノブ:アロカTCS-12て型

低′J､ソけ､ランド与りカウンター:アロカLβC-4ぢ1型

額子敷見え郎トジャーレ･レア､アシェ朋8冒F型

3､鋼査蕗釆

木舶鯛ヰレ(糾細】くヰれ放射弛の銅価夕立泉tlて,ふ納品尊の離

膿も如′モニタリンデポストよる督周錦音他の錮胸声与泉3ドさ､した,

イ.和ドの㌻郎坤施

与覇碑てをは叩､7礼d/ぷで前号東武てであった｡
v 各埴食品中の卵殻射結

線軋朗･と疲尊の教町小､て甘辛甲レバーレでわった｡

ハ､婆閣磯獲

えニア･-リ､ポストとてよろ空間線をβ,久ゑlこよ碩あ減外lこ阜帝td倉くj
かっ仁

0
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額蜘紬潮解もたく,朗鞠車欄闇汁唆して′阜専舶知美

友卜南フ=り中の如放射郎利鬼郊
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泉3.モニタ･l招､､昔プトニきる空間緑一を(CPS)
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易′ヱ､上氷.瑚旭.ま有毒乳歯凄ま汐り思べ′タ放射乾

抽象

.L
氷 1好かk

巧ん介

ク､タj･′

/､∫7 ′′

/､/7
〃

J､ノJ 〝
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如､老クダリ凍ぇぃぎる新郎絶

新剤劇与4月 /♂､/ /ムア //､∂

/β､ク 〟､√ /♂-㌢

/′J､√

/〆.7

/`.7 //.♂

//､7 //-♂

/ゴ‥ケ /汐.∠

/∫て∠ /ク‥戸

/〆.〃

/√1〃 /ク.7

/省∠ /♂.J｣

如隼ノヾ中庸摘頑綽阜

与雁二公園

月例iイ睾ヰ首 よ7〟

タ.〟~

ズム戸

/♂.√J
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(76)機番に糾朋蜘働醸.

葬制を公留触呵斬
釦犠教導摘据許

し廟者.

舶(くかき如瑚断行､､て月絢5咋如喫錐した頗働蜂の声練り一
射且

2､離郷痺膀

(り､翻泉
翻及fくひぎ締き､商氷うり､白根､上水､襲各彦針歯車身の合ぺ一

刻延､多タグリング米久トサーヾィメータtく三朝矧声緒の月収i飢りた

12).碗師順縁刹硝腫.

継うり､仔細､上水防御､廟綾酬鞭師､触宵御中､
卿そj緻タたは臥した｡そタグリング木スト舶す一々ィメーダ∫く怠るノ
の測定は身抑紺野ぞ形なっ氏
(3j､測だ玖､

幽購射線緋鵬如紳礪絢｢獅喫抜｣､r綿密鯛
幽⊥lく窺イ､､た｡

3､頑挽泉が廓､
しl)､商氷5リ､

商租ち川根酵郎泉1のと射てあった.内水ち川年朗蜂均如ア

､年産略確ばは卯〝色ん2摘報と雌し泉少す負叔師あ〃た.如､冨射く射せのピノ7粕川るガ､掴lま首珂シーかであったこと｢

郎穆竣の詔衝く£ろものと雅酎軋る.
(礼上氷､8守秘､給費身旛義彦松
上隠す鞭､締彦玖舶諺妙の額縁解t碩乙のと現そあ,た.
州､上水､

上如月碩解灯舶/､拍p軌て滴年産l潤し舟摘師あっ尺｡
(叫､田醜.

β級の月竣断舶もβ､拘瑚蛇･廟碑如姥厳し溺沙す三瀬机j
㈹､疫彦痛線
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鶉畑ば真綿牢屋と頑衝こオ呼軒村働く愈叶聯如材る

禁言完讐謡㌫豊ふ夫君㌶慧㌶㌘㌶芸警㌘
(3j､啓承締､
多クタリンアポ小､サノペ仁メータ1てま硝修戸綿､J射､如のとかI
t仙名タグリ>ブギ久ト.

ネクタリ りu和トlて言合年度舶醜l=､g呼ぶぞ葡卑射拓教し載
計ら都民.

咄､サーベイメータ､

サーぺィズー7Kぎる年後朝子≠騰d遡覿鍼輝tて食刻嘲(椚†り乍
㌍､そ¢鯛のぞ′7そ餌餌ものマ飾れ僻すうと孝鰯マJ､βダ
紬仏画マス叫軌ヒ射､名プアリング帝トヒ#惟lてj頼鮒と禾

4,塵鋒

制∫j埴ヒぱ軽し餓斬新すう舶モネし別働鰻雨木棺
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放 射能 調 査 研 究 実 施機 関
一覧

機 関 名 住 所

科学技術庁原子力安全局
防災環境対策室

科学技術庁放射線医学総合研究所

防衛庁技術研究本部第1研究室

〝 防衛大学校物理学教室

農林水産省農業技術研究所

〝 畜産試験場

〝 家畜衛生試験場
北海道支場

〝

水産庁東海区
水産研究所

運輸省海上保安庁水路部

〝 気象庁札幌管区気象台

〝 〝 観測部

〝 〝 海洋気象部

〝 〝 気象研究所

厚生省国立予防衛生研究所

〝 国立衛生試験所

〝

国立公衆衛生院

理化学研究所

日本原子力研究所東海研究所

日本原子力研究所東海研究所

海洋科学技術センター

(財)日本分析センター

(財)原子力安全研究協会

(財)温水養魚開発協会

北海道立衛生研究所

東京都千代田区霞ヶ関2-2-1

千葉県千葉市穴川4-9-1

東京都目黒区中目黒2-2-1

神奈川県横須賀市走水1-10-20

茨城県筑波郡谷田部町
観音台3-1-1

茨城県稲敷郡茎崎村他の台2

北海道札幌市豊平区羊ケ丘1

東京都中央区勝どき5-5-1

東京都中央区築地5-3-1

北海道札幌市中央区北2粂西18

東京都千代田区大手町1-3-4

東京都千代田区大手町1-3-4

茨城県筑波郡谷田部町長峰1-1

東京都品川区上大崎a-10-35

東京都世田谷区上用賀1-18-1

東京都港区白金台4-6-1

埼玉県和光市広沢2-1

茨城県那珂郡東海村
自方白根2-4

神奈川県横須賀市夏島2-15

千葉県千葉市山王町295-3

東京都千代田区内幸町1-2-2

東京都千代田区永田町1-11-35
全国町村会館別館

札幌市北区北19条西12丁目

100

260

153

239

3 0 5

300-12

061-欄1

104

104

060

100

10 0

305

141

158

108

351

319-11

237

281

100

10 0

060

0

04

0

04

02

02

01

0

0

0

0

0

02

0

0

0

04

02

02

04

04

0｣

0二

01
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機 関 名 住 所 郵便番号 電 話

宮城県衛生研究所

福島県原子力センター

茨城県公害技術センター

埼玉県衛生研究所

東京都立衛生研究所

神奈川県衛生研究所

新潟県公害研究所

石川県衛生公害研究所

福井県衛生研究所

長野県衛生公害研究所

静岡県衛生研究所

愛知県衛生研究所

京都府衛生公害研究所

大阪府立公衆衛生研究所

兵庫県衛生研究所

和歌山県衛生研究所

鳥取県衛生研究所

島根県衛生公害研究所

岡山県環境保健センター

広島県衛生研究所

山口県衛生研究所

愛媛県公害技術センター

高知県衛生研究所

福岡県衛生公害センター

佐賀県公害センター

長崎県衛生公害研究所

仙台市幸町4-7-2

福島県双葉郡大熊町

水戸市石川1-4043-36

浦和市大字上大久保字東639-1

新宿区百人町3-24-1

横浜市旭区中尾町52-2

新潟市曽和字古川314-2

金沢市三馬2-251

福井市原目町39-4

長野市大字安茂里字米村1978

静岡市鷹匠町3-6-2

名古屋市北区辻町字流7-6

京都市伏見区村上町395

大阪市東成区中路南1-3-69

神戸市兵庫区荒田町2-1

和歌山市湊東の坪271-2

鳥取市松並町2-470

松江市西浜佐陀町古湊

岡山市古京1-1-17

広島市宇品神田1-5-70

山口市葵町2-5-67

松山市3番町8-234 生活保健ビル

高知市丸の内2-4-1

福岡県筑紫郡太宰府町字向佐野

字迎田39

佐賀市鍋島町八戸溝119-1

長崎市滑石町1-9-5

980

979-13

310

3 3 0

16 0

22 2

950-21

921

910

380

420

4 6 4

612

53 7

6 5 2

641

680

690-01

7 0 0

7 34

7 5 3

7 9 0

780

818-01

840

8 5 2

0222-5

02403

0292-5

0488-5

03-36

045-36

0252-6

0762-4

0776-5

0262-2

0542-4

052-91

075-62

06-97二

078-51

0734-2.

0857-2.

0852-2二

0862-7:

0822-5

08392一二

0899-2

0888-2:

09292-∠

0952-3(

0958-5(
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